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完全 を 誠 る … 


た つた 1 砲 い た だ け で も 生命 を 失う 場合 も ちあ る 。 恐 ろ し い 寄 生 虫 を 馬 除 する こと は , 
國民 病 で あぁ ある だ け に 紀 剣 に た 考え な けれ ば な ら た な い 問 題 で す 。 強 力 な 駆虫 効果 を 持ち , 
学界 も 認め る 処 の アス カリ ドー ル を 成分 と し た アス ボン は , 副作用 の 殆ど な い 安 心 
出来 る 駆 貝 薬 と し て 匠 界 の 注目 を 浴び て お り ま す 。 


既に 病院 ・ 保 健 所 等 で 集 園 朗 虫 試験 を 実施 し , 推奨 を 受け て いる アス ボン は アス 
カリ ドー ル の 効果 を 増し 副作用 を 除く た め に 新しい 方 法 を 試み て いま す 。 


太 特殊 乳化 操作 ・……・ 腸 管内 に た 於 て 虫 に 対す る 接触 面積 が 増大 し , 虫 体 を 完全 に 旬 ん で , その 拡散 
湖 透 力 を 強 あ ます か ら , 虫 効果 が 高く 完全 極め て 大 きい 。 

太 腸 内 溶解 操作 ・……・ 胃 で と けず 腸 内 で 初め て と ける の で て, 種々 の 副作用 が な く 。 俗 添付 の 下 列 
の に よ ょ り に 対す る 安 囲 が 他 に 較べ て 拡大 され て いす 。 


1~2 回 の 服用 で 


十二指腸 が 同時 に と れる / 


富士 製 (名 業 K・K 部 ) 販 中 村 商店 


(ベン レー ト ) 
1 ラリ ア , 十二指腸 虫 予防 に も 是非 御 使 用 下 き い 
50cc 入 500cc 


Benlate の 姉妹 品 と し て 
ヂ メ レン ト 
剤 アニ マレ ント 

東京 都 板橋 区 志村 清水 町 


電話 板橋 (96) 3993 番 
振替 口座 東京 125610 番 
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水流 に 依る 卵 の 分 散 集合 に 関す る 


佐久 間 正 人 
北里 研究 所 寄生 学部 


1. まえ が き 


土壌 が 申 虫 卵 の 侵入 源 と し て 軍 要 な こと は 従来 より 指 
摘 せ られ た と ころ で ある が , 土 の 表面 に 虫 卵 が 一 様 に 分 
表し て いる と は 考え られ な い 。 即 ち 同 じ 庭 又は 畑 で も 必 
ず 虫 卵 の 殆 と ん ど な い 場所 と , 多数 集合 し て いる 場所 と が 
ある と 皿 わ れる 。 そ し て , この 貝 卵 が 密集 し た 場所 こそ 
興 虫 感染 源 , 特に 濃厚 感染 源 と し て 重要 な 意義 が ある と 
考え られ る 。 然 る に この 様 な 観点 か ら な され た 報告 を 未 
だ 知ら な い 。. つて 穫 は 水 た 流さ れ た どの よ 
5 に 人 分散 し 或 は 集合 する か に つい て 実験 を 行い , 次 に こ 
の 結果 を 野外 に 於 ける 実地 調査 と 比較 検討 し た 。 


2. 模型 実験 


1. 実 方 法 直径 12cm の 1.5m の 間 に 
10cm 低下 する 様 に 傾 宗 させ , この 上 に 予 ぁ 0.5cm 間隔 
に 方 眼 を 画 い た 濾紙 を 敷い た 。 こ れ に 水道 水 を 流し , 深 
れ の 中 央 附近 で 毎秒 平均 2m の 速 さ に 調節 し た 。 新 鮭 
便 よ り 長 野 氏 法 (小林 晴 治 郎 博士 古稀 紀念 論文 集 参 照 ) 
に ょ 洗 分 し た を 水中 に , この 液 1 
滴 中 に 約 1000 個 の 貝 卵 を 含ま せ た 。 濾紙 の 上 に は 外 々 
小石 を 置き 障 審 物 と し た 。 

流速 が 一 定 に な つた 時 に 卵 液 を 5 隔 に 1 
滴 づ つ 滴 下 し , 総計 約 1 万 個 の 貝 卵 を 滴下 し , 閉 紙 が 半 
に な る の を 待つ て parafin 一 様 に 散布 し , 下 
り 熱 し て parafin を 濾紙 に 吸着 させ て 貝 卵 を 周 定 し た 。 

よ り の 距離 m 

流 cm/sec 
これ を 拡大 鏡 で 見 な が 方眼 紙 に 虫 の 位置 を 記 
し た 。 (実験 は 1951 年 4 月 た 行 つ た 。) 

2. 実 結果 卵 の 水流 に ょ る 実験 的 分 集 
合 は 第 1 図 に 示す 如く で ある 。 は 矢印 の 方 向 に 


Masahito Sakuma : Study on the gathering and 
dispersion of ascaris eggs by the flow. 
(Department of Parasitology, Kitasato Institute 
for Infectious Diseases, Tokyo) 


9:0- 11;:0. 14.0- 12.5 14:8° 7.8 


れ , その は 破線 で 示し , 黒点 は 卵 1 個 の 位置 を 
現 わ し て いる 。 左上 の 円 形 は 小石 の 位置 を 示す 。 

と の 結果 次 の こと が 判明 し た 。 1) 流れ の 辺 締 に 多く 
貝 卵 が 集まり , 流れ の 人 筆 な 中 央 に は 少な い 。 2) 小石 等 
の 障害 物 が ある と この 陰 に 多く 集 る 。 3) 虫 卵 は 一 ヵ所 
に 多数 集合 し , わずか 数 mm 隔て た 場所 と も 明白 な 相 
を 示す 。 4) 流れ の た 場所 で は 比較 的 広い 場所 
に ほぼ 平等 に 沈着 する 。 

以上 の 結果 より, 自然 に 於 て も , 肥料 又 は 
を 施し た 畑 よ りか な り 忠 離 の 場所 で も , 水 の 
れ た 跡 に は , 小石 の 陰 , 水 潤 りな ど に 貝 卵 が 集 り , し か 
も 数 mm? と 云 ぅ 極 く 小さ い 場 所 に 数 百 個 に 及ぶ 多数 の 
虫 贅 が 密集 し 得る こと が 明か に な つた 。 


3. 野外 実験 の 成績 


土壌 中 より の 貝 卵 分 離 渋 は “Caldwell (728) 以来 種々 
報告 され て いる が , 筆者 は 色々 な 落 液 を 用 いて 比較 松 対 
し た 結果 , 角 (751) の 水 比較 的 好成績 を 得 た 
の で , 以後 の 実験 た 於 て は 同氏 の 方 法 を 用 いた (佐久 
間 ,. 51)。 

実験 方 法 と より 自然 た 出来 た を 
撰 び , ここ に 水道 水 を 流し , 放水 場所 より 約 1m 下流 
に 貝 卵 含有 便 (1cover glass 中 約 150 個 ) 手 人 を 
いた 。 

流れ の 中 央 部 に 於 ける 最も 人 委 な 場所 の 表面 に 於 ける 平 
均 は の 通り で ある 。 


先 づ 流速 が ほぼ ーー 定 に な つて か ら 洋 の 上 に 上 記 の 便 を 
置き , 3 時 間 後に 水 を 止め , 流 跡 上 の 任意 の 個所 より 2 
の 土 を し て と し た 。 実験 場所 は 予め 
が 皆無 で ある る こと を 確 め て 置い た 。( 実 験 は 1951 年 12 
月 た 行 つ た 。) 

その 結果 は 第 2 図 た 示す 如く で ある 。 図 に 於 て 水流 を 
止め て 後 , 砂 の 多く 集 つ た 場所 を その 程度 に 應 じ て 江 
く , 流れ が 土 の て いる 場所 を 白く 表わし て あ 
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る 。 黒丸 印 は 次 個所 , 数 字 は 2 cm? の 卵 発見 数 
を 示す 。 こ れ で 見 る と 貝 卵 数 は 距離 に は 比較 的 関係 が 薄 
く , 流れ の 緩急 と 大 関係 が あぁ る 。 即 ち 菊 便 に 近い 処 で も 
流れ の 急 な 個所 に は 貝 卵 が 少く , 遠方 で も 緩 か な 場所 に 
は 多数 集合 し て いる 。 し て は 数 cm た 処 と 
る も 明か に 相 異 が ある 。 こ の こと は 前 項 た 逃 べ た 模型 実験 
の 結果 と よく 一 致し て いる 。 


4. 実地 調査 成績 


前 項 の 野外 実験 より, 虫 が 水 に と ょ り に まで 
流さ れ , 水流 の 緩 か な 処 に 集合 する こと が 明か に な つた 
の で , 何ら 作 加 てい ない 全く 自然 の で は 如何 
様 に なつ て いる か に つき 調査 し た 。 

1. 便所 附近 に 於 ける 調査 。 東京 都内 の 革職 員 寮 に 
て 1952 年 3 月 14 日 に 調査 を 開始 し た 。 

寮 の 建物 の 西南 隅 に 便所 が あり , 便所 より 少し く 離 れ 
た 場所 か ら 西 方 に 緩 か な 将 面 が ある 。 建 物 の 東方 は 道路 
で , 他 の 三方 は 焼 跡 と な う て い る 。 建 物 の 南側 に ある 前 
よ り 便所 の 側 を 通り 焼 経て 職場 へ 通ずる 小径 が つ 
いて いる が , この 小径 は 職員 以外 殆 ん ど 運 行 し な い 。 

便 池 は 南北 に 4 個 並 び , 外側 は 2 個 づ つ 板 で 鞭 は れ て 
いる 。 こ の 板 の 外 面 に , 板 に 接し て 雨 垂 に ょ つて 出来 た 
が ある 。 こ の こ 落ち た 水 は 南 方 に 扇形 に 広がり 
な が ら 流 れ , 前 庭 に 降 つ た 雨水 と 合流 し て 方 向 を 変じ , 
焼 に 出来 た 小径 の 上 を 西方 に 流れ , 章 中 に 流入 消 
失 す る 。 


この 寮 に 居住 する 者 は 前 年 秋 集 園 収 虫 を 行 つ た の で 調 
査 当 時 に は 便 池 内 の 貝 卵 数 は 少く , 任意 に 12 ヵ所 より 
探 集 し た 便 ( 毎 個所 1 cover glass づつ 検査 ) 中 た 3 個 , 
恒 尿 混和 液 1cc 中 より 平均 1 個 を 発見 し た に すぎ な か 

の 当日 上 記 の 水路 を 確か め て 印 を つけ , この 
水路 の 跡 か ら 任 意 に 2cm? の 土壌 を 控 集 し て 検査 し た 。 
資 料 を 探 集 し 終る まで は 勿論 この 附近 の 通行 を 禁じ , 舌 
況 の 変る こと を 防い だ 。 水路 跡 及び 水路 と 関係 な い 場 所 
より 得 た 数 は の 通り で ある 。 


水 の 流 れ た 


流れ と ょ と 無 関 
係 の 場所 


離 離 
cm ) cm ( ) cm ( 
47(9) 240 6(1) 780 5 (0) 
25(7) 25033 (0) 780 7 00) 


30(11) 320 38 (2) 810 14 (2) 

50(28) 400 19 (0) 1000 12 (0) *280 9 (0) 

16(6) 450 3 (0) 1060 11 (1) 450 2 (00) 

14(2) 57012 (0) 1070 11 (1) 1100 5 0) 
210 6(0) 69020(0) 1140 2(0) 1250 1 0) 


水路 の 外 ょ り 得 た 資料 中 , 小高 い草 療 ょ より 9 個 の 虫 卵 
を 見 出し た が , これ は 地形 か ら 見 て も 全く 水流 と 関係 な 
い 他 の 方 法 に ょ っ つて 集 つ た も の と 考え られ , 推計 学 的 に 
も 例外 と し て 却 し 得る ( 表 そ そこで, この 個所 を 
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除い た 水 外 の 卵 , 水路 跡 よ り 得 た も の と 比較 
定 を し て 見 る と , 貝 卵 数 が 水路 と 関係 ある こと は 52 祈 の 
危険 率 に 於 て 有意 義 と 認め られ た 。 猫 この 調査 が 3 月 中 
旬 に 行わ れ た に 関 ら ず , 生き た 仔 躍 包 蔵 卵 が 認め られ た 

と と は 興味 ある こと で ある 。 

2. 畑 に 於 ける 調査 , 特に 台風 の 影響 。 観察 は 1952 
年 5 月 より 9 月 まで 3 回 に わた り , 横浜 市 日 吉 台 の 農家 
。 

この 前 南 に ゆる く , 中 央 に 約 1 間 幅 
の 通路 が あり , この 左右 は 畑 に な つて いる 。 鶴 察 は 東側 
の 畑 で 行 つ た 。 こ の 畑 は 東西 3 間 , 南北 4 間 程 の 小さ な 
も の で , 自家 用 野 を 耕作 し て いる 。 

畑 の 南側 は 旦 と な つて , その 下 に 小川 が 流れ て いる 。 
畑 の 一 部 か ら 約 1 坪 の 草 業 を 経て 1m 幅 の 小径 が 小川 
まで 通じ て いる 。 小径 の 終っ た 処 に 直径 30cm の 踏 石 が 
小川 の 中 に 突出 し て いる 。 畑 に 降 つ た 雨 の 大 部 分 は この 
草 を 経て 小径 流れ 落ち , 踏 石 の り 小川 に そ 

畑 に は 4 月 23 日 に 下 肥 を 施し た の が 最後 で ある 。 こ 
の 下 肥 は 畑 借 用 以前 に 横浜 市 内 ょ り 運 ば れ た も の を 直 ち 
に 施し た も の で , その 貝 卵 合 有 量 は 調査 出来 な か つた 。 

調査 は , , 小径 の 任意 の 個所 より 2cm? の 表 
土 を 控 集 し て 行 つ た 。 第 1 回 調査 は 最終 施肥 ょ り 21 日 
後 の 5 月 13 日 に 行 つ た 。 6 月 23 日 夜半 より 24 日 た に か 
け て 関東 地方 は ダイ ィ イナ 台 風 に 見 舞 わ れ 多 量 の 降雨 を 見 た 
の で , 天候 の 回 復 を 待つ て 7? 月 1 日 , 前 加 と ほぼ 同じ 場 
所 ょ り 資 料 を 控 集 し た 。 第 3 回 調査 は 9 月 13 日 に 同 科 

その 結果 は 次 表 の 通り で ある 。 

即ち 第 1 回 調査 で 畑 に 多量 に 見 られ た 出 卵 は , 台風 後 
その 数 が 激減 し て いる に 反し , 章 叢 及び 小径 で は 明瞭 に 
その 数 を 増大 し た 。 及び の 卵 は の それ と 
同じ 発育 程度 を 示し て いた 。 一 夏 過 ぎ た 調 査 で は 畑 , 小 
径 共に 虫 卵 は 著しく その 数 を 減じ て いる 。 これ ら の 結果 
は 雨水 と ょ り 貝 卵 が 流さ れ た こと を 証拠 立て る も の と 考 
える 。 そ の 後 の 虫 卵 の 運命 は 目下 猫 観 祭 中 で ある 。 


5. 考 


我々 が 同一 環境 に 住む 同一 家族 の 虫 卵 を 検査 し た 場 
合 , 家族 の 中 で 1 人 だ けが 極め て 多数 の 上 銅 虫 を 宿 し , 他 
の 家族 は 貞 虫 を 有 し な いか , 有 し て る 少数 と すぎ な い 場 
合 に る こと が ある 。 

か か る は 虫 卵 で 染 され た 野 , 飲料 水 , 風 


(€) 


検出 数 / 2 cm? 
5 月 9 日 7 月 1 日 
783 4 
340 81 9 
265 12 4 
畑 29 34 16 
28 45 11 
92 5 
27 
6 30 27 
72 232 
章 68 5 16 
20 3 
0 6 
1 7 2 
小川 に 通ずる 1 10 5 
0 23 6 
小 3 9 
1 
右 18 18 4 
総計 1739 439 129 


鹿 其 他 手指 に 附 落 し た 貝 卵 の 偶発 的 多数 乃至 頻 回 の 侵入 
に よる を も の 即ち 偶然 の 出来 事 (Chance) と も 考え られ な 
いこ と は な い が , 之 を 実証 する こと は 極め て 困難 で あ 
る 。 又 , 濃厚 感染 の 原因 と し て 遇 虫 感染 に 対す る 個人 的 
感受 性 の 差異 或 は 土 食性 素因 の 有無 が 大 関係 の ちあ る こと 
は 論 を 供 た な い 所 で ある が , これ 等 以外 の 條 件 と し て 多 
数 の 貝 卵 を 一 時 に 忠 下 する よう な 場合 が あれ ば , これ も 
赤 濃 厚 感 染 の 成立 の 有力 な 一 因子 で ある と 考え ね ば な ら 
な し 
吉田 (723) は 始め て 畑 り 卵 を 認め , 畑 土 の 
深部 表 くに 多い と 報じ , 安保 は 同じ く 
土 中 に 遇 虫 卵 を 認め た が , ・ そ の 数 は 野 薬 類 に 比 し 極め て 


・ 少 い と 云 つ て いる 。Brown (727) は Panama に 於 て 前 


庭 及び 家屋 床上 ょ り 生 きた 仔 貝 包 蔵 卵 を 含む ちゅ ら ゆ る 発 
育 段階 の 銅 虫 卵 を 見 出し , 土 人 が 土間 で 食事 を 振る な ど 
地面 と 密接 な 風 碧 を 有 し て いる の と 相 備 っ て , 土 中 の 帳 
卵 が 重要 な 役割 を な す と 云 つ て いる 。『F. C. 及 E. L. 

Caldwell (728) は 高 張 庶 糖 液 を 用 いて 虫 卵 を 分 離す る 
秀 れ た 方 法 に より 土 中 より 多数 の 虫 卵 を 得 て , 土壌 の 感 
染 源 と し て の 重要 性 を 強調 し , Cort, Otto 及 Spindler 
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(129), Spindler (/29), Headlee (/36), Winfield 及 
Chin (738) 等 は 多数 の 上 虫 生 者 の 居る 家族 と そ の 
の 附近 の 土壌 内 虫 卵 数 と 相関 の ぁ る こと を 報じ て いる 。 
土壌 の 虫 卵 と 密接 な 関係 の ぁ る 流水 中 の 虫 卵 た つい て は 
Vassilkova (/34) は Moscow 郊外 で , Korovitski 及 
Artemenko (/34) は Odessa で いづ れ も 下 水道 並び に 
の 水 を 検 し て , この 中 に 卵 と その 他 の 寄生 
卵 を 認め , 下水 の 海 水 を 利用 する 畑 (sewagefarm) が 
感染 源 と な る こと を 報じ , 笛木 (752) は 党 雨 に より 短 
か ら れ 出 る 水 及 び こ れ に より 出来 た 水 中 より 
卵 を 見 出し て いる 。 

然し な が ら , これ ら の 報告 は 濃厚 感染 源 と し て の 流 水 
及び 土壌 の 意義 に 就 て は 完 分 た 論じ し られ て いな い 。 筆者 
は 流水 た に た ょ り 方 に 運ば れ た 虫 が , 流れ の か な 場 
所 や 障害 物 の 陰 に 密集 する こと を 認 明 し て , この 点 を 明 
か に し た 。 

成就 卵 の 侵入 に ょ る 臨床 症状 に つい て は 漠 野 
(722) が 自 守 実験 に ょ り 一度 に 約 2000 個 の 成熟 を 
し て 重税 な 肺炎 を 量 し た こと を 報じ , 長谷 川 35), 高 
野 (松林 749 に ょ る ) は , 頭痛 , 発熱 等 の 症 
を す る に は 少く も 一 度 に 20 個 前 後 の 成熟 卵 を 
する 必要 の あぁ る こと を 実験 的 に 証明 し て いる 。 長 谷川 は 
自然 態 に ょ り し 得る 数 と し て 25 の を 被 
者 に 喉 下 せしめ て いる が , この 数 字 を 如何 な る 根拠 に よ 
り 覧 出し た か を 明か に し て いな い 。 松林 は 筑 木 の 結果 を 
用 し て 一 度 に 20 個 前 後 の 卵 が され る こと は あ 
る に し て も 極め て 稀 で あろ うと 多分 に 疑 を も つて いる 。 
な が ら 穫 は 自然 態 で わずか 2cm* と ゆう ぅ 小 
の 土壌 中 ょ り 数 十 個 の 虫 卵 を 見 紅 し , し か も その 過半 数 
が 成就 卵 で ある こと は 決し て 稀 で は な いこ と を 証明 し 得 
た 。 穫 者 が 3 歳 の 食 土 症 見 童 を 観察 し た 処 , 1 回 に 10. 
ー~ 0.5gr, 時 た は お そら く 1gr を 越え る と 思わ れる 士 
を 入れ て いた 。 こ れ が 虫 の 集合 し て いる 場所 に 
於 て 1 日 に 何 回 と な く 繰 返 さ れる こと を 思 え ば , 一 度 に 
数 十 個 の 成就 卵 が 喉 下 され る 機会 は 案外 少な く な いも の 
と 思わ れる 。 

この 点 よ り 考 えて も 濃厚 感染 成立 の 因子 と し て 流水 に 
よる の 集合 が 極め て 重要 な 意義 の ある こと が 明か 
で ある 。 


卵 は 流水 ょ り まで 流さ れ , 流 の か な 場所 
た に 密集 する こと を 実験 に と ょ り 証 明 し , 野外 調査 に 於 て も 


(5) 
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この 実験 結果 と 一 致し た の で , 深水 が 濃厚 感染 源 と し て 
重要 な 意義 を 有する こと が 明か に な つた 。 

に る 導 と 御 校 賜 つ た 部 長 
長野 寛治 壇 士 に 深 基 な る 感謝 を 捧げ る 。 
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培 状 二 核 アメ ー バ の 構造 と 分 裂 に 
関す る 形態 学 的 観 窒 


能 勢 好 夫 
度 應 義 学 医学 部 寄生 学 


Dientamoeba fragilis の 形態 に 就 て は Jepps & Do- 
bell (1918), Thomson & Robertson (1923), Robert- 
son (1923), Kudo (1929), John (1926), Craig (1926) 
子葉 (1980), Hegner & Chu (1930), 平山 (1933), 
Brug (1936), Hakansson (1937), Wenrich (1936, 
1937, 1939, 1940), Dobell (1940), 松林 (1942) 等 の 
報告 が ぁ あり , Wenrich は か ら の 固定 標本 で , 
Dobell は ら の 固定 染色 標本 で , その 形態 特に 
及び 細胞 分 裂 の 過 程 に 就 て の 詳細 な 研究 業績 を 発表 し て 
いる 。 

Dobell に ょ れ ば , Dientamoeba fragilis の 形態 は 人 体 
か ら 出 て 便 の 中 に 見 られ る 時 と 元気 の い ゝ 堪 養 に み ら れ 
る それ と は か な り 違 つっ て いる 。 こ れ は 械 便 か ら の 大 低 の 
標本 は 多かれ 少な か れ 退 化し て いる か ら で あ る 。 そ れ 故 
に この 繊細 な 生物 の 奇異 な 構造 の 眞 の を 現 わ さ な いと 

私 は 先 に 2 年 余 に つ て て 来 た 二 ア メー の 
株 を 用 いて , 移植 後 ア メー ベ が 死滅 する 迄 24 時間 毎 に 
定 (A 組 ) を 作り , preconditioned me- 
dium を 座 用 し て 随伴 細菌 の 増殖 を 阻止 し た 培養 及び 再 
び 本 来 の 細菌 群 を 随伴 せしめ た 行 つ て 48 時間 毎 
に 代 し , 継 代 毎 に 染色 標本 (B 組 ,C 組 ) を 作り , 
輝 等 3 組 の 標本 に 現われ た 貝 体 の 大 さ 及 び 核 数 の 変化 に 
就 て 報告 し た 。 本 研究 に 於 て は 上 逃 の 標本 と ょ っ つて, 二 
核 ア メー 構 造 に 核 及び 体 の 分 に 就 て 詳細 に 
し た 。 大 部 分 は 普通 培 療 (A 組 ) に ょ る 培養 24 時 間 , 
48 時 間 , 72 時 間 の 材料 か ら の 標本 た に た よ ょ つ た の で ある が , 
一 部 培養 條 件 の 異 つ た 標本 (B 組 ) か ら の も の を 加え を た 。 
か ら の 標本 は 松林 の 作ら れ た 標本 を し た 。 


Yoshio Nose : Morphological studies on Dient. 
amoeba fragilis in culture. (Department of Par- 
asitology, School of Medicine, Keio University 
Tokyo, Japan.) 


1. 固定 染色 標本 所 見 


本 アメ ー ベ は 色 標本 に 於 て 多く は 円 形 又は 
形 を 呈し , 原形 質 は 内 外 両 肉 の 区 別 が 明 腔 で な い が , 時 
に 体 の 辺 弧 に 無 構 造 延 明 な 外 肉 の 存在 を 認め る こと も あ 
る 。 TThomson と Robertson は 内 肉 と 外 肉 と の 区 別 は 
生体 で か な り 著 明 で あり , 染色 し た も の で も 民 保 た れ て 
いる と べ て いる 。 内 肉 は 極め て 微 粒 を 
し , . か ら の 標本 と て 大 低 の も の に 米粉 み ら 
れ , 殊 に 元気 な 発育 虫 体 は 全体 が 米粉 し 
て ふく れ 上 つた 感じ を いた か せる も の が ある (附図 20, 
52, 53, 54 等 )。 細 菌類 を 折 取 し て いる こと は 区 便 ょ り 
の 標本 と 同様 で ある 。 そ の 他 大 小 の 益 胞 の み ら れ る を も の 
が ある 。 宏 胞 の 大 き な も の で は 原形 質 , 核 は 周辺 た 圧迫 
され , 千葉 , 平山 の 云 ぅ 様 に Blastocystis hominis の 
様 な 外観 を 呈す る が , これ は か な り 掃 行 性 変性 に 了 つ た 


も の と 考え られ る (附図 35)。 又 附 図 36 に 示さ れる 様 


に し た 細胞 と Pellicula と の に か な り 広 い 
の 認め られ る 場合 が ぁ る 。 時 に 著 明 な 信 足 が 認め られ 内 
肉 と の 境界 が 明 上 懇 で ある 。 附図 37 は 香 核 の 互 大 な 貝 体 
で ある が , Jepps と Dobell の の は の 
を 想像 させ る 億 足 を 持つ た も の に 相当 する 。 体 内 に 補 胞 
を 工 し , 原形 質 は 退行 性 変性 を 示し て いる 。 

工 便 に 見 られ る 核 は 一 般 に 円 形 で , 二 核 の も の で も を も 
centrodesmus に 結び つけ られ て いる こと は 稀 で ある 
(附図 1) 。 し に み ら れ る 核 は 普通 は 円 で は な く 
て 形 で , 通常 その つた で centrodesmus の 先端 
に つい て いる が (附図 5), そう で な い 場 合 も ある ( 際 図 
3, 4 及び 6 の 片方 の 核 )。 centrodesmus は 附図 5 に 
見 られ る 様 に 均一 の 線 で は な く て , 厚み が あり 凸 団 し て 
いる 。 そ し て 硬く な く て 自由 に 曲 つ た り 鬼 じ れ た りす る 
こと が 出来 る 様 に 想像 され る 。 際 図 7, 8 は centrode- 
smus は 見 え ず , 核 は 円 形 で 工 便 中 の も の に 近い 舌 熊 を 
呈 し て いる 。 こ れ は 殺 分 退化 し た も の と 考え られ る 。 


- 
1] 
] 
! 
« 
( 
| 
3 
4 


昭和 28 年 12 月 (1953)] 


核 の 大 さ に 就 て は Hegner と Chu は 猿 及 び 人 か ら の 
標本 で , 2 核 別に 計測 し た 結果 , いづ れ の 方 
が 2 核 の を それ より 大 きい と 報告 し て いる 。Jepps と Do- 
bell, 千葉 , 平山 , Wenrich, Dobell 等 の 報告 に よれ ば 
の 大 さ は 一 般 に 2z の 聞 で つて, 2g 前 後 の 
も の が 多い と され て いる 。 私 の 成績 で は 2z~3.5gm の 
も の が 多 か つ た 。 時 に 附図 38 の 様 に 4.97 々 x 6.39gm の 
互 大 な 核 を 持つ た も の を 認め た が , これ は 退行 性 変性 に 
了 っ つた も の で ある 。 

核 の 中 の 色 質 天 粒 は 一 般 に , 大 さ , 数 , 配列 が 一 定 
し て いて , その 数 は 有 常 6 個 で , 1 個 は 特に 大 きく , 1 
個 は 特に 小 く , 残り の 4 個 は その 中 間 の 大 さ で ある 。 時 
に 3 個 , 4 個 , 5 個 , 7 個 の も の を みる こと が ある ( 附 
図 6, 8, 11 39~42 等)。 の 配列 は 2 
核 の も の で は centrodesmus の 連絡 し て いる 反対 の 極 
に 一 番 大 き な l 征 粒 が 横たわり , 残り の 5 個 は これ を 離れ 
て 横 た わ つ て いる の が 普通 で ある と 考え られ る (附図 5 ) 
昔 核 の 虫 体 で は 一 番 小さ な 色 質 題 粒 を 取り 囲ん で 他 の 
5 個 の 粒 が 横たわり (附図 46), あたかも の 花 を 
わせ る も の が ある (附図 47)。 

Thomson と Robertson は 色 質 4~5 個 が 
で 6 個 以 上 の こと が あり , これ が 不 規則 又は 輸 
配列 し て いる と べ , Craig は 色 の 数 は 大 
多数 に 於 て 4 個 で , 大 さ は 等 し く , 叉 5 個 , 6 個 或 は 更 
に 多数 の 小さ い 題 料 に 分 れ て いる こと も あり , 配列 は 色 
ィ * 々 あぁ る けれ ど 普 通 は 四 贅 球菌 の 形 に 列 ん で いる 。 2 核 の 
も の で , その 両 核 の の 配列 の 事 は 履 * あ る 。 
し 普 通 は 同様 の 事 が 多い と 報告 し て いる 。Wenrich 
(1936) は , 核 の 中 心 の 塊 の 和 題 燈 は 4 個 で その 中 の 1 つ は 
大 低 他 の も の より 大 きく , そし て 濃く 染まる 。 こ れ が 上 眞 
の karyosome 或 は むし ろ endosome と 信じ られ , 他 
の 他 の メー 類 の periendosomal granules と 
同類 と 看 條 す こと が 出来 る 。 又 題 粒 の 数 が 4 個 以上 の 事 
も 稀 で な く , 4 一 8 個 或 は それ 以上 の 事 が ある が , この 
様 に 数 の 多い の は 最初 の 4 つっ の が 分 加 す る こと 
か ら 生 ずる と 想像 され る 。 も し 4 個 の l 題 料 が 同時 に 分 在 
し な いな ら ば , 4 一 8 の 間 の 凡 て の 数 を 期待 する こと が 
出来 る 。 更 に 或 る 題 粒 が 分 裂 を 繰 返 す と 8 以上 の 大 き な 
数 に な る だ ろう と 逃 べ て いる 。 

胞 杉 。 Kofoid (1923) は 胞 械 を 発見 し た と 発表 し た が 
一 般 に 認め られ て いな い 。 Hakansson は 色 標本 で 胞 
し いも の を 発見 し た の で 水 で 栄 型 を て , 又 水 
で 遠心 し て 探し た が 見 つか ら な か つた と て い 
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る 。 平山 は 千葉 も 報告 し て いる 様 に , 正体 が 一 様 に 綱 眼 
を 量 し , 微細 題 粒 に 富み , 細菌 乃至 異物 を し な 
い 他 の アメ ぇ メー ババ の 袖 胞 前 期 形態 に 合致 する 形態 を 具備 し 
た も の を 発見 し (平山 80 図 ), を 袖 胞 前 期 形 態 と 看 餅 
し , 双 れ り 一 で 微 線 る 体 を 発 
見 し , を 胞 認定 し た 。Wenrich (1936) も これ ら 
と 同様 の 体 を 発見 し , 胞 前 期 の 段階 
造 を 示 忠 する の で は な いか と 輝 べ て いる 。 有限 図 48 は 平 
山 の 前 期 形態 た 一 致す る 所 見 を , 附図 49, 
50, 51 は 彼 の 5 相 る 所 見 を 示し て い る 。 
然し は むし ろ 体 の 生活 力 が え て 食物 を する 
こと が 出来 な く な つて , 原形 質 が 退行 性 変性 を 来 し た も 
の と き で , 胞 見 る の は 早計 で ある と 考え ら 


れる 。 

2. 細胞 分 

細胞 分 列 の 段階 は 附図 9ー15 で 良 く 了解 出来 る 事 と 
5。 

附図 9 で は アテ アメーバ が 丸く な り , 米 を 多く 取 
し て いる 。 10 で は アテ アメーバ が 長く な つて , 2 つの 核 は 
反対 の 極 に 横 た わ つ て いる 。 11 で は 中 間 の くびれ と 木 
の 芽 の 様 な 小さ な 食 足 が 現われ て いる 。 12 で は くびれ 
は 更に 深く な り , は 様 に た な る 。 こ の 時 は 核 は 
だ 反対 の 極 に ある 。 13 で は アテ アメーバ が 2 つ に 分 離し よ 
ぅ 5 と する 上 。 核 は に て 隣接 し た 極 を 占め る 。 
14 は 分 離し た 直後 の 半分 の み を 現 わ す 。 か く て 分 裂 し 
た アテ アメーバ は , し ば らく の 間 centrodesmus の 残り を 未 
し て いる (附図 15)。 

3. 分 

末期 , 便 核分裂 の の 所 見 か ら 記 逃す る 。 2 
の を も の か ら 分 裂 し た 若い 個体 は 運動 し , 掘 食 を 続け , 後 
に は centrodesmus の を 失 つ て に み ら れ る 
の 型 た 相 し て 来る が , 6 個 の 体 が み ら れ る ( 
図 16)。 然し 早晩 最後 の 末期 の 段階 に 入り , 核 は 休止 農 
態 た 入る 。 体 は 核 膜 内 た (附図 17), 周辺 に 行 
き , 点 で 小さ な 濃く つ た l を 持つ た 組織 
示す (附図 18, 19)。 これ ら の 和 王 粒 の 1 つ は 大 さ を 増 し 
他 の も の は 潤 次 小さ く な り , 大 き な 題 粒 は 中 心 を 訣 れ て 
横たわり , 無 和 構造 の 儲 で 囲ま れ て 見 える 。 これが kary- 
osome で あぁ る と 看 仔 れる (附図 20)。 か く て 休止 核 を も 
つた 個体 が 形づくら れる 22)。 然し この 
行 

初期 。 こ の 時 期 た に な る と 核 は 円 く な り , karyosome: 
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は 分 解 し て と それ を 連結 し て いる も の に な る 
(附図 23, 24)。 これ か ら 薬 色 体 が 形成 され る の で ある 
が , その 数 は 明 な い (附図 25)。 染色 体 は 大 き 

く な り , 濃く 染 つ た 塊 に な る 。 こ の 時 に は 今 迄 明 須 で あ 
つた 核 膜 は 殆ど 判ら な く な る (附図 26)。 Dobell は こ 
の 時 期 に 分 裂 の 中 心 と な る centrodesmus の 根源 を 認め 
て いる が , 私 は その よう な 標本 を みつ ける こと が 出来 な 
か つた 。 こ の centrodesmus の 源 は 染色 体 を 越え て 長く 
延び , 核 は その 形 を 変え て な つて 来る ( 
図 27~ 30) 。 附図 29 の centrodesmus は 不 完 全 で , 30 
で は 全然 見 られ な か つた が , 染色 体 は 6 個 算 えら れる 。 

中 期 。 次 いで 6 個 の 染色 体 は 各々 2 つ に 分裂 し て 各 6 
個 光 を も つた 2 つの 組 に 分 離す る 。 附図 31 で は 6 個 宛 
2 組 に な つた 12 個 の 紫色 体 が 算 え られ る 。 核 は 三日月 
又は 半 円 形 に な つて , centrodesmus は その 上 眞 直 ぐ な 紛 
に て 走る 。 

後期 。 染色 体 の 2 つの 組 は 分 離し て その 端 の 方 へ 行 
く 。 こ の 時 期 で は 一 対 の 大 き な 和 色 体 は 常に 題 閉 で その 
中 央 で 互 た 相対 し て いる 。 残り の 各 5 個 の 染色 体 は 1 個 
乃至 数 個 の 堪 に な つて み ぇ る ( 際 図 32, 33)。 染色 体 の 
各 組 が 紡 氏 の に 洋 る と , は で くびれ て 2 
つの 小 胞 を 形成 する (附図 34)。 centrodesmus は 分 
裂 し た 2 つの 核 を 連絡 し て 残る 。 

か く て アメ ー バ は 最初 に べ た 段階 (附図 3~6) に 
達し て いる 。 他 の アメ の 末期 の 段階 で ある 2 核 の 
態 が , この アメ ー バ の 上 成就 し た 形 で あぁ つて, 一 番 安 定 し 
た 上 時期 で ある 。 こ の アテ アメーバ は , その 生活 環 の 大 部 分 を 
この 2 核 の 其 態 で , 掘 食し , 運動 し , 生活 する の で あ 
る 。 

4. 異常 形態 

大 さ 及 び 数 に 就 て の な 型 の 虫 体 が * 発 見 され 
る 。 

互 大 形 。 互 大 形 は 主 に 巣 核 の 虫 体 に み ら れ る 。 こ れ は 
若い 時 核 の 個体 が 食物 を と つて 生長 し て 行く が , 核 分 婦 
の 障 の の 巨大 形 が 出現 する の で あろ 。 陸 
52, 53 は この 段階 を 示す も の と 思わ れる 。 附図 54 は 
14.2m X 17.04 gm の 大 さ で ある 。 明 組 の 1 代 の も の で は 
培養 條 件 が 変っ た に 大 な 体 の 出現 を み , 
核 の 虫 体 で は 18.46zX 18.46z, 2 核 の も の で は 22.72g 
Xx 22.724 の 大 さ の 体 を み , 附図 67 は 25.56X15.624 

大 で ある 。 

憩 小 形 。 箇 小形 は 細胞 分 列 後 中 間 の 生長 な し に 直ちに 
次 の 分 赴 を 起す 物 に 出現 する も の と 考え られ る が , . これ 


ら は 細胞 一 般 に 微細 し , 大 低 食 物 を 
し て いな い (附図 55, 56, 57)。 

多数 核 の 個体 。 多数 校 の % の は , 堪 養 で は 比較 的 多く 
見 出さ れる 。 こ の も の は 細胞 分 裂 を し そこ ね た 2 核 の も 
の か ら 発 生 す る と 考え られ る 。 2 つの 核 の 中 1 核 だ けが 
分 烈 す れ ば , 3 核 の 個体 が 出現 し , 2 つの 核 が 同時 に 分 
裂 す れ ば 4 核 に な る 。 附図 58, 59, 60 は 2 つの 核 の 中 
1 つの 核 だ けが 分 裂 の 段階 に あり , 』 附 図 61 は 2 つの 核 
共に 分 宙 過 程 に ちる 。 附図 62 は 3 核 の 個体 で ある が , 
centrodesmus で 連結 され た 2 つの 核 と 核 分 列 の 前 期 の 
段階 に ある も うぅ 1 つの 核 を 持つ て いる 。 こ れ は 細胞 分 殊 
を 起 さ ず に 2 つの 核 の 中 , 1 つの 核 が 先 に 核分裂 を 起 し 
て 2 つの た 分裂 し た で ある 。 残り の 核 は 分 し た 2 
つの 核 ょ より 大 きい 。 人 限 図 63, 64, 65 は 4 個 の 核 を も つ 
た 個体 で ある 。 附図 63 は centrodesmus で 2 対 に 連結 
され て いる が , 附図 64 は centrodesmus は 1 本 し か 認 
め ら れ な い 。 附図 65 は centrodesmus が 互 に 交叉 し て 
いる 。 附図 66 は 5 個 の 核 を 有する 個体 で 2 対 の 小さ な 
核 と その 約 2 倍 の 大 さ の 1 個 の 核 が み ら れ る 。 

5. 総括 並 に 結論 

私 は 2 年 余 に 互 つ て 培 状 し て 来 た 二 核 ア メー ベ の 株 を 
用 い , 培養 條 件 の 異 つ た 材料 か ら の 固定 染色 標本 を 作 
り , アメ ー バ の 形態 を 鏡 検 し , その 発育 及び 構造 を 観察 
し 次 の 様 な 結論 を 得 た 。 

1. 本 アメ ー バ は 一 般 に 円 形 を し , 
細 を し , 時 々 大 小 の が み ら れ る 。 虫 体 
で は か ら の も の と て , 殆 ん ど 凡 多量 の 米 
を 含ん で いた 。 

2. 便 に み ら れ る 核 は 一 般 に 円 で ある が , 
体 の 核 は で あぁ る の が 普通 で あつ た 。 

3.。 か ら の で は centrodesmus の 見 られ る こ 
と が 少な い が , 培養 虫 体 で は , その 核 は 通常 centrodes- 
mus で 結び つけ られ て いた 。 

4. 核 の 中 の 皆 色 質 題 燈 は 一 般 に , 大 さ , 数 , 配列 が 
一 定 し て いて , その 数 は 通常 6 個 で , 1 個 は 特に 大 き 
く , 1 個 は 特に 小さ く , 残り の 4 個 は その 中 間 の 大 さ で 
あつ た 

5. 体 が 一 様 に は 微細 , 細菌 
その 他 の を 臓 し な い 他 の アァ アメーバ の 前 形 態 或 
は 胞 思わ せる も の を みた が , の 胞 発見 する こ 
と は 出来 な か つた 。 

6. 細胞 分 裂 の 全 過 程 及び 核分裂 の 全 期 の 段階 を 示す 
貝 体 を 見 出し , その 分 裂 過程 を 推定 する こと が 出来 た 。 
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7. 培養 條 及び 時 期 の つた 材料 か ら の 標本 に よ 
っ た 体 の 異常 に 互 大 な も の , な る の を 観察 す 
る こと が 出来 た 。 

8. 非 常に * 3 個 及び 4 個 の 核 を 有する 体 を 発 
見 し , 稀 に 5 個 の 核 を 有する 貝 体 を 観察 し 得 , その 発生 
機 博 を 明か に する こと が 出来 た 。 

(本 要 昭和 28 年 4 月 第 22 回 日 本 寄生 学 
会 総会 で 発表 し た )? 

稿 を る に 臨み , 終始 な る 指導 , 校 つ た 松 
杯 教授 に 深く 感謝 致し ます 。 

図版 
1~2 図 は より, 他 は 療 より の も の で ある 
1 准 便 ょ り の 二 核 の アメ ー ペ 
2 ょ り の 校 の アメ ー 
3~6 核 の アメ ー , 核 色 体 centrodesmus の 
々 な 外観 を 示す 。 
7~8 二 核 の アメ ー バ , 核 は 類 円 形 で centrodesmus 
は 認め ち れ な い 。 
9~15 細胞 分 裂 の 各 段 階 
16~22 の 
23~30 の 初期 
31 核分裂 の 中 期 
32~34 核 分 列 後期 
35 退行 性 変性 型 , 大 き な 容 胞 が 中 央 を 占め , 核 及 
び 原 形質 は 周辺 た に 圧迫 され て いる 。 

36 性 変性 型 , 細胞 質 と Pellicula の 間 に 大き 
な が ある 。 

37 の アメ ー バ , 著 明 な 足 を 示す 。 体 内 に 
胞 を 蔵 し , 原形 質 は 退行 性 変性 た に 障 つ て いる 。 

38 退行 性 変性 型 , 虫 体 に 比 し 核 が 非常 に 大 きい 。 

39~42 還 核 の アメ ー バ , 染色 質 題 粒 が 夫々 3, 4, 5, 
7 個 で ある 。 

43~44 の アメ ー , 染色 質 粒 は 10 個 と 11 認 
あめ あられ, 何れ も ゃ 2 個 の 他 ょ り 大 きい l 題 粒 を 持つ 
て いる 。 

45 核 の アメ ー , の 異常 型式 てく は 
Brug の 4 図 に 相当 する な 後期 の 段階 
で ある ろう 。 

46~47 

48 の アメ ー , 胞 前 期 形態 に 類似 する , 原 
形質 は 多分 に 退行 性 変性 た 了 比 つて いる 。 

49~50 類似 の 二 核 と の アメ ー 。 

52~53 形 発 生 の 段階 を 示す も ゃ の と 思わ も れる の 
アメーバ 。 米粉 粒 に 満ち て いる 。 

54 大 な の アメ ー , 米粉 粒 に 満ち て いる 。 
55~57 侍 小 形 。 56 図 は 僅か た に 米粉 粒 の 残 湾 を 留め , 

57 図 は 僅か に 細菌 を 惑 す 。 
58~61 多数 核 の 発生 機 を 示す 二 核 の の アメーバ 
62 個 の を 有する アメ ー 。 
お 3~65 4 個 の 核 を 有する アメ ー グ ペペ 。 
66 5 個 の 核 を 有する アメ ー グ ペペ 。 
67 異常 に 膨大 し た の アメ ー 
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虫 症 の 的 研 
直接 標本 に よる 虫 卵 定量 法 と その 用 
石 崎 


(1) 


東京 大 学 医学 部 物 療 内 科 教 室 (主任 三沢 教授 指導 ) 


1. 

高度 で あぁ つて , 農村 で 70 上 , 都会 
で も 一 時 は 50 に 達し て , の 対策 は で ある 。 

に ょ る 症 献 に ょ よれ ば 軽重 種々 で 消化 器 統 
に 止ま ら ず 全身 の 各 器 官 に 及 ん で 居る 。 即 ち 食 思 異 常 , 
腹痛 , 吐 等 の 胃腸 症 外 に 発熱 , 頭痛 , 感覚 , 
頭 部 , 心 を 起す 事 が ある 。 重症 で は 
入 に ょ る 肝炎 , 胆 , 黄 膝 炎 , , , 
腹膜 が ある 。 に 特異 反 思わ れる も の に 小 

布 し 一 方 に 於 て 多数 の 人 が 興 虫 を 保有 する に る も 拘わら 
ず 全 然 何等 の 症 も し な い 事 は 注目 た 値する 。 小 和泉 
等 の 研究 ょ る と 特殊 な 発見 され ず , の 
新陳代謝 の 結果 排 る アミ ン が 時 に 人 体 に 過敏 症 
起 さ せる の で は な いか と 言 ぅ 。 

次 に に て 考察 する と , 理想 的 に 云え ば 体 に 
強力 に 作用 し 人 体 に 無害 で あぁ る 可 き で ある が , 実際 は 人 
体 に 作用 し て 種々 の 症 荻 を 起す も の が 多い 。 従 つて 生体 
外 実 で に 卓 が ぁ つ て も 副作用 の と し 
て 使用 出来 な いも の も ある 。 そ こ で 原虫 工 の 臨床 実験 に 
当 つ て は 効果 の 判定 と 共に 人 体 に 対す 覚 的 他 
覚 的 の 副作用 を 研究 し な けれ ば な ら な い 。 現在 迄 の 文献 
に よる と 人 体 た に 対す る 副作用 と 政体 の 排出 府 は 正確 に 報 
告 され て 居る が , 便 内 虫 卵 消長 は 多く は 二 , , 
扶 等 の 記号 で 増減 を 論 ぜ られ て 居る 。 し か し 学者 に よ ょ つ 
て は 菊 便 内 出 卵 致 の 測定 を 行 つ て 報告 し て 居り , この 場 


Tatsushi Ishizaki : Clinical studies on ascaris. 
(1) A new egg counting method of ascaris in 
direct smear specimens. The clinic of internal 
medicine and physical therapy. (Faculty of 
medicine, Tokyo University, Tokyo. The Parasi- 
tology’ Division, National Institute of Health, 
Tokyo.) 
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合 Stoll 法 に よ ょ る .P.G の 測定 が 行わ れ て 居る 。 

上 記 の 文献 的 考察 に 基 い て 私 は 先 づ 遇 虫 症 に 就 て は 体 
質 的 研究 方 法 で 取 扱 い , 叉 虫 工 の 臨床 実験 に は 副作用 と 
貝 体 の 排出 数 と 兆 便 内 虫 卵 数 の 消長 と を 正確 に 検査 し た 
の で ある 。 

但し 此 の 際 内 虫 卵 検査 は 各種 の 方 法 を 行っ て 
満足 する に 到 ら な か つた の で , 自ら 一 新 定量 法 を 考案 し 
統計 学 的 松 討 を 加え て 其 の 信頼 性 を 確 め た 上 , 光 を 使用 
し て 実験 を 行 つ た 。 

2. 直接 塗 抹 標 本 に よる 正 虫 卵 数 定量 法 と その 大 用 

(1) 原理 的 な 解説 

内 寄生 虫 の 虫 数 の 定量 法 は Leichtenstein 以来 
, , の 方 法 を 使用 し て 行わ れ , その 中 stoli 
法 は 広く 普及 し て 居る 。 又 分 島 氏 は 全 工 便 内 の 虫 卵 分 布 
を 均等 な も の と 仮定 し , 予め 石松 子 を 内 服 さ せ て 給 抹 標 
本 に 現れ る 石松 子 の 数 と 躍 卵 数 の 比 か ら 全 工 便 中 の 躍 卵 
数 を 推定 する 方 法 を 案 出 し た 。 

是 等 の 方 法 は 手技 が 複雑 な た め , 操作 途中 に 種々 の 誤 
が 生じ 。 従来 の か ら す れ ば は 内 に 不 
均等 に 分 布 し て 居る と 想像 し て , 各種 の 操作 を 加え て 之 
を 均等 化し た 。 又 全数 を 算 え る 事 は 不可 能 な の で 一 部 の 
虫 卵 を 数 えて 全体 の 数 を 算出 する 方 法 を 用 いた 。 然し 奉 
便 内 の 虫 卵 分 布 は 果して 不 均等 で あろ うか ? 勿論 分 島 
氏 , 平井 氏 の 様 た に 乏 を 均等 分 布 を 仮定 し た 上 で の 研究 も 
ぁ る が 葉 便 内 虫 卵 分 布 形 式 を 研究 し た も の で は な い 。 

私 は 下記 の 理由 か ら 均 等 に 分 布 さ れる の で は な いか と 
考え る も の で ある 。 

の 場所 は 小腸 で , 排出 され た 卵 は 流動 を 
保つ て 居る 食 に 混入 し , 腸 の に ょ り 長 時 間 
され た 後 直 腸 に 達する 。 

此 の 場合 大 き な 固 形 不 消 物 を 除外 し て , 良く 消化 され 
た 食 謙 液 た 就 い て 考え る と 均等 に 分 布 さ れる と 予想 する 
事 が 可能 で ある 。 均 等 で あれ ば 小 量 の 械 便 内 の 虫 卵 数 で 
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全 卵 数 多少 を 代表 出来 る ある 。 そ うぅ で あれ ば 
普通 利用 され る 1g 又は 2g の 敬 便 で は 不可 能 な 含有 全 
貝 卵 の 直接 算定 も 可能 で ある 。 

記 の 意味 で 私 は 1 白金 の 量 を 選ん だ 。1 
金 耳 量 の 内 で 10mg 付 便 量 を 基準 と し た 。 こ の 量 は 不 消 
化 を 除外 出来 る し, 卵 の 全数 算定 も 可能 で あ 
る か ら で あ る 。10mg に 貝 卵 分 布 型 を 検査 
し た 。10mg 礁 便 量 は 虫 卵 の 大 き さ 及 び 数 に 比較 する と 
非常 に た 大きな 量 で ある か ら , 若 し 虫 卵 が 無 作 偏 に 分 散 し 
て 混入 し て 居る と すれ ば , 貝 卵 の 出現 確率 は 小さ く , 従 
つて 内 虫 の 分 布 ( 量 位 10mg) は ポア ソ ッ ン 
の 法則 に 従う ある 。 よ つて 出 来れ ば 卵 は 
菊 便 内 た 所 調 均 等 分 布 す る と 考え て よい 。 

そし て 直接 の 微量 標本 で 卵 有 の 多少 を 論ずる 
事 が 可能 と な り , 上 記 各 種 の 方 法 に 比 し て 手技 が 簡 草 で 
ある か ら 誤 差 の 危 険 も 少く な る 。 

依っ て 貝 卵 分 布 を 検査 する 手段 と し て 次 の 方 法 を 実施 
に た 。 

1 白金 の を に 正確 に 測る 考案 し て 
10mg の を 取 し , 直接 抹 際 本 と し て 検 鏡 し 
標本 全 の 全 卵 数 を 直接 計算 し た 。 

(2) 計 の 製作 と その 使用 

Hartmann Braun の 水 微量 計 を 参 老 と し て 
子 の 性 を 利用 し た 作っ つた 。 ち 直 径 5mm の 
硝子 を ブン ゼン の 加 て 充分 赤熱 する 。 
曲げ て も 抵抗 の 無く な つた 時 期 ら し て に 
伸 す と 容易 に 硝子 が 出来 る 。 を 40 50 cm の 長 
さ に 切り 取り , 次 た に ブン ゼン の 主 消し て 小 火 
みみ とし , この 上 に 接 條 の 一 端 を か ざし て 白金 耳 を か ける 
向 み を つけ る 。 

接 條 の 太 さ は 直径 1 mm 程度 が 適当 で ある 。 

別に 直 倫 5 mm の 硝子 棒 を ブン ゼン 徐 で 加熱 し て 曲げ 
Fig.1 の 様 に 目 感 板 を 取付 けた 支持 台 を 作る 。 鏡 に 目盛 
図 1 條 微量 計 
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を 付け た も の が 読み が 正確 で ある 。 目 感 板 の 取 付け は 接 
で 固定 する 。 いで 硝子 の 一 端 を 支持 台 に 
する 。 の 目 へ 傾き は 白金 を 掛け た 場合 目 感 が 
売 分 に 利用 出来 る よ ょ うに 加減 する 。 

出来 上 つた ら 金 耳 の 上 端 を 曲げ て 多 し , 
た 掛け て 降っ つた の 目 を 読み を 点 と 
する 。 次 に 化学 天 の 白金 挟み , 5mg, 10 
mg, 20mg, 30mg 等 の 負荷 宣 を 興 え 目盛 の 指 度 を 読む 。 
加重 0 ~30 mg の は 負 と 降下 目 数 
は フッ ク の 則 に ょ り 直 線 関係 で 比例 する か ら 一 度 検定 
し て 置く と , 負荷 重 が 降下 目 感 数 か ら 簡 時 に 測定 する 事 
が 出来 る 。 こ の 生 は 常 渡 で は 殆ど 狂い を 生じ な い 。 

私 の 作っ つた 称 大 き さ は 支持 台 * 30cm, 
援 候 40 cm, 目 感 板 15cm, 白金 耳 の 長 さ 5~7cm で あ 
る 。 白金 = クロム 線 普通 の 針金 で も な い 。 

使用 : 白金 を 微量 計 に 掛け て を 読み , 次 
に 白金 に 便 を 探っ て 再び 微量 計 に 掛け て 目 読む 
と 前 の 目 感 と の 差 が ら 開 便 の 重 さ が わか る 。 

此 の 方 法 で 大 略 10mg 内 外 の 旗 便 を 探 取 し 正確 に 重 さ 
を 測 つ た 後 , 此 の 白金 耳 を 載 物 硝子 上 た に 移 し 50 2 Anti- 
formin 液 1 滴 を 加え % る 。 次 に 有 眼科 用 え ペ パー テル を 用 い 
て を 白金 か ら 離 せ た 後 , 広く く り げ 
る 。 出来 た 抹 本 を 大 き な 鞭 で , 題 鏡 の 
弱 拡 大 で 野 の 直接 全数 計算 する 。 完全 
を 期す る つた 後 の 金 を 更に 別 の 物 硝子 上 で 
前 記 同 様 の 操作 で 洗う , この 操作 を 2 回 繰返し て 得 た 貝 
数 を 第 1 回 の も の に 加え る と 取 内 全 が 
出来 る 。 実 際 に は 殆ど 全数 が 第 1 回 の 洗い 落し で 捕捉 さ 
れる の で , 卵 , 数 に 過ぎ な い 。 に 最後 の 
洗い 落し で は 全然 虫 卵 を 含ま な い の が 通例 で あつ た 。 

こと うし て 得 た 虫 卵 数 と 実測 袋 便 量 (10mg を 中 心 に 若 
王 動 が ある ) か ら 計 算 に より 標 準 の 10mg 内 
数 を 求め て 。 

3. 便 内 虫 の 分 布 5 

a 範囲 の 分 布 卵 保有 者 の 普通 有形 便 を 便 
器 に 探り , 全 共 便 の 約 10 分 の 1 ( 約 10g) の 部 分 内 で 
柱 の 内 ・ 外 側 の 区 別 な く 任 意 に た 70 個所 か ら 1 
金 量 の 便 を と つて 10mg 位 で 虫 卵 分 布 を 検査 
も 

既に た に の 分 布 は 混合 し 方 が 無 作 あれ 
ば ポア マソ マン 型 に な る 箸 で ある 。 だ か ら ポ アッ ン 型 に 適合 
する か 谷 か を 検査 する 事 で 貝 卵 の 混合 が 所 講 均 等 な も の 
で ある か 否 か が わか る 事 に な る 。 
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ポア ソ ッ ン 型 分 布 の 検定 た 当 つ て, 1 標本 値 (ここ で は 
貝 巻数 ) の 対数 又は 平方 根 を と る と 近似 的 に 分 布 は 正規 
型 に と な る か ら , 私 は 10mg 工 便 内 虫 卵 数 を その 伴 に 処理 
し な いで 対数 に な お し て 取扱 い 出現 頻度 曲線 を 作り 正規 
型 分 布 曲 線 と の 適合 度 を し ら べ た 。 こ の 方 法 は 作図 法 に 
より 簡 了 巣 に 検定 出来 る か ら で あ る 。 

先 づ 虫 卵 数 の 対数 等 分 割 に より 70 回 の 実測 値 を 9 段 
階 に 分 け て 度数 分 布 表 を 作る と 第 1 表 の 様 に な る 。 正規 
型 分 布 の 場合 景 積 出現 度数 曲線 は 次 の 操作 を 加え る 事 に 
よ ょ つて 直線 と な る , 即ち 貝 卵 数 の 対数 を x と し 横 軸 に 
と り , 対 る 黒 積 出現 度数 F(x) の 値 を 確率 積分 
に 等 し いと 置い て 確 牽 積分 の 表 か ら 』| 数 t を 求め 之 を 終 
軸 に と る と , 変量 の 分 布 が 正規 型 な ら ば x・t 間 の 関係 
は (xーm)/c¢ = t で 表 さ れ 直 線 と な る 。 こ こ に m は x 
の 平均 , は 母 を 表わす 。 


第 1 小 囲 の 卵 分 布 (10mg 便 位 ) 
卵 数 同 対 数 数 同 積 F(t)22 t 


59~ 63 1.77 6 6 8.6 —1.36 
64~ 69 1.80 5 11 1,00 
70~ 75 1.84 10 21 30.0 ~~0.52 
76~ 82 1.88 13 34 48.6 一 0,03 
83~ 89 1.91 13 47 67.1 +0.44 
90~ 97 1.95 11 58 82.8 +0.94 
98~106 TI.99 6 64 91.4 +1.86 
107~115 2.02 5 69 98.6 +2.19 
116~125 2.06 1 70 100.0 + 


そこ で 第 1 表 で 得 た 実測 値 か ら t を 求め 作図 する と 
図 小 の 分 


1.8 1.9 2.0 


Fig. 2 の 様 に 実測 各 点 は 殆ど 一 直線 上 に 集 つ た 。 は 変 
量 x が 正規 型 分 布 を する と 認め て 良い 事 を 示し , この 事 
は 最初 に た 戻 つて 貝印 数 の 分 布 が ポア テッ ン 型 で ある 事 を 示 
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す 。 
即ち 10mg 量 位 の 虫 卵 分 布 は 杜 内 側 ・ 外 
側 の 区 別 な く 無 作 久 に 分 布 す る , 換言 すれ ば 所 調 均 等 に 
分 布 す る 事 が 証明 出来 た 。。 
b 全量 に 就 い て の 分 
任意 に 70 個所 探 便 し て 前 項 同様 の 松 査 を 行う と Fig.3 
の 様 に 無形 泥 央 便 と 軟便 で は 実測 値 は 殆ど 一 直線 上 に 集 


1 の 便 全量 か ら 


図 3 の 分 


り , 硬 便 で は 稽 崩れ た が な お 一 直線 上 に 集 つ た 。 即ち 
は 一 回 量 全量 で も 性 の 如何 と 問わ ず ポ 
ァ ッ ン 分 布 と 認め て よい 。 

の 事実 は 貞 の 排卵 が 1 回 排 され る の 範囲 内 
で は 均等 連続 性 で ある と 見 人 竹 し て も 良い 事 を 示す も の で 
ある 。 

以上 の 成績 か ら 私 が 始め に 立て た 仮説 , 即ち 虫 卵 は 械 
便 内 た 均等 に 分 布 す る で あろ うぅ と 言 仮説 は 証明 され た 
わけ で ある 。 

よ ょ つて 10mg 内 卵 統計 的 に 取扱 えば (一 
番 簡単 な 方 法 は 三 回 平均 値 ) 工 便 内 全 虫 卵 の 多少 を 論 ず 
る 事 が 出来 る 。 Stoll 法 と 同様 に 虫 卵 数 の 定量 が 直接 塗 
抹 標 本 で 行え る の で ある 。 

c 虫 卵 日 前 記 実 か ら 10mg 
便 内 数 の 信頼 性 が 解っ つっ た の で , 同一 か ら 3 回 
取 し た 卵 数 の 対数 平均 値 を その 日 の 代表 し 
て 3 人 の 患者 で 10 日 ~18 日 間 卵 消長 を 検査 し た 。 

卵 対数 を 終 日 数 を に と る と Fig.4 
の 様 に 私 の 調査 し た 短期 間 で は 同一 悪 者 の 虫 卵 数 は 略 * 
一 定 で あつ た 。 

上 記 実 験 で は 克 便 性 駄 も 略 * 同様 で あつ た が 実際 に は 
極端 な 変化 の ある 場合 も 予想 され る の で , 金 〇 氏 例 で は 
毎回 便 の -- 部 を 約 100mg 探り 大 た し , 
之 を 数 日 間 室 内 放置 し 乾燥 させ , 燥 後 の 重 さ を 測 り 最 
初 の 重 さ と 比べ て 後 の 重 さ が に な る か を しら 
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図 4 虫 卵 数 の 日 々 変動 


1 


た 。 量 何 の と 名 付け る 。 

金 〇 氏 例 で 最初 の 工 便 の 乾燥 量 が 40 祈 で ぁ つ た の で 
全 期 間 を 量 40 の 場合 の 虫 卵 修正 し て 見 
る と 点線 曲線 の 様 に 日 々 変動 が 更に 少く な つた 。 

便 の 性 駄 に た ょ つて 貝 卵 数 が 見 掛 上 増減 する 事実 は 既に 
知ら れ て 居る が , に 対し 経験 的 に 或 常 数 を 乗 じ て 修 正 
する 方 法 よ り は 有 燥 量 を 測 つ て 修正 し た 方 が 更に 合理 的 
で ある 。 

4. 10mg 内 卵 数 と 数 の 関係 

此 の 問題 は 難し い 問 題 で 簡単 に 結論 は 下 せ な い の で 私 
の 定量 法 を 使っ て 知り 得 た 若干 の 事実 を 報告 する 。 

平井 氏 , 高 亀 氏 は 排出 貝 卵 数 は 雌 虫 体重 に 比例 する と 
又 う が , 私 の 成績 で は 略 * 雌 虫 数 に 比例 し た 。 

東京 大 学 病理 学 士 氏 の 御 好 意 で 選 解剖 時 に 
内 に 発見 され た と 直腸 内 を 入手 し , と 
10mg 便 内 虫 卵 を 検査 し た 。 前項 の 理由 で の 
量 を 測り , 50 燥 量 の の 場合 の 卵 数 に 修 
正 し て 比較 し た 。 

その 成績 は 第 2 表 に 示す ょ うぅ に 雌 虫 て 令 当 り 10mg 奏 
便 内 虫 卵 数 は 55 個 ~123 個 で あつ た 。 

この 表 か ら 虫 1 り の 卵 の 対数 を とし, 
虫 隻数 を x と し て 両者 聞 の 相関 係数 を 求め る と 7==0.208 
で あつ た 。 り 母 相関 係数 ( は y と x が 全 
る と Fo = jg’ ne=12, 
(0.05) =4.75, く Fljzg で =0 を 認め て も 良い 。 
ち の 出す 虫 卵 は 寄生 数 と 関係 な く 一 定 で あつ て 
虫 卵 数 か ら 寄 生 雌 虫 数 を 推定 出来 る 事 が わか つた 。 

叉 相関 分 析 法 を 使 つ て し ら べ る と , 雌 虫 集 数 x を 横 軸 
に と り , 第 2 表 ょ り 得 た 齋 燥 量 50 祈 養 便 10 mg 内 貝 卵 
数 を y と し これ を 終 軸 た と る と , Fig. 5 の 様 に 前 記 の 
計算 の 結果 を 証明 する よう に 一 直線 上 に 上 政 傾 し た 。 そ こ 
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第 表 10mg 便 虫 卵 数 と 虫 数 


氏 名 病名 。 便 実 測 同 1 
量 卵 数 補正 数 虫 卵 数 
1 林 〇 848 脳出血 10 12 322 
2 柴 〇 9?32 4 
3 伴 5 肺炎 0 
4 下 動 4 412% 
5 〇 肺結核 2 
6 〇 思 〇 953 心筋 炎 2 212¢ 
7 沢 〇 865 肺結核 0 
8 寺 〇 9g69 勝 腔 冶 2 502%% 
9 礁 8362 出 0 362% 
10 稽 〇 O ?34 胃 冶 1 15% 
11 船 960 1 
12 大 OO 43 肺結核 0 1722 
13 中 〇 9g35 栓 0 42%% 142 
14 田 〇 925 肺 結核 0 502¢ 109 


図 5 数 と 母 下 


L 
3 


で x と y の 間 に 1 次 回 帰 式 を 想定 し て 推計 学 人 的 計算 を 
行 つ た 。 計 算 を 簡単 に する た め 貝 卵 数 か ら 190 を 引き 
jp に し た も の を 改め て y/ と お いた 。 
回 項 900.00, 残 差 動 4=Sy 
C468.36 で 
Sx 


Fs 39.03 (0.01) 


即ち 1 次 回 帰 式 を 認め て ょ い 。 こ と これから 計算 にょ り 
= ニー 8.86 十 100 x の 回 帰 式 を 得 , よ り 雌 1 令 当 り 
約 100 個 の 虫 卵 を 排出 する と 言 ぅ 結果 を 得 た 。 
5. 本 法 と 一 般 集 卵 法 と の 比較 
臨床 的 に 広く 行わ れ て 居る 集 卵 法 を 定量 的 に 正確 に 行 
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し し た 全 卵 計算 し た 。 


つて 本 潜 と 比較 し た 。 

a Antiformin Athel 矢尾 板 氏 変 定量 的 
に 行 つ た 。1g の を 正確 に 測り 2.5 cm . の 
試験 管内 に 入れ , 50 2 Antiformin 液 4cc と Athel 
3cc を 加え て 充分 つぶ し て 混和 
解 し た 後 , 1 枚 の ダー で を 過 し , 容器 は 更に 
Antiformin 液 で 2 回 洗っ て 濾過 ガー ゼ ぞ 上 に 加 えた 。 次 

こ 液 を 心 管 に 入れ 毎 2000 5 分間 遠心 し , 
沈 湾 を 含む を 1cc 残し て 上 に ピペット で 

残 湾 1 cc を 毛細 ピペット で 充分 混和 し た 後 そ の 0.1cc 
を と りう り 物 上 た に 拡げ て 硝子 で 全 野 を 鏡 し 
て 卵 計算 し , 得 た 値 を 10 倍 て 1g 内 貝 
数 と も た 。 

此 の 方 法 を 同一 交 便 た 付 数 回 繰返し その 平均 値 を 求 
め , 本 か ら 推 た 1g 内 卵 と 比較 する と 第 
3 表 の に 集 卵 と ょ っ つて 不定 で 50 ~ 25 あ 
つた 。 か ら 卵 が し 難い 事 と 不 消 化 物 
の 卵 が 分 含有 され る 量 が 正しく 計量 され な 
い 事 及び 操作 中 途 で の 貝 卵 の 損失 等 が 重 る 劉 に 誤差 が 大 
きく な つた 結果 と 老 え る 。 


第 3 表 アン チ ホ ルミ ン ・ ェ エー テル 集 卵 法 


45 “a 9250 b 8970 1 
上 村 9 c10970 d 6710 8975 24388 5s 
30 a 9150 b14080 1 
石井 o Cc 9090 d 5250 8985 18348 
e 7400 £ 9350 2.05 
35 2 3830 b 1720 
金子 で c 1690 d 2620 2220 8397 ニテ テ 
e 1180 f 2930 3.77 
35 a 2220 b 3030 1 
会 9 c 200 d 3740 928 


b 人 和食 塩水 浮 : 1.2 以上 の 和 食塩 水 
を 作り , その 小 量 を 高田 試験 管 に 入れ , 選 た 微量 計 で 正 
確 に 測 つ た 20mg を 分 解 混和 し た 後 , 液 を 
追加 し て 試験 管 の で 満 す 。 の 方 法 に ょ る の 
揚 を 見 る に 4 本 宛 1 群 と し , 各 群 の 調査 時 を 直 
後 , 5 分 , 7 分 , 10 分 , 30 分 , 40 分 , 50 分 , 60 分 , 
80 分 , 100 分 と し て 検査 し た 。 そ し て 該当 時 刻 た 環 鞭 和 
子 を 試験 管 に あて 表面 液 を 附 着 させ た 。 1 回 で は 不 売 分 
な の で この 操作 を 2 回 行 つ た 。 を 載 物 硝子 上 た と つて 
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各 群 4 本 の 躍 卵 数 の 対数 平均 値 を その 時 聞 の 代表 値 と 
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し て 作図 する と Fig.6 の ょ うに 40 分 で 極限 に 達し 以後 
一 定 の 和 其 態 と な る 。 こ の 値 を 本 法 で 計算 し た 推定 値 と 比 
較 す る と 2 例 の 実験 で 1 例 は 33 2, 他 は 15 の 集 卵 率 
を 示し , は 予想 外 に 低い 集 ある 。 の 方 法 で も 
集 卵 の 出来 る の は 貝 卵 が 便 か ら 遊 す る 事 
に 難易 が あぁ る 考え る 。 

6. 小 括 と 

は 1 も 多数 の 卵 を 産卵 する か ら 集 園 検診 
時 に 直接 抹 法 で も 集 卵 劣ら な 高い 検出 示す 
こと こと は , 黒河 内 氏 等 と に よ つ て 衣 明 され て 居る 。 

そこ で 私 は 直接 抹 の 利用 値 を 高め る 卵 数 
新 定量 を し た 。 

この 場合 抹 る 量 を 計る に は トル ネン 使 
用 す 可 き で ある が , 之 を 入手 出来 な か つた の で Hart- 
mann Braun の 水上 微量 計 か ら ヒ ント を 得 て 簡 な 
子 微量 計 を 製作 し , 耳 で 取 する 微量 (10mg) 
の 杖 便 を 計 つ た 。 計 つ た 後 の 械 便 は 載 物 硝子 上 で 50 2 
Antiformin 液 1 滴 を 加え て 解 , 硝子 で 
い 全 数 を 計算 し た 。 

此 の 方 法 で の 多数 個所 か ら 10mg の を 取 
貝 卵 数 を 数 えて 分 布 型 を し ら べ た 。 

私 の 定量 法 の 根拠 は 械 便 内 の 銅 虫 卵 分 布 の 均等 性 で あ 
る 。10mg の の 量 に 比 し て の 占め る 量 は 非常 に 
小さ いか ら , 従っ つっ て この 内 の 卵 の 出現 小さ く 
な り , 無 作 偏 の 分 布 で あれ ば 貝 卵 分 布 は ポア ッ ン 分 布 と 
な る 箸 で ある 。 実測 し た 貝 卵 分 布 は 移 づ 旋 便 の 一 部 分 の 
範囲 内 で ポア ッ ン 分 布 に 適合 し , 次 いで 各種 性 駄 の 便 全 
量 で 適合 し , 内 卵 分 布 の 所 均 等 性 は 証明 され 

そこ で 統計 的 に 取 つた 10mg 内 虫 卵 数 (最も 
単に は 実測 3 回 算術 平均 値 ) は 全 工 便 の 虫 卵 数 の 多少 を 
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代表 出来 る 。. 

次 に つ た 内 の 卵 数 比較 する 場合 に の 性 
問題 と な る , 解決 策 と し て の 一 定量 (100 
mg) を 大 子 に し 数 日 間 室 内 に 放置 乾燥 させ 。, 
燥 後 の 重 さと の さ の 関係 か ら 燥 量 何 と 呼び , 
比較 する 工 便 を 同一 燥 量 の 同一 量 (10 mg) た に な お し 
て 含有 虫 卵 数 を 比較 する 方 法 を 考え た 。 こ の 方 法 の 実用 
値 は 後 章 で 説明 する が で は 患者 内 虫 の 日 々 変 
動 の 検査 に 利用 し て , 私 の し ら べ た 短期 間 で は 同一 人 で 
は 排出 が * 一 定 で ある 事 を 証明 し た 。 

叉 更に 寄生 数 と 10mg 便 内 虫 卵 は 比例 が 
立 し 50 量 の 便 で 虫 1 令 り 10) 個 内 外 の 
卵 を 排出 する こと を 証明 し た 。 

次 に Antiformin Athel 及 び 飽和 食塩 水 の 
集 卵 本 よ り 得 た 推定 値 と 比較 し て 集 卵 意外 に 
少 い こと を 知 つ た 。 

結 論 

何 上 の 成績 を し 私 の 考案 し た 直接 標本 に よ ょ る 
数 定量 は 実用 値 あ る も の と 考え る 。 こ の 方 法 
の と な る も の は 内 の 分 布 が ポア ッ ン 分 布 
を な す 事 で ある 。 
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虫 卵 計算 法 に 就 で (一 ).( 二 ). 東京 医事 新 誌 (2807) 
2922, (2808), 2978. 
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本 邦 に 於 ける 條 は 現在 まで に 6 属 12 種 報 告 され 
て いる 。 こ の うち 生活 器 の 明らか に な つて いる も の は , 
Raillietina tetragona (方 形 條 R. echinobothrida 
( 虫 ), . cesticillus ( 有 條 ), Hymenolepis 
carioca ( 様 條 ) の 2 属 4 種 で ちる 。 て これ 等 
條 虫 の 寄生 率 は 相 等 高い の で , 鑑 た と つて は 有害 で ある 
ある が , その 法 に つい て は 全く 考え られ て いな 


い 現 駄 で ある 。 そ こ で 薬品 に よる 除 法 を 研究 する と 同 


に これ 等 條 を 他 の 感染 させ る 中 間 宿 主 を 検索 
し , その 腹 内 に 宿る の 感染 を 調べ , 媒介 
者 と な る 中 間 和 宿主 を な る べく 鑑 た 近づけ な い 様 た する こ 
と も 間接 的 な 叉 除法 (予防 法 ) で ある と 考え , 本 研究 を 
行 つ た 。 本 研究 を 進め る に あたり 種々 御 指導 を 賜っ つた 農 
林 省 家畜 衛生 試験 場 農林 技官 尾形 藤 治 博士 , 並び に 当 洛 
客 の 岩田 正俊 博士 に 対し て 厚く 感謝 する も の で ある 。 
材料 及び 研究 結果 

何処 の に も 大 し て いる 共通 小動物 は 第 
1 表 に 示す 如き も の で ある 。 こ れ 等 小動物 を 一 定期 間 控 
集 し て その 腹部 を っ つぶ ぷ ぶし, の 感染 の 有無 を 調査 
し た 。 て これ ら 小 動物 より 得 ら れ た 虫 を 條 
に 感染 し な い 様 に し て 飼育 し て お いた 鑑 に 食わ せ , 一 定 
期間 飼育 し 即 の 小腸 内 で 成 條 虫 に 発育 する こと を 確 め , 
それ ら 小 動物 が 條 虫 の 中 間 宿 主 に と なり 得 る こと を 確 め 
た 。 

1950 年 より 1951 年 まで の 1 ヵ年 間 に 調査 し た 感染 駄 
況 は 第 2 表 に 示す 通り で ある 。 即ち R. tetragona の 中 
間 宿 主 は Tetramorium caespitum subsp. jacoti (トビ 
イロ シリ ワリ アリ), Pheidole fervida( ア オオ カ 了 アリ ) 
で あり , R. echinobothrida DF は T. caespitum subsp. 
7acoti の み が 中 間 宿 主 と な り , cesticitlus は 同じ 
次 内 に し て いる 上 記 二 種 の は 未 感 で , Tackys 
laetificus (ヨッ ツボ シュミ ズ ギ ワリ ソ ご ざ ミ ムシ ) が 中 間 宿 主 で 


Isamu Sawada: On the relation between the 
chicken cestodes and their intermediate hosts. 
(Nara Gakugei University, Nara, Japan.) 
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鶏 修 虫 と 中 間 宿 主 と の 関係 に つい て 


第 1 表 附近 に 棲息 する 


. Tetramorium caespitum subsp. jacoti. 


. Pheidole fervida 


Pristomyrmes pungens 


. Tachys laetificus 
Bembidion morawitzi 
Horpalus tridens 
Onthophagus ater 
Hister niponica 
Hister jek 
Anisolabis annulipes 
Euborellia pallipes 
Anisolabis maritima 
Amara chalcites 


トピ イロ シワ アリ 
アヅマ オオ ジ ヅカ アリ 


ツボ コ ミズ ギ ワ ゴミ 
ョ ツボ ポ ボ ポ シ ミ ズ ギ ワ ゴ プ ゴミ ムシ 


コ プ モク ムシ 
クロ マル コガ ネ 
ョ エニ ンマ ムジ シ 


エニ エンマ ムシ 


ヒ ゲ ショ ョ ハサミ ムシ 


キア シ ハ サミ ムシ 
ハサミ ムシ 


マル ガタ ゴミ ムシ 


Musca domestica イェ テバ ニテ 
Lucilia argyrocephala ギン 


Eggizoneura formosa ペッ コウ バニ 
Porcellio scaber ワラ デム シ 


・ 虫 を 発見 し た を 示す 
ある 。 に は 多数 の 小動物 が て い る が , 
虫 の 中 間 宿 主 と な る の は 主 に 昆虫 類 で ある 。 双 あぁ る 種 の 
中 間 宿 主 に 2 種 の 條 虫 の 擬 尾 虫 が 重複 感染 し て いた こ 
と は 一 例 を 除い て は 皆無 で あぁ つた 。 1951 年 11 月 4 日 奈 
良 農業 試験 場内 の か ら 探 集 し た 121 の トビ 
シワ アリ 中 , tetragona の 擬 の み が し 
て も の が 4 R. echinobothrida の の み の 
感 3 頭 , R. tetragona, R.,echinobothrida の 重複 
感染 が 1 頭 で あ つた 。 即ち 1 頭 の トビ イロ シソ アリ の 腹 
da の それ が 1 感染 し て い た 。 者 は 額 
形態 , 鍋 の 数 及び 全体 の 形 等 で 容易 に た 区別 が つく 。 

トビ イロ シワ アリ , アヅマ オオ ジ ヅカ アリ の 腹腔 内 に 感 
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第 2 表 中 間 宿 体 内 た に け る 各種 の 寄生 
寄生 率 答 体 1 宿 主 内 7 
の 種類 中 間 陰性 者 陽性 者 計 (2) 内 の 集 地 探 集 年 
尾 数 尾 数 
Tetramorium 523 11 534 2.06 1~4 1.6 1950 
Raillietina 岐阜 市 立 高等 学 - 
caespitum 518 19 584 3:00 1~6 2.0 1950 
subsp. jacoti 5 .2.2 農業 試験 場 1951 
Raillietina Pheidole fervida 1041 9 1050 0.86 2 ~13 5.6 1950 
Tetramorium 
Raillietina 
4 caespitum 713 6 719 0.83 1~3 2.0 奈良 農業 試験 場 1951 
Tachys lactifcus 45 125 36 1~19 6.2 奈良 農業 試験 場 1951 
R. tetragona et Tetramorium 
R. echinobothrida caespituni 1465 38 1503 2.5 1~6 Zl 1 
heidole 346 22 368 5.9 アメ リカ 1935 
し て いた は すべ て 成就 の み で , を し , それ に つれ て . cesticillus の 排 数 も 段 
幼虫 か ら 抄 杏 尾 虫 に な る 発育 過程 の も の は み ら れ な か つ 々 減少 し て きた 。 8 月 か ら 10 月 まで の 3 ヵ月 間 は R. ; 
た 。 teiragona, R. echinobothrida の 排出 片 節 が 多く な り , 3 
cesticillus の 中 間 宿主 は 歩行 ョ ボ シュ ミズ 11 月 か ら 4 月 中 旬 ま で は cesticillus R. tetragona, R. 
ギ ワ ミ ムシ で ある が , に は これ と 極め あて よく echinoboihrida 共に 江 節 は 減少 し , 特に cestici- 
似 た ョ ッ ボ シミ ズ ギ ワズ ミ ム シ も 多数 棲 和 島 し て いた が , Mus の 方 は 少く な り , 2, 3, 4 月 の 3 ヵ月 間 は 極端 に = 
これ に は 全く 陰性 で あつ た 。 ヨッ ボボ シュ ミズ ギリ ワリ ソ ご ミ ム 減少 し て , 時 々 庫 上 に 見 られ る に 過ぎ な か つた 。 ? 
に な る まで の 人 各 発 育 段階 の も の が 見 られ た 。 (1) 本 研究 に 於 ける 各種 條 虫 の 中 間 宿 主 の 腹 受 内 に + 
トビ イロ シッ アリ の 腹 内 に 感染 し て いた 見 られ た すべ て 感染 の み で ある て 
tetragona の の 1 ヵ年 間 に 於 ける 感染 を み 内 に は 多数 の 明 類 が て いる が , 中 間 宿 主 と 


て みる と , 1951 年 4 月 より 6 月 まで の 3 ヵ月 間 に 1735 
頭 , 幼 虫 823 頭 計 2558 頭 を 調べ た が すべ て 陰性 で ぁ つ 
た 。 7 月 か ら 8 月 まで の 2 ヵ月 間 は 控 集 を 中 止 し , 9 月 
か ら 11 月 18 日 まで の 聞 に 719 頭 を 調べ た 結果, 了 性 
26 頭 , 感染 率 は くる.6 で あつ た 。 11 月 19 日 以後 は 寮 さ 
の ビ イ シワ アリ は 地上 か ら を 消し に 入っ て 

し まつ た 。 そ こ で 佑 舎 内 及び その 附近 の 土 中 の 石 の 下 等 
に いた アリ を 1952 年 3 月 31 日 まで に 397 頭 調査 し た 
が , 1952 年 3 月 16 日 し か けた 1 の 感 
染 を 発見 し た 以外 は すべ て 陰性 で ぁ つ た 。 

農業 試験 場 の 内 に み ら れ た 各 條 虫 の 片 節 
落下 の 次 の 様 で あつ た 。 1951 年 5 月 から 7 月 ま 
で の 3 ヵ月 間 は 氏 符 内 の 運動 場 の 砂 の 中 に 多数 の ョ シボ 
シュ ミズ ギリ ワリ ミ ムシ が 和 し て いた 。 こ の 時 期 に は 
cesticillus の 落下 片 数 が 最も 多く れ , 大 抵 ど の 
排 渡 され た 約 の 上 に る 自動 運動 を し て いる 片 節 が 存在 し 
て いた 43.8 入る と ョ ツボ シュミ ズ ギ ワリ ミ ム シ は 


( 20 ) 


な り 得 る も の は ほん の 一 部 分 の 昆 貝類 に 過ぎ な い 。 そこ 
で 内 て いる これ ら 類 の 各々 に 夫々 の 
の 多 を 人 た に 食 わせ, その 類 に 感染 する 
や 否や を 検討 し , 若 し る 類 に 人 が 成功 し た 
ら , その 引 虫 類 と に つい て 今 一 度 自然 感染 の 有無 を 検討 
し , . 他 に 中 間 宿 主 が な いか ど うか を 調査 する 必要 が あ 

(2) トビ イオ イロ シ ワ ア リ の 腹 逐 内 に 感染 し て いた の は 
すべ て 成就 所 杏 尾 虫 の み で , 発育 途中 の も の は 全く 発見 
出来 な か つた 。 こ れ は 恐らく 所 杏 尾 虫 ま で の 発育 は トビ 
ィ ロ シワ アリ の 成体 の 体内 で は 行わ れ な いで , 幼虫 の 体 
内 に 於 て の み 可 能 で あろ うぅ と 思わ れる が , これ を 証明 す 
る に は 実際 に を 飼育 し , その 体内 で 六 幼虫 が 
尾 虫 に 発育 する か ど うか を 検討 し て みな けれ ば 結論 を 出 
すこ と は 出来 な い 。 

(3) トビ イロ シワ アリ の 控 集 を 7 月 か ら 8 月 まで の 
2 ヵ月 間 中 止 し , 9 月 と な つて 再び 開始 し た と ころ 毛 冊 
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尾 由 の 感染 を 発見 し た の で , この 2 ヵ月 間 の 何時 頃 感 染 
が 初 ま つた の か を つき と め る こと が 出来 な か つた 。 随 つ 
て 探 集 を 中 止 し た この 時 期 を 詳細 に 再 調 査 し て 感染 開始 
の 時 期 を 知り , これ 以後 鑑 た トビ イロ シソ アリ を な る べ 
く 近 づけ な いよ うに さぁ を すれ ば 或 る 程度 , R. tetragona, 
RR. echinobothrida の 感染 を 陸 止 する こと が 出来 る よう 
に 思わ れる 。 

(4) 5 月 か ら 7 月 まで の 千 傘 内 に は ョ ッ ボ シュ ミズ 
ギリ ミ ムシ が 多数 し て いる が , この 間 は ces- 
ticillus の 寄生 が 多く 見 られ , それ 以後 ヨタ ツボ シュ ミズ 
ギ ワ ゴミ ムシ が 少く な る に つれ て 玉 . cesticillus の 寄生 
も 少く な り , 叉 8 月 か ら 11 月 まで の 聞こ に KR. tetragona, 
R. echinobothrida の 寄生 が 多く 見 られ る の も , 夫々 の 
條 虫 の 寄生 放 の 多 寮 が 各々 の 中 間 宿 主 の 消長 と 多分 に 関 
係 し て いる も の と 思わ れる 。 

(5) の が 6 月頃 ま で トビ 
シッ アリ の 腹 受 内 に 未 感染 で ある 理由 に つい て は 先 の 論 
文 で 発表 し た が , 11 月 以後 禄 年 の 3 月 まで トビ イ ョ シ 
ッ アリ の 内 に の 感染 が 見 られ な か つた の 
は , トビ イロ シワ アリ の 腹 内 た に 於 ける 成就 尾 の 
が 短い あろ う 。 トビ イロ シワ アリ の は 春 
か ら 初 秋 に こ に かけ て で 女王 が 次 か ら 次 へ と 産卵 し , 卵 か ら 
成体 に 発育 する に 要する 期間 は 約 2 ヵ月 で ある 。 ト ビィ イィ 
ョ シワ アリ の 早期 が 9 月 乃至 10 月 頃 に を 
食べ , それ か ら 約 2 ヵ月 後 の 11 月 下旬 の に 入 
る 頃 に トビ イロ シワ アリ が 成体 に な る と 同時 に 太 鍋 幼虫 
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も 成就 所 虫 に 発育 する 。 こ の に 感染 し た ト 
ビ イ シソ アリ が その まま に 入り , 3 月 下旬 ま 
で 餌 を 食べ な いで 地下 に も ぐつ て いる わけ で ある か ら , 
若 し 成就 の 命 が 相 等 長い も の な ら , 多 に 入 
つた 11 月 下旬 以後 初 年 3 月 まで の 間 に 人 多 眠 中 の 昆 に も 
の 感染 が み ら れ る 穫 ある の に 事実 は 全く 陰性 
で ぁ つ た の 方形 條 の トビ シソ アリ の 
体内 た 於 ける 礁 命 は 極め て 短く , 着 し その トビ イ ョ シリ 
ァ が 食べ られ な けれ ば 上 腹 腕 内 で は 
し て し まう の で あろ う 5 。 つて 方 形 條 虫 が で 生 
き 残 る の は の 形 に 於 て で は な くし て 上 條 虫 の ま 
で 小腸 内 に 残っ つて 越 多 する の で あろ 。 
1) Jones, M. F., et M. W. Horsfall (1935) : A- 
nts as intermediate hosts for two species of Ra- 
llietina in chicken. J. Parasit. 21 (6), 442~443 
2) Jones, M. F., et M. W. Horsfall (1936) : 
The life history of a poultry cestode. Science 
83 (2152), 303~304. 3) Horsfall, M. W. 
(1938) : Observation on the life history of R. 
tetragona and R. echinobothrida. J. Parasit. 24 
(5), 409~421. 4) 沢田 (1952) 寄生 す 
る 有 輪 條 虫 の 生活 史 , 奈良 学 鞭 大 学 紀 要 1, (3), 
235~243,。 5) (1952) 寄生 する 方 形 條 
の 中 間 宿主 と し て の つい て , 奈 学 学 紀 
1. (3), 225~229, 6) (1952) 小腸 に 
生 す る 膜 様 條 虫 の 生活 史 に つい て (予報 ) 奈良 学 藝 
大 学 紀 要 1. (3), 231~233, 
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【 虫 学 雑誌 ・ 第 2 符 第 2 


卵 検査 の 研究 
1. 人 内 卵 分 布 に つい て 


佐 


國 立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 


当 談 宿主 に お ける 多 虫 寄生 の 有無 及び 程度 の 証明 は , 
宿主 の 解剖 にょ る 貝 体 の 直接 証明 以外 の 間接 的 な 方 法 に 
よる 場合 に は , その 排 洪 虫 卵 の 検出 , 即ち も 検便 に ょ る 貝 
卵 検査 が 比較 的 確実 な 方 法 と され て いる 。 勿論 この 方 法 
で は , 検査 時 の 排卵 全量 を 確 央 た おさえ ぇ ぁ 得 た 場合 で も 産 
能 の な い 虫 ・ 未 成就 の 存在 は 証明 され ず , 成 
に お いて も その 産卵 の 生理 及び 病理 の 各種 虫 に 
於 ける 解明 を 俊 つ て 初め て 正確 な 実際 の 寄生 其 態 を 推 知 
せしめ る も の で ある 。 本 研究 と に お いて は 検査 法 以 前 の か 
か る 問題 を ー ま づ お いて , 現行 の 多 虫 卵 検査 法 が いか な 
"る 程度 に その 排卵 量 を 推測 し 得 て い る か を 順次 考 完 し , 
その 改善 を めざす も の で ある 。 

本 と りあ ぁ あげ た 分 布 の 研究 は , 検査 
を 一 回 排 洪 恒 全 量 た に つい て 行い 得 な い 現 実 の 殆ど の 場合 
に お いて , 一 部 分 を て その の 卵 保有 
定 す る 際 の 基礎 に な る 問題 で ある 。 

ふぁ つう 人 体 寄生 する ヅ ビ ・ ア メリ に お 
いて , その 等 生 部 位 は 多く の 誠 検 報告 に よる と 小腸 特に 
が 主 で , 次 いで 及び 十二指腸 に 寄生 し , 大 腸 に 
寄生 する こと は 稀 で 置 に 見 出さ れる こと は 更に 稀 で あ 
る 。 従 つて 産 嘱 さ れ た 貝 卵 は 直腸 に 至る まで に 消化 機能 
が 健全 な る 限り 腸 の 動 ょ る 食 所 と 共に 分 
捧 混 和 さ れる も の と 思わ れる 。 し か し て も し その 混合 が 
完全 に 行わ れ た 場合 に は, 虫 卵 は に 無 作 に 分 布 
する こと が 予想 され る 。 貝 卵 が 尿 内 に 無 作 狂 的 に 分 布 す 
る と すれ ば , 貝 卵 と 等 じい 体積 だ け の 部 分 屋 採 取 を 1 回 
つた 場合 或 の 出現 確率 pp は 卵 1 個体 積 
回 排 洪 体積 〕 で 多 卵 1 個体 積 は 全 恒 体積 た と 比 
常に 小さ い の で pi: は 非常 に 小さ い 。 な 個 の 
体積 の 微小 な 差 に よ ょ る 各 卵 の 出現 の は 殆ど 
見 條 得る か ら i 個 あ る 内 の 何れ か が 得 ら れ 


Sumiko Sato: Stuaies on the faecal examina- 
tion for hookworm. The distribution of hookworm 
ova in human feces. (Parasitology Division, Na- 
tional Institute of Health, Tokyo, Japan,) 


る 確率 p は 各 虫 卵 の 出現 確率 ppr=pz=ps…‥ 三 pi の 
それ ぞ れ の 和 条 で 即ち 


1 個体 積 〕 


実際 に 同一 か ら 部 分 同一 量 づ つ 取 する こと を 


返し た 場合 その 中 に 出現 する 貝 卵 の 数 は 種々 の 値 を と る 


【 部 分 積 
が , その 平均 値 m n= 卵 1 個体 策 と する と m 


= np で これ は 一 定 で ある 。 し か し て その 実現 値 を x と 
する と x の と りう る 種々 の 値 xz……・ の 出現 確 
推計 学 的 に 二 項 分 布 B (n, p) を な す と 老 え られ る が , 
鍋 虫 に お いて は 経験 的 に 得 ら れ た 一 般 の 感染 程度 の 範囲 
で は その 由 区 た り の 量 は 全 量 に 比べ て か な 
り 小 さく , 従っ つて p は か な り 小 さく な り そ の 分 布 型 式 は 
m=np の m を 固定 し て n> と し た 時 の 二 項 分 布 の 
近似 式 g(x) = とこ 四 で 表 さ れる と 考え られ る 。 即 も 
ポア マッ ン 分 布 を な す と 考え られ る 。 実際 に は m は 上 式 
に ょ よる 出 は 不可 能 で , N 回 部 分 を 繰返し た 
場合 出現 し た 虫 卵 の 数 x1, xz・…・xk の 頻度 を それ ぞ れ 


k 


で 近似 され る 。 


で 表せ ば x ニー! 

本 実験 に お いて は , ヅ ビ = 多 貝 卵 ・ ア メリ カ ” 多 虫 卵 を 
保有 する 人 屋 の 中 実際 の 検査 に 供 さ れる 普通 便 の 種々 の 
. 性 釣 の も の に つい て 上 記 の 予想 を 検 し て みた 。 

実験 材料 並び に 方 法 


1) 実験 材料 

検査 前 後に お いて 毎日 1 回 規則 正 し い 便 通 を 示し て い 
た 成人 より 得 た 1 回 排 の 中 , 便 の 種々 の 性 
の も の を 的 な 度 の 相 を 主 な 指標 と し て 有形 
便 ・ 有 形 便 ・ 有 形 ・ 泥 と 区 別して を らん だ 
各 被 松 例 の 感染 虫 種 の 決定 は , 原則 と し て それ ぞ れ の 
し て 得 た 感染 虫 の 種別 を し て , うち 検 
査 後 行い 得 た 例 で は その 排出 成虫 体 を も て 参 
も た 4 

2) 実 方 


Wr 
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る 。 検査 に 際 し て は その 任意 の 各部 分 か ら 小 白金 耳 に 探 
便 し て トー ショ ン バ ラ ンス で 正確 に 8 mg づつ を 称 量 す 
る 。 そ れ を 第 一 の 載 物 硝子 上 た お と し て 5 2 の 了 アンチ フ 
ォ ル ミン 液 を 滴下 し , 硝子 を 用 いて を 分 捧 解 
せしめ る 。 更 に 第 二 , 第 三 の 載 物 確 子 上 で 白金 耳 及 び 硝 
子 棒 を 洗 し, それぞれ を 大 硝子 で 検 鏡 し て 
本 全 野 の 虫 卵 を 数 える 。 貝 卵 は 殆ど が 第 一 の 載 物 硝子 上 
で 発見 され 第 二 で は その 残余 第 三 で は 殆ど 発見 され な か 
つた 。 検査 全 経過 を 通じ 必 は 常に 温室 内 た 保存 し て 水分 
た と ょ る 便 性 変化 を 極力 防ぎ , つ の 取扱 いた 
際 し て その 人 な 混和 を つつ し ん で , 存 の 虫 
分 布 を 乱 さ な いよ うに 注意 し た 。 

な 部 分 の 取 は 先 の 理論 に ょ る と 当然 体積 で 
行わ る べき で ある が , 体積 利 位 で の 微量 探 便 は 困難 な の 
で 重量 単位 で 探 便 し た 。 こ れ は 尼 が 完 分 に 温和 され て い 
る と いう 3 先 の 仮定 に 従え ば 選 内 の 他 の 成分 の 分 布 も 無 作 
劉 的 で , 従 つ て 実際 称 量 の 際 探 取 量 に 比べ て 特に 大 きい 
残 湾 の 存在 部 分 を 避 ける な ら ば 各 探 取 便 の 比重 は ほぼ 均 
ーー で, 称 量 に ょ つて も か な り 正 確 に 同一 体積 づつ っ を 得 ら 
れる の で は な いか と の 想定 に 基く 。 こ の 際 の 探 便 量 は , 
推計 学 的 に 部 分 を 取 うぅ う る 回 数 〔 部 分 
が か な り 大 きい こと を 要する の で 全 比べ て 
微量 な る こと , し か し 貝 卵 1 個 の 重量 より 売 分 大 な る こ 
と , 以上 二 の 條 件 を し 得る 量 の 中 の を 少く 
し 得 て 且 つ 直 抹 で 便 内 全 卵 を 捕 提 する に 便利 
な 量 を えら ん だ 。 

実験 成績 と その 考察 

実験 は 次 の 5 例 に つい て 行 つ た 。 以下 その 成績 た つい 
て べ る 。 

人 如く 1 回 排 屋内 の 卵 分 布 は 混和 が 完 
全 な ら ば 無 作 偏 的 で , その 任意 の 各部 分 か ら 同 一 量 づ つ 
称 量 を 繰返し て 得 ら れ た 貝 卵 数 の 出現 度数 分 布 は ポア テッ 
ン 型 の 分 布 を な す 筐 で ある 。 各 実験 例 で その 想定 を 検定 
し た が , 観察 で 得 ら れ た 貝 卵 致 平均 が 1 個 内 外 で あぁ つた 
第 1 一 第 3 例 で は , 各 例 に お ける 貝 卵 数 平均 x を 母 集 園 
平均 m に 近似 し て ポア ァ アッ ン 型 分 布 を な す 時 の 期待 度数 
F(x) =Ng(x) を 出 し て ヵ イ 本 定 行 つ た 。 
数 の 比較 的 多かっ つた 第 4, 5 例 で は 便 宮 上 次 の 方 法 に よ 
つて 検定 し た 。 即 もち ポア ツン 型 の 分 布 を する 場合 に は 個 
* の 標本 値 の 平方 根 又 は 対数 を と る と その 度数 分 布 は 近 
似 的 に 正規 型 と な る こと か ら , 各 虫 卵 数 平方 根 と を と つて 
その 観察 度数 分 布 と 正規 型 分 布 と の 適合 度 を 次 の 作図 法 
に よ ょ つて 調べ た 。 先 づ 虫 卵 数 平方 根 を いく つか の 階級 に 
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等 分 し て その 度数 分 布 さら に 度数 表 を 作 
る 。 正規 型 分 布 の 場合 変量 x は , m を x の 母 平均 g* 
を 分 する と t で 表 さ れる 量 と の 間 に t= な 
る 一 次 式 で 表 さ れる 関係 が ぁ る 。 t は 正規 型 母 集 較 で 変 
量 x の 母 平 均 m か ら の へ だ た り を cw を 太 度 と し て 表 
す 時 の 量 で , 実際 に は 積分 に 等 し いと お 
く 時 各 x に 対 座 し て 確率 積分 表 か ら 求 め あら れる 。 従っ 
て 各階 級 に 分 けた 躍 卵 数 平方 根 の 大 きい 方 の 級 境 を 横 王 
に と り , 各 x に 対 應 する t を 終 軸 に と つて 作図 し た 時 
各 x, t。 点 が 直線 に の る 傾向 が 強 いな ら ば x は 正規 分 
布 を な す と 推定 され る 。 こ の こと は も と に もど つ て 貝 卵 
分 布 が ポア ッ ツン 型 分 布 を と なす と いう 推定 を 許す 。 

各 例 た つい て みる と , 第 1 例 は 硬 便 ・ 混 合 感 染 例 で 8 
mg 虫 数 平均 は 0.3 個 , 第 2 例 は 泥 ・ 合 感 染 
例 で 8 mg 鹿内 虫 卵 数 平均 は 0.76 個 , 第 3 例 は 軟便 ・ 
ヅ ビ ピー= 多 感染 例 で 8 mg 屋内 虫 卵 数 平均 は 1.25 個 
上 記 の 方 法 に こよ つて 検定 する と , 表 1, 2,; 3 に それ ぞ 
れ 赤 し た よう に 何れ も その 貝 卵 分 布 が ポア ッ ン 分 布 で な 
いと する 時 の 危険 は 5 以上 で 従 つ て 卵 分 布 は ポア 
ッ ン 型 を みな す で あ ろう と の 推定 が な され る 。 第 4 例 は 陵 
便 ・ ア ぇ リカ 感染 例 で 8 mg 虫 卵 平均 は 
33.89 個 , 第 5 例 は 有形 便 ・ 混 合 感染 例 で 8 mg 恒 内 虫 
卵 数 平均 は 12.19 個 , 表 4, 5 に 示し た よう に , 何れ も 
虫 卵 数 平方 根 を と つて 上 記 の 作図 法 に ょ つて 検定 する と 
各 x, t。 点 は 直線 た の る 傾向 が 強く , 従っ つて も と の 躍 卵 


表 1 混合 感染 ・ 硬 便 


8mg 卵 数 観察 度数 期待 
x f(x) F(x) 
0 96 97.79 
1 31 29.34 
2 4.40 
3 1 0.44 
4 0 [ 0.003 
5 0.001 
= 
| N = 132 
UY, 
有意 性 の 検定 
カイ 自 0.144 
自由 度 


0.80 > Pr. > 0.70 


3 
ーー 
: 
1 


表 2 混合 感染 ・ 泥 
x f(x) E(x) 
63.77 
54.23 
18.35 
4.68 、 
0.89 
0.14 | 
0.02 


x 
e—0.65 x 0.75 
= 


有意 性 の 検定 


0.80 > Pr, > 0.70 


表 3 ヅ ビ = 多 虫 感染 ・ 軟 便 

8mg 卵 数 観察 期待 数 

x f(x) F(x) 
51.50 
61.80 
36.74 
14.83 
4.45 
1.07 


0.21 J 
0.04 


0 
1 
2 
3 
4 
5 
6 


x = 1.25 
N= 171 
F(x) 
有意 性 の 検定 
2.483 
3 


x 
e—1.5x 1.25 
| 


0.50 > Pr. 0.30 


分 布 は ポア ッ ン 分 布 を な す の で は な いか と 推定 され る 。 
以上 た 輝 べ た 例 の 中 第 1, 2, 3, 4 例 に お いて は その 
それ ぞ れ の は 相当 の 不 消 化 残 含み ら も 
的 に 全 屋 ほ ヾ 均等 に みえ た が , 第 5 例 に お いて は 大 小 2 
堪 に な つて いる 選 の 大 きい 部 分 は 有形 便 で あつ た が 小さ 
い 部 分 は 泥 其 便 で , 同一 人 の 1 回 排 洪 屋 で あぁ る に 関 ら ず 
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屋 性 駄 た に 相 異 が ある よう に みえ た 。 そ こ で 試み に 両方 の 
任意 の 各部 分 か ら 50mg 前 後 の を と つて 大 
子 に し , 30°C 恒 槽 内 に 1 週間 放置 し て 


表 4 アメ リカ 感染 ・ 軟 便 
卵 数 下 33.89, N = 109 


数 


根 


4.00~ 
4.55~ 
5.10~ 
5.65~ 
6.20~ 
6.75~ 
7.30~ 


0.0825 
0.1927 
0.4404 
0.7339 
0.8624 
0.9817 


455 5.10 565 620 6.75 730 


表 5 混合 感染 ・ 有 形 便 
虫 卵 数 下 均 = 12:19, N = 186 


0.0215 
0.0430 
0.0914 
0.2419 
0.3763 
0.6290 
0.8226 
0.9409 
0.9839 
0.9946 
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0 9 9 —1.39 

12 21 ー0.87 

27 48 —0.15 

: 32 80 0.62 

13 107 2.09 

ヵ イ 自 0.677 を 

|t 

— 

1 

1 
0 

2 

| 

3 

4 

虫 卵 数 

1.41~ 4 4 ー2.02 

1.79~ 4 8 

2.17~ 9 17 ー1.33 

2.55~ 28 45 ー0.70 

vil 2.93~ 25 70 —0.31 

3.31~ 47 117 0.33 

3.69~ 36 153 0.92 

4.07~ 22 175 1,56 

4.45~ 8 183 2.14 

4.83~ 2 185 2.55 

5.21~ 1 186 
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させ , 後 の 量 の 前 の 量 対す る 比率 
を みる と , 有形 便 部 分 で は 8 標本 平均 36.0 祈 , 範囲 は 
34.42%~ 37.7 2 で , 泥 部 分 は 3 標本 平均 15.3 2%, 


表 6 有形 便 部 分 
虫 数 下 =12.78 N = 133 


x N 
1.41~ 1 1 0.0075 —2.43 
1.83~ 3 4 0.0300 —1.88 
2.25~ 16 20 0.1504 —1.04 
2.67~ 16 36 0.2707  —0.61 
3.09~ 30 66 0.3962  —0.26 
3.51~ 31 97 0.7293 0.61 
3.93~ 23 120 0.9023 1.29 
4.35~ 9 129 0.9699 1.88 
4.77~ 3 132 0.9925 2.43 
5.19~ 1 133 
1.83 2.67 351 435 5.49 
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表 泥 区 部 分 
卵 数 10.70, N = 53 


N 

1.41~ 6 6 0.1132 ーー1.21 

2.17~ 11 0.3208 ーー0.46 

3.69~ 10 51 0.9623 1.78 


53 


4.45~ 


4.45 


| 


| 
93 3.69 


範囲 は 13.7 ~ 16.8 22, 各々 の 内 で は 有意 の 差 は な か 
つた が 両者 の 聞 に は 有意 の 差 が あぁ り , 量 明か 
に 両者 の 床 性 駄 の 相 異 を 指示 し て いた 。 即 ち 両 者 は 虫 卵 
分 布 に 対し て 異 る 母 集 園 を 形成 し て いる と 思わ れる 。 そ 
こ で 各々 の 虫 卵 分 布 を も う 一 度 デ ー タ に も ど つ て 調べ て 
みる と , 有形 便 部 分 より は 133 標本 , 泥 稀 便 部 分 より は 
53 標本 と つて お り , 各 虫 卵 数 平方 根 の 観察 度数 分 布 表 を 
それ ぞ れ に つい て 作 つ て 先 に た 作図 間接 ポア 
ッ ン 分 布 と の 適合 度 を 検定 し て みる と 表 6 に 示し た よう 
に 両者 と も その 貝 卵 分 布 は ポア ソ ッ ン 型 を みなす の で は な い 
か と 思わ れ た 。 な お 両者 の 虫 卵 数 平均 は , 有形 便 部 分 で 
12.78, 泥 其 便 部 分 10.70 で 後者 の 虫 卵 数 が 少 か つた が , 
正規 分 布 に 近似 し て 両者 の 差 を 検定 し て みる と その 間 に 
有意 の 差 が 見 出さ れ な か つた 。 即 ち 理 論 的 に は 第 5 例 の 
貝 卵 分 布 は 母 集 園 を 異 に する 二 つ の ポア ッ ン 分 布 の 複合 
し た 形 で 現れ る こと が 予想 され る の で ある が , 両者 卵 
数 平均 値 の 差 が な いか 或 は 少 い た め に 曹 純 な ポア テッ ン 分 
布 で 近似 され た も の と 思わ れる 。 

な お 両 恒 の 小 部 分 に た それぞれ 適量 の 水 を 加え て 肉 妥 的 
に 同 濃度 と 思わ れる まで 薄め て 検 鏡 し て みる と 含有 残 湾 
の 性 駄 は ょ く 似 て お り , この こと か ら こ の 場合 の 両 屋 性 
相 は 大 体 水 分 含有 量 の 相 た よる も の で , よく 


« 
1 
~2 
x 
1.79 3.31 4.07 4.83 
1 | 
0 
-1 


和 きれ て の もち 大 腸 終末 で 水分 の み 行わ れる 時 の 各 
部 分 で 吸 政 度 が 異な つた の で は な いか と 推測 され る 。 よ 
く 混 和 さ れ た 屋 か ら の 水分 吸 敢 度 が 異な る 時 , 各部 分 の 
体積 縮小 度 が 異な る た め 貝 卵 分 布 濃度 に 変化 が あり , 体 
積 縮小 度 の ょ り 少 い 方 即ち ょ り 水 分 含有 量 の 多い 選 で は 
卵 分 は ょ り 稀 , Camidge (1914) に ょ れ ば 
と ょ り そ の 比重 に 殆ど を 生じ な いか ら 同 一 づつ 
探 便 を くり か え し た 時 の 出現 貝 卵 数 平均 は 水分 含有 量 の 
より 多い 少く し か も 分布 形 式 は 同一 に と な る で 
ある 。 こ の 第 5 例 は その 一 つの 例証 と 思わ れる の で ある ゃ る 
が , も と も と の 貝 卵 出現 確率 が 非常 に 小さ いた め 貝 卵 分 
布 の に な り 方 が 的 に 題 閉 な く , この 実験 成績 
に みる 如く 全 屋 の 虫 卵 分 布 が 殆ど 均一 と 見 候 さ れる 結果 
が 得 ら れ た も の と 思わ れる 。 


論 議 
以上 の 実験 成績 に と ょ り , 大 体 24 時 間 毎 に 排 洪 され て 
いる 場合 の 1 回 排 洪 全 屋 内 の 両 種 鍋 虫 卵 は , 普通 に 検査 
た に 供 さ れ て いる 泥 有形 硬 便 の 範囲 で は 性 
如何 に 関 ら ちず ょ く 混 和 さ れ て その 一 定量 中 の 貝 卵 分 布 は 
ポア ッ ン 型 分 布 で 近似 され , 同時 排 洪 便 で は 部 分 的 に 性 
其 が 異な る 場合 で も 各部 分 内 で は ょ よく 混和 され て お り し 


か る も 同一 重量 づつ っ は な か つた 時 の 各部 分 虫 卵 数 平均 に 義 


が 生じ な いた め 全体 の 分 布 型 は や は り の ポア ン 
型 分 布 で 近似 され る こと が 分 つた 。 | 

この こと か ら , 恒 の 任意 の 部 分 か ら の 探 便 と ょ つて そ 
の 部 分 屋 と 同一 量 づ っ つ 全 恒 に つい て は か つた 時 の 貝 卵 数 
平均 を 推定 する こと が 可能 た に な つた が , 実際 に は 感染 程 
度 を は か る と し て その 選 の 全 卵 数 それ の 指 
標 と な る 値 が 必要 で ある 。 推定 さ れ た 曹 位 重量 床 内 虫 卵 
数 平均 か ら そ の 恒 内 の 全 躍 卵 数 を 推測 し 或 は これ を その 
まく ょ その 指 林 と し て 用 いよ ょ うと する 場合 に は , 前 の 場合 
に は 勿論 , 後 の 場 合 で も 全 屋 量 が 各 例 で 異な る と も し 帳 
卵 排 洪 量 が 同一 で も 恒 単 位 重量 内 出現 虫 卵 数 は 当然 異な 
つて くる か ら , 各 例 に っ いて 一 を 知る 必要 が 生 
じ る 。 即ち 24 時 間 内 排 洪 主 量 は 日 本 人 で は 大 体 100~ 
200g と され て いる が , 食 生活 の 個人 的 相 四 , 消化 機能 


【 寄生 学 誌 ・ 2 第 2 号 


の 動 搭 等 に ょ り 各 人 又 各 時 期 で 相当 動 搭 す る こと が 考 を 
られ る の で , 密 は 一 々 全 を 称 量 し て 控 し た 
位 重 量 と の 比 秦 を みて 全 虫 卵 数 又は その 指標 値 を 算出 す 
る こと が の ぞ ま し い 。 し か し 実際 に は 全 恒 の 称 量 が 不可 
能 な 場合 が 多い の で , 各 例 の 全 屋 量 を 同一 標準 量 と し て 
取扱 5 か 或 は 全 と 重量 と の 比率 に 代 る 種々 の 係 
数 が 考 委 さ れ て 用 いら れ て いる 。 こ れ ら は 主 と し て 全 屋 
量 と 恒 性 駄 と の 或 程度 の 相関 々 係 が あぁ る こと に 高 目 し て 
出さ れ た も の で , 全 屋 量 を 各 例 同一 と し て 取扱 うこ と , 
又 と これ ら の 係数 を 用 いる こと の 意義 に たつ いて は 又 別 に 検 
討 せ ら る べき も の と する 。 


結 論 

1) 普通 便 の 1 回 排 の 多 卵 は ほ ヾ 無 作 
な 分 布 を な し , その 一 定量 中 の 虫 卵 分 布 は ポア ッ ン 型 分 
布 で 近似 され る 。 Ny 

2) 故に 全 屋 量 が わか れ ば , 恒 の 任意 の 部 分 一 定量 内 
の 卵 調べ る こと に よ ょ つて , その の 全 卵 
は その 指標 値 を 推測 する こと が 可能 で ある 。 (本 研究 は 
文部 省 科 学 試験 研究 費 の 補助 に ょ る 。) 
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角 田 清 尾形 藤 治 
省 家 衛生 試験 


(1) 言 
ュ タ シ デ ヂ デ ッ ウツ ム 治 療 業 と し て は 古く か ら 多 種 の 薬剤 が 試 
み ら れ た が 何れ も 湾 足 な 結果 は 得 れ な か つた 。 Levine 
(1939, 1941) が スル ホン アミ ド 剤 の 有効 な る 事 を 発見 
し て 以来 本 華 剤 に ょ る 療法 は 急速 な 歩 を と げた 。 併 し 
本 業 剤 は 長期 間 連 続 使用 する と 愛 う べき 中 毒 症 を 起す 事 
と 高 信 な 事 が 欠点 で あつ た 。 Waletzky et al (1946, 
1949) は 多数 の デフ ュー=- 和 化合 物 に つき 研究 中 ナイ ト 
ロフ ェ ナ イ ド (m, m/ dinitrodiphenyl disulfide) の 有 
効 な る 事 を 確か め , これ に 就 い て 精細 な 研究 を 行 な つ て 
お る が , 本 剤 の 各種 羅 性 体 に 就 い て は ふれ て お ら な か つ 
た 。 我々 は 本 剤 及び 各種 軸 性 体 に 就き , 基 の 治療 効果 を 
確か め る 久本 実験 を 行 な つ た 。 
(2) 材料 及び 方 法 

実験 に と 用 いた は 白 レ ダ 雄 で 後 7 10 日 目 の も 
の を 使用 し た 。 凶 は 人 工 解 化 直 後 減 菌 し た 飼育 籍 で コタ 
シ ヂ ウ ム 非 感 の 態 で 育 し 源 は 電熱 (24°C~32°C 
を 使用 し た 。 は 日 本 配合 会 初生 一 号 を 用 
いた 。 コタ クシ デ ウ ツ ム は Eimeria tenella の 発育 オー シス 
ト を 用 い 1 穏 当り 平均 8,000 ~ 15.000 個 の 経 日 投 県 に 
より 感染 せしめ た 。 薬 剤 は ユタ シン (CaCOs 98.8 22 ナ 
イト ロフ ェ ナ ィ イド 1.2 2 保谷 化学 ) ナイ オト ロフ ェ ナ イ オド 
結晶 及び ペラ 体 と し て , p, Pp/-dinitrodiphenyl-disulfide 


(pp’2), p Pp-dinitrodiphenyl-trisulfide (p-p/ 3} pp/ 


-dinitrodiphenyl-tetrasulfide (pp/ 4 ), オル ツ 体 と し て 
00/-dinitrodiphenyl-disulfide (00/2), o00/-dinitrodiph- 
enyl-trisulfide (00/ 3 ), o00/-dinitrodiphenyl-tetraulfide 
(00’4) び 2, 2-4, 4/-tetranitrodiphenyl-disulfi 
de (2, 4, N) 及び 構造 未 決定 の polysulfike (x) を 


Kiyoshi Tsunoda, Toji Ogata, Yasutaro Kunihisa : 
Studies on the coccidiostatic effect of the nitro- 
phenide and its isomers against the chicken co- 
ccidiosis. (Government Experimental Station for 
Animal Hygiene) 


ナイ トロ フェ ナイ ド 及 び 其 各種 異性 体 に ょ る 
クシ ヂ ウム 治療 試験 


太郎 


用 い 何 れ も 一 定量 を 飼料 に 混入 し 一 日 4 回 分 興し 投 薬 は 
感染 前 , 感染 同時 , 感染 後 の 多 段階 に 分 け て 行 な つ た 。 
効力 の 判定 は 体重 増加 , 臨床 症 其 , 盲腸 病変 , オー シス 
ト 数 等 に 就 い て 行なっ つた 。 
(3) 実験 成績 I 

(i)) コタ シン に よる 試験 

12 区 を 1 群 と する も の 6 群 を 作り , 第 1, 第 2 群 は 
感染 と 同時 た に ュ タ シ ン を 夫々 6.62 (フェ ナイ ド 和 定量 
0,08 3.3 22 ( 同 0.04 22) 混入 し て 7 日間 を 
第 5, 第 6 群 は 夫々 感染 後 48 時 間 , 72 時 より 3.32, 
6.6 22 を 5 日 , 4 日 間 興 えた 。 第 4 群 は 感染 対照 , 第 3 
群 は 正常 対照 群 と し た 。 実験 開始 後 45 日 で 第 1, 第 
2 群 共 食 稚 減退 し 体重 増加 も 劣 つ て 来 た 。 5 日 目 た 第 4 
群 は 少量 の 血便 , 下痢 を 認め た が , 臨床 的 に は 正常 群 と 
差異 は 無 か つ た 。 第 1, 第 2 群 は 白色 を 下痢 が 
認め られ た 。 こ の は CaCOs の 過剰 の 結果 と ら 
れる 。 6 日 目 に は 第 4 群 は 4 艇 第 死 し 他 は 何れ も 血便 が 
認め られ た 。 第 3 群 以外 の も の に は 食 洋 , 消化 不良 が 題 
で あぁ つ た 。 7 に 第 4 群 中 2 死生 存 し た も 
の は 次 第 に 血便 も 止 り 食 和 的 も 正常 と な つて 回 復 の 徴 を 認 
め た 。 特 に 第 1, 2, 4, 5 群 の 体重 増加 論 は 依然 正常 
群 よ り 劣 つっ て お つた 。 色 の 下痢 止 後 3 日 目 ま 
で 続き 4 日 目 に は 回 復 し た 。 各 群体 重 増加 1 図 
に 示す 如く で あつ た 。 こ れ は 人 各 和 群 の 実験 開始 前 日 の 平均 
(12 務 ) を 1 と し これ に 対す る 増加 放 を 示し た も の で あ 
る 。 群 は 何れ も 6 ~8 日 の 聞 に 停止 又は 減少 の 
が 認め られ 第 4 群 は 一 見 増加 し て お る が これ は 第 死 雛 を 
除い て 計量 し た ゝ めで ある 。12 日 目 に 生存 し た 各 群 の 
半数 を 解剖 し 盲腸 内 の 変 駄 を 検索 し た 。 そ の 結果 は 【〔 第 
1 表 ]〕 に 示す 如く で あつ た 。 即 ち 第 1, 2 群 は 第 3 群 に 
比 し 少数 の オー シス え スト を 認め た 他 は 殆 ん ど 区 別 出来 な か 
つた が 第 5, 6 第 に は 中 程度 の 変 駄 が 認め られ た 。 併 し 
第 4 群 に 比 し 明か に 軽度 で あぁ つた 。 

免疫 試験 


パ 
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第 1 各 実 験 群体 重 増 加 牽 


感染 後日 数 
第 1 表 各 群 解剖 所 見 
第 1 群 | 。 (1~2)…1| | | 
K.6.6%| 6 | (0) 5| 6 | 0 | 01( 6 
2 | 
第 2 0 |(—)6 
K. 3.32% .2| | 
第 3 | 
正常 対 6 (0.} 0 |(—)6 
第 4 (10~ | 
(3 
5 ~10) | | 
第 5 | | (+)1) 
6 | (1~2)…5| 。 | 
K. 6.62¢| © )6 
K. シン 


1, 腸 内 容 等 量 X 200, 10 
2, (一 ) 一 0, ( ) 一 (1 5), ( 一 (20 以上 ) 


一 度 フ ェ ナ イ ド で 致 し た は 約 3 週間 は 再 感 対 
し 免疫 され る と 云わ れ て いる が (Waletzky and Hadg- 
es, 1946) 疑問 の 点 が ある の で 先 の 試験 で 生存 し た 凶 を 
初 感 沸 後 17 日 目 に 各 群 共 150, 000 個 ク の オー シス ト を 経 
日 投 県 し た 。 結 果 は 〔 第 2 表 ] の 如く で あつ た 。 即 ち 第 
1, 2, 3 共 題 症 て 大 部 分 が れ , 第 5 
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2 表 各 再 感染 に 対す る 態度 


群 K. 6.6 | 6 6 5 
第 2 群 K.3.3% | 6 6 4 
第 3 群 正常 対 6 6 4 
感染 対 | 3 0 
第 5 群 K.3.3% | 6 4 0 
第 群 K.6.622 | 6 | 4 0 


第 2 図 ナイ トロ フェ チ ナチ イド 結 品 た に たよ ょ る 治療 効果 
( 各 群 体重 増加 率 ) 


感染 後日 数 


6 群 は 大 部 分 が 症 秩 は 認め られ た が 回 復 し , 第 4 群 の み 
は 1 季 に わ づ か の 血便 が 認め られ た の み で あつ た 。 即 ち 
フェ ナイ ド で 処 致 し た も の は それ が 不 完 全 で 雛 が 中 程度 
の 症 和 其 を 呈す る 様 な 時 で な けれ ば 免疫 は 得 ら れ な いこ と 
が 判明 し た 。 

( ナイ トロ フェ ナイ ド 結 の 治療 効果 

実験 (① と 同様 フェ ナイ ド の を 第 1 0.08 第 
2 群 0.04 割 に 人 じ , 1 日 4 回 分 , 感染 と 同時 
に 7 日 間 投 た 。 体重 増加 は 第 2 図 の 如く で 
正常 群 と 殆 ん ど 同 様 の 傾向 を 示し た 。 感染 後 13 日 目 に 
解剖 し 検索 を 行 な つ た が 各 臓 器 共 軸 常 は 認め られ な か つ 
た 。 第 2 群 (0.04 22) の み に は 少数 の オー シス ト を 認め 
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た が 盲腸 出血 攻 , ネクロ ー ゼ 等 は 全く 認め られ な か つ 
た 。 従 つて 実験 ) で 負 理 群 は 白色 下痢 等 が 認め られ た 
の は CaCOs 過剰 の 結果 と 考え る 。 
(4) 実験 成績 

パラ 体 3 種 , オル ツ 体 3 種 , 他 2 種 計 8 種 を 実験 1 と 
同様 の 方 法 で 感染 前 3 日 , 当日 , 同 後 1 ユー3 日 に た わたり 
1 た り 0.8 ~ 0.08 の た 混入 1 日 4 回 分 
し て 治療 効果 を 調べ た 。 disulfide は ペラ , オル ツ , 共 
に NOs2 の 位置 が 泉 る の み で ある が 治療 効果 は 殆 ん ど 無 
く , 予防 効果 も な か つた 。 (pp′3), (pp/4), (oo/3) 
(oo74), 及び (2.4N), (x), 共に 殆 ん ど 効 力 を 有 し な 
いこ と が 判明 し た 。 又 も な く 0.3 わ づ か 
に 反 を 示し 0.8 で 食 減退 , 中 絶 等 が 認め られ た が 
投 華 を 中 止 す る と 2 日 目 に 回 復 し た 。 又 導 力 は S の 数 及 
び NO2 数 の 増加 に つれ て 増大 する 傾向 が 認め られ た 。 
以上 の 結果 か ら こ れ 等 異性 体 が 殆 ん ど 効 力 を 有 せ ず メ ネタ 
体 の み が 卓 越せ る 効力 を 有する 事実 は 興味 ある 点 で あ 

(5) 者 

Waletzky (1946, 1949) 等 は フェ ナイ ド を 治療 的 に 
は 0.075 2 予防 的 に は 0.02~0.0125 2 で 良好 な 結果 の 
得 ら れる 事 を 報じ て お る が , 我々 の 実験 も これ と ほ き 等 
し い 値 が 得 ら れ た が 0.04 2 で 少数 の オー シス え スト の 認め 
られ る 事 か ら 0.0125 祈 で は 少し 濃度 が 低下 すぎ る 様 に 
思う ぅ 。 又 飼育 環境 基 他 の 違い か ら 本 邦 で は 少な く と も 予 
防 的 に は 0.03 0.04 用 いた 方 が 良い と 思う 。 コ 
タ シ ン の 場合 は フェ ナイ ド の 実 量 0.08 22 で 飾 に 混入 の 
場合 総量 6.6 2 と な る 。 餌料 中 に は に 約 3.1 の 
CaCOs が 混入 し て お る の が 普通 で ある か ら 約 9.7 2 の 
CaCOs が 混入 する 結果 と な る 。 従 つ て は 中 の 
液 が これ の た め 中 和 さ れ 食 滞 下 痢 消化 不良 等 の 原因 と な 
つて お る の で ある 。 星 に 米 國 で は フェ ナイ ド を 25 卵 の 
に 大 に し て この 審 を 防止 し て いる 。 つて 
0.04 2 以下 の 場合 は , か な り 長 期 に わた り 投 県 し 得 る 
が , それ 以上 の 場合 は 注意 を 要する 。 フ ェ ナ ィ イド 処理 後 
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の の は 低 濃度 を 興 中 程度 の 症 抑制 し た 場合 
に の み 起 り 完 全 に 短期 間 に 治療 し た も の に は 得 ら れ な 
い 。 こ れ は サル ファ > 剤 の 場合 と 全く 同様 で フェ ナイ ド の 
特性 で は な いこ と が 判明 し た 。 
各種 異性 体 の 効力 に 就 い て は ナイ トロ フェ ナイ ド (m, 
m/-dinitrodiphenyl-disulfide) 以外 は 殆 ん ど 効 力 は な い 
事 が 判明 し た 。 従 つて 本 剤 の 効力 は NO2, S 等 の 数 は 
効力 と 無関係 で -S-S-, 基 と NOz2 基 と の ペン ゾー 校 
を 介し て の 結合 様式 が 問題 で ある 事 が うか が われ る の 
で , メタ の tri, tetra の 化合 物 を 作り 比較 する と 共に 
これ ら 体 の 酸化 居 電位 の 差 の 比較 を も 下 
試験 中 で ある 。 

(6) 約 

(1) コタ シン は フェ ナ ィ イド 実 量 0.04 2 以下 の 場合 
は 比較 的 副作用 は な い が そ れ 以 上 特に 治療 の 場合 は 混合 
(CaCOs) 過 と ょ る 副作用 が 現われ る 。 

(2) フェ ナイ ド に よる 免疫 は 本 剤 特有 の も の で は な 
く 不 完全 治療 し た 場合 に の み 現 われ , これ は サル ファ ヶ 剤 
等 の 場合 と 同様 の 現象 で ある 。 

(3) 各種 体 は 殆 ん ど 無 あり m, m/-dinitr- 
odiphenyl-disnlifide の み が 卓 越し た 効力 を 有する 事 が 認 
め ら れ た 。 
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【 寄生 学 雑誌 ・ 第 2 第 2 号 


細山 タリ ア 症 ( 腰 予 防 を 目的 と し た 
スペ トニ ン に ょ る 和牛 の セタ リア 駄 虫 試験 


尾形 藤 治 橋口 容 治 


家畜 衛生 試験 場 


I 論 

本 邦 並 に 朝鮮 に て 発生 する 細山 リア 
が 和牛 寄生 する 指 Setaria digitata に 基 因 し , 
此 幼虫 が 上 介し て 細山 の 中 組織 に 入 し た 
結果 発病 する と い ぅ 朝鮮 細 腰 麻 員 会 の な 業績 
に は 心から 苑 意 を 表す る 。 こ の よう ぅ に 原因 は 明らか に さ 
れ た が , 治療 予防 に 就 い て は 訪 後 の 研究 課題 と し て 残さ 
れ て 来 た 。 此 の 原因 は 病原 体 が 審 生 貝 で ある こと ょ と 侵さ 
れる 部 位 が 中 枢 貢 経 で ある る こと と , 従来 使用 され て 来 た 
品 が アン チ モ ン 素 剤 等 極め て の 強く 用 法 の 
. 難 な も の で あつ た こと で ある 。 又 予防 に 於 て は 感染 様式 
が 既に 上 明らか に され て は いる が , どの 規 凡 で 本 病 を 抑え 
る か が 今後 れ ね ぼ な ら 問題 で ちあ る 。 第 一 の 方 
は 和牛 の 段階 で 予防 する 方 法 で , 病原 寄生 虫 の 寄生 し て い 
る 和牛 の 腹腔 内 の 成虫 又は 流血 中 の 仔 貝 を 殺 滅 する 方 法 で 
ぁ る 。 第 二 の 方 法 は 媒介 明 の 段階 で 予防 する 方 法 で , 即 
中間 宿主 と な る し た り , 防止 する 
方 法 で ある 。 第 三 の 方 法 は 細山 羊 の 段階 で 予防 する 方 法 
で , 細山 体内 た 侵入 し た を 中 迷 入 する 
以前 た 薬物 で 殺す 方 法 で ある 。 

細山 壮 に 予防 的 に 投薬 し て 発病 を 末 然 た 防止 する 方 法 
は 直接 予防 で 最も 効果 が 考え られ る が , 藤 の 発生 期間 中 
を 通 じ て 実 施す る 必要 が あり 更に 現在 使用 され て いる 火 
物 が どの 程度 効果 が ある か る も 疾 問 で あり 今後 の 重要 課 是 
で ある 。 段階 で する 方 法 は 本 病 の 重要 な 媒介 
が 好 ん で 水田 に 棲 息 す る シマ ハマ ダラ カ で ある こと は 日 
本 の 農村 の 現況 か ら 完 全 に 防除 する こと は 上 農薬 の 準 歩 し 
た 今日 に た 於 て も 全く 困難 な こと で ある 。 


Tadao Ishihara, Hakaru Ueno, Toji Ogata, and 
Yauji Hashiguchi : Vermicidal experiment against 
Setaria parasitic in cattle with supatoninl, for the 
purpose of prophylaxis of lumbar paralysis of she- 
ep and goats. (government Experimental Stati- 
on for Animal Hygiene) 1, Piperazine derivate 


(30 ) 


セタ リア 保有 和牛 を 治療 し て 病原 を 編 ち 本 病 の 発生 を 予 
防 す る 方 法 は 最も 合理 的 な 方 法 で あぁ る 。 確 患 和牛 一 頭 を 治 
療 す る こと に よ ょ つて 多数 の 細山 壮 を 発症 か ら 救 うこ と は 
最も 理論 的 な 方 法 で ある が , 然し て 実施 面 に と に な る と 幾多 
の 困難 が 伴う 。 第 一 に 指 の 成虫 は 牛 の 腹 
生 し 血液 中 に し め る が 寄生 され て いる 
体 に は が 見 られ な い 所 か ら は セタ リア 
を 病気 と は 思わ な い 点 で ある 。 の の な い 牛 に 
細山 腰 予防 の 目的 で 投 る こと は に な か な 
か 納得 させ 難い こと で ある 。 更 に 其 貝 に は 一 般 に アン 
チ モ ン 剤 ・ 砥 素 剤 が 使用 され て 来 た が 等 は 極め て 毒性 
が 和牛 に は 用 し 難い 剤 で ある 。 

余 等 は 新 ら し い 剤 で ある ピ ベ ペラ デ ン 体 に 
注目 し , 本 邦 製 品 の スペ トニ = ニン を 使用 し て 和牛 の セタ リア 
虫 試験 を 実施 し た 結果 本 剤 は が 極め て 少く 心 し 
て 和牛 た に 投 本 出 来る こと が 判明 し た の で ここ に 報告 する 次 
第 で ある 。 

II 試験 方 法 

試験 た 使用 し た 薬剤 は で ペラ デン で 米 販 の 
Hetrazan と 同じ 組成 の クエ ェ ン 酸 塩 で ある え パ トニ = ニン で 
1 に 1・ ェ チル カル ミー ル ・4・ メ チル ピ ペ ラ 
ヂ ン ・ エン 酸 塩 を 0.05 瓦 信 する で ある 。 試験 
和牛 の 試験 月 日 並 に 投 県 方 法 は 第 1 表 の 如く で ホル ス え スタ イィ 
ン 種 5 頭 , 和牛 4 頭 計 9 頭 に 3 一 50mg/kg を 1 14 日 
間 連 続 経口 投 県 し て 流血 中 の 仔 貝 の 消長 を 検査 する と 共 
に 一 般 臨床 並 に 血液 を 検査 し た 。 又 解 剖 し 得 た 5 例 に 就 
いて は 腹 逐 内 の 成虫 を 検査 し た 。 

寄生 し て いた セタ リア の 種類 は 全 例 指 で ぁ つ 
た が , 5 例 に は マー シャル . marshallz の 
感染 を 認め た 。 仔 貝 の 松 査 に は 予め チト ラー ト 加 サポ = 
ン 水 ( タ ェ ン 酸 ソー ダ 10.0, サポ = ン 1.0, 蒸溜 水 100.0) 
を 1cc 容れ た 遠心 管 に 脈 血液 5cc を 血 し 赤血球 
を 深 血 し た 後 1 分 間 1, 000 ~ 2, 000 で 30 分 
, 光 部 0.2cc を 残し て 上 液 を ピペット で 
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昭和 28 年 12 月 (1953)] 


第 1 表 試験 和牛 並 び た え ト = ン 


mg/kKg 

2 175 .25:7: 10: 45.0 

2 歳 125 24.0 10 

2 195 51:2 5 

2 歳 155 20.0 8 

7 歳 590 3.0 

6 ホル スタ イン 7 月 110 10.0 

7 ホル スタ イン 810 月 105 20.0 

8 ホル スタ イン 2 歳 305 10.0 

6 和 和牛 150 10.0 


備考 S.d : 指 , Sm : マー シィ ル 


11.0 S.d,S.m 
21.0 S.d,S.m 
30.5 

21.0 S.d,S.m 


( 層 心 管 に 予め 0.2cc の 目 感 を 付 し て お く ) こ の 0.2cc 
を よく 混合 し た 後 そ の 中 か ら 0.02cc を 血色 素 計 用 ビ ペ 
ッ ト で 控 し 抹 標 本 を 作り ギ ザ 後 全 の 仔 
数 を 測定 し た 。 
III 試験 成績 
A. 血液 中 の 仔 躍 た に 対す る 作用 
スパ ト ニ ニン 10 20 mg/kg 投 する と 流血 中 の 
仔 は 15 分 後 は 30 分 後に は 急激 減少 し 1~ 
2 時間 で 最も 減少 する 。 然 し 其 の 後 は 生 * 増加 す る 。24 
時 間 後 に 再び 投 県 する と 再び 急激 と 減少 し , 其 の 後 再 び 
増加 する が 投票 を 5 乃至 10 回 結 返す こと に ょ っ つ て 海 減 
し て 10 ~ 20 日 後に 検出 は 困難 と な つた 。 血 液 中 に 認め 
られ な く な つた 例 で も 更に 多量 の 血液 を 集 虫 法 に ょ つて 
所 置 す る と 稀 に 帳 を 認め られ る 点 か ら 少 数 の 仔 虫 が 残 在 
し て 血液 中 た に 生 枯 し て いる も の と 考え られ る 。 仔 貝 が 最 
後に 検出 され た 日 は 投 興 開 始 後 8 日 と い ぅ 短期 間 の 例 も 
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ある が 詳細 に 連続 松 査 し た 例 で は 62 日 後に 認め た 例 も 
ぁ あぁ る 。 然 し 此 等 の 仔 虫 は 概ね 1 区 の み が 検 出さ れ た だ け 
で 血液 中 に 仔 虫 が 再び 増加 する 個 向 は 全く 認め られ すず , 
か く て 最後 た は 全部 の 仔 貝 が 完全 に 消失 する 事 が 判明 し 
た 

指 と マー シィ ャ と の に は に 対す 
る 抵抗 性 の 差異 は 認め られ な か つた 。 

B. 腹 の 或 に 対す る 作用 

血液 中 の 仔 貝 は 前 記 の 如く 各 例 共に 減少 し た が , 糸 舌 
貝 が 季節 的 に 秋期 か ら 多 期 に 互 つ て 衝 然 死す る こと か ら 
秋期 以降 に 実験 観察 し た 例 で は 成虫 た 直接 有効 に 作用 し 
た を も の かな か 成熟 成虫 の 死期 を 若 王 早め た 程度 に 作用 し た か 
不明 で あぁ つた 。 特 に 第 2 例 た に 於 て 投 県 後 89 日 目 た 解剖 
し た 結果 腹腔 内 た に 長 さ 6.2cm の 生存 し た 効 若 成虫 1 砲 
を 検出 し た 点 か ら ス え スペ ト ニン は 仔 虫 に の み 作 用 し 幼虫 叉 
は 成虫 に は 効果 が 少 い も の と 考え られ た 。 然 し 其 の 後 の 
実験 結果 仔 虫 を 威 に 産出 する 時 季 に 於 て も 全く 同様 の 傾 
向 で 仔 虫 が 消失 し た 点 か ら ス え スペ トニ = ニン は 成虫 に も 有効 と 
認め られ 少く と も 数 ヵ月 に 互 つ て 仔 虫 の 道 出 を 停止 させ 
る も の と 考え られ た 。 

更に 解剖 し た 5 例 で は 前 記 の 1 例 た 生存 し た 幼 若 成虫 
が 栓 出さ れ た の み で 他 の 例 で は 成虫 は 全部 第 死 し て い 
た 。 特 に 第 9 例 た に 於 て 仔 虫 が 流血 中 に 相当 認め られ る 時 
(投了 始 後 16 日 ) に 解剖 し た 結果 , 生存 し た 成虫 
は 1 克 され ず 大 に 多数 (22 の し た 
体 が 立 着 し て いる の を 検出 し た 。 此 等 の 虫 体 は 路 * 同 じ 
程度 に 器質 化し た も の で 組織 を 破り 躍 体 を 取り 出す と 貝 
体 は 原形 の まま 取り 出す こと が 可能 で 大 部 分 は 虫 体 の 種 
類 の 判定 が 可能 で あつ た 。 以 上 の 成績 か ら 成 虫 は 仔 虫 の 
産出 を 停止 する ば か り で な く スペ トニ = ン 投 速 た に 


スパ トニ ニン に よる 試験 成績 


初 が る 
に 消 


| 後 が れ の | 
に 検 た 日 
仔 失 の 数 | 仔 出 日 数 | 仔 出 に 日 


最 虫 す 最 | 最 さ 月 」 解 | 
| 腹腔 内 の 成虫 駆虫 効果 


に 検 


生存 | 死 | 成虫 | 仔 


5 
51 
2 


. 6.18 
27.10.21 


w 


な 
26.11.20 2 


26.10. 4 
26.11.20 
26.10.29 
27. 4. 8 
27. 5. 24 
27.-7. 10 
27. 6. 6 


+ + 


27.10.17 な し な し 
27. 5.28 な し 19 


1 ++ 


に 
| | 
y 種 
ァ 
Ss.d 
Ss.d 
.d,S.m 
S.d | 
SsS.d 
| 験 | 始 の 数 
26. 9.17 72 46 
37. 5.15 18 22 9 
27. 5.29 352 12 42 
27. 598 9 8 
. 
(31 ) 
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し 潤 次 死滅 する も の と 考え られ る 。 

C. え トニ = ン 投 ょ る 用 

スパ トニ ン を 和牛 に 10 ~ 20 mg/kg 和 10 日 投 
る と 以上 の 如く セタ リア は 成虫 仔 貝 共に 死滅 する が , 午 
に 対し て は 臨床 的 に 著 明 な 変化 は 認め られ な か つた 。 
但 , スペ パト = ン 後 数 例 軽度 の 不振 に 発熱 が 
認め られ た 。 

a) 食 不振: 第 1 例 に 於 て 投 後 4ー6 日 に 2 
~4 の 残 飼 を , 第 2 例 於 て 4~8 日 た 1~7 の 残 
飼 を 認め た が 投 薩 を 持続 し た まま で 基 の 後 は 平常 に 復 し 
た 。 他 の 例 た に 於 て は 全く 認め られ ず 50 mg/kg で も 異 央 
な か つた 。 

b) 発熱 : 第 1 例 た に 於 て は 投 県 開始 後 2 日 目 た に , 第 7 
例 た に 於 て は 開始 当日 並 に 翠 日 40°C 前 後 の 発熱 を 認め た 
が 基 の 後に 於 て は 投 県 を 持続 する も 変化 が な か つた 。 又 
上 等 の にょ つて 認め る 程度 で 一 般 床 に 
は 著 変 が 認め られ な か つた 。 

ce) 血液 所 見 : 赤血球 数 に は 殆 ん ど 変 化 な か つた が 白 
数 は 投 始 後 日 に つ て 増加 し た 。 又 白 
球 像 た 於 て は 好 中 球 の 増加 ・ 巣 球 の 増加 ・ 好 酸 球 の 減少 
が 投 柚 開始 2 日 以降 投 県 終了 後 数 日 に た 瓦 っ て 認め られ 
た 。 


スパ ペ ト ニ ニン を 10 ~ 20 mg 10 日 間 連 興 す 
る こと に よ つて に 寄生 する 指 の 成虫 仔 の 
者 を 希 滅 する こと が 認め られ た が 本 剤 は 牛 た に 対し て 一 作 
用 が 少く 数 例 た 認め られ な た 食欲 不振 ・ 発 熱 も 投 県 を 持続 
し た まま で 消失 し た 点 か ら , アン チン 斉 ・ 砥 素 剤 と は 暴 
な つて 安心 し て 牛 に 投 県 する こと が 出来 る 。 此 の 結果 和牛 
の セタ リア を 虫 す る こと に よ つて 細山 脳 リ 
了 症 の 予防 を 実施 する こと が 実際 可能 と 考え られ る に 致 


つた 。 


* 野外 應 用 試験 の 結果 per kg 10 mg 移 10 日 で 殺虫 
は 完全 で ある が , 7mg で は 完全 消失 する に 至ら な い 
と と が 判明 し た 。 
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又 従 来 脳 タリ ア の 治療 ・ 予 防 に アン チ 
モン 剤 ・ 克 素 剤 等 が 使用 され て 来 た が , 実際 に 本 症 の 原 
因 と な る 指 を 現在 の 用 に 用 量 で 殺 し 得る 
か どう か の 実験 的 根拠 が な く 犬 糸 駄 虫 に 対す る 実験 結果 
を と し て 的 に し て 来 た た に た すぎ な い 。 然るに 
久米 ら (1952) は スペ パト ニン を 10 ~ 20 mg/kg 投 興 し 
て も の 仔 た に 対し て 影 が な く , 1 日 に 
200 mg/kg を 3 回 に 分 服 す る と 仔 虫 は 著 明 に 減少 する が 
5 日 間 連 用 し て も 皆無 と な ら な いと 報告 し 余ら の 指 央 糸 
其 虫 に 対す る 作用 と の 間 に 差 異 を 認め た 。 双 バン クロ フ 
ト Wuchereria bancrofti に 認め られ る 如き 
作用 は 牛 た 10 mg/kg 投 し た 場合 に 於 て は 指 
に は 認め られ な か つた 。 此 の 様 に 駄 虫 に 対す る 効果 は 
の 種類 と ょ つて る こと が 明 上 な つた 。 の 
山羊 タリ ア 症 の ・ 予 防 に は 指 を 
基礎 と し た 研究 並 に 細山 羊 を 主体 と し た 研究 が 必要 で あ 
V 結 論 

セタ リア の 予防 に 原因 寄生 虫 で ある 
の 指 を 殺 する こと が 理 的 予防 方 法 で る 
が , 此 の 方 法 は 牛 こ に え ペ パト = ン を 10 ~ 20 mg/kg* 完 連 
続 10 日 間 投 県 する こと に よ つ て 可能 と 考え られ る 。 
細山 リア 症 の 予防 ・ 治 療 に は 犬 糸 の 
研究 を 基礎 と し て 論理 ず け られ て 来 た が ある が 
虫 の 種類 ・ 生 宿 主 並 に 生 部 位 の と ょ り 物 の 抵 
抗 M 性 が 異な る の で は な いか と 考え られ る か ら 今 後 は 指 汰 
を 基礎 と し た 研究 並 に 細山 主体 と し た 研究 が 
必要 で ある 。 


1) 細 羊 訂 査 会 (1940~1944) : 細 訂 
調査 会 報告 2 6 . 2) 久米 清治 , 大 石 (1952): 
犬 糸 irofilaria immitis に 対す る パ トニ = 
の 作用 . 東京 畜産 学会 報 フ ラ リア 特集 号 

3) 峰 大 助 , 田村 , 森田 義春 (1952): 二 三 
剤 に よる バン クロ フト 忠 間 末 内 誘 出 (予報 ). 
長崎 医学 会 雑誌 , 27, (4), 134~138. 
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関す る 野外 モデ ル 試験 


小 宮 義 孝 


相崎 徳治 


集 園 は それ 自体 は 治療 行 と 見 べき も の で は 
ぁ あぁ る が , 之 れ を 適切 に 施行 する と き は 同時 に 著しい 予防 
効果 を も 挙げ うる も の で あぁ つて, この 意味 で は 集 園 騙 
は で 行う より は 的 , 家族 的 に し て 行う 
こと が その 成果 を 期待 し うる も の で ある こと は 穫 者 の 1 
人 も すでに 有 輝 べ た と ころ で ある (小宮 , 1953)。 

こと この こと は 家族 感染 を 主 と す る 多 貝 の 場合 に お いて は 
特に 当て は まる 事柄 で あり, 一 方 及 びそ の 
は 度 下 の 低 源 た いす る 力 が 弱い と いう 
こと か ら , 理論 的 に も その 導 季 集 園 虫 の 実施 が その 予 
防 上 特に な 意義 を 有する こと は れ て いる 
, 1950 松崎 , 1951)。 すなわち の 場合 に は 12 
月 一 4 月 に は 新 感 染 が 生じ えな いか ち , この 期 に た か け て 
地域 的 ・ 家 族 的 に 徹底 し た 叉 虫 を 施行 すれ ば , それ まで 
の 野外 に お ける , 仔 は の た め 大 部 分 が 死 減 
し , それ 以後 は 屋 と と も に 撤 布 され る 多 虫 卵 の 密度 は 原 
貝 の 結果 極め て 稀 蘭 と な り , し た が つて 5 月 以後 に お け 
る 再 感染 の 機会 は それ だ け 極 め て 稀少 と な る , と いう の 
で ある 。 

繰返し て 集 を 実施 し て みた 事例 と し て は 松 
林 , 高田 , 山田 (1952), 松林 , 山田 (1952) が ある が , 
特に 多 季 集 園原 虫 だ け を 繰返し た 試験 は , 松崎 (1951) 
が 富山 八尾 町 で 現に 実施 中 で ある と いう 外 , あま り そ の 
報告 に 接し な い 。 


* 本 研究 は 文部 省 科学 試験 研究 費 の 補助 に た ょ つた 。 


Yoshkitaka Komiya, Tokujiro Aisaki, Shogo Otake 
and Kuniji Tsukagoshi : The field model experi- 
ment of ‘the hookworm control by excercising 
the repeated mass treatment in winter, (National 
Institute of Health, Tokyo, Gyoda Health Cen- 
ter, Saitama) 


國 立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 


大 省 吾 
埼玉 行 田 保健 


塚越 邦 


筆者 た ち は , 名 季 集 園 碑 虫 を 繰 返 す だ け で 果して どれ 
だ け そ の 予防 撲 減 の 実 を 挙げ う る か と いう 野外 試験 を 昭 
和 26 年 初 か ら 引 l つ ヾ くき 行 つ て いる の で ある が , 以来 3 
回 と わた つて か く ゝ くる 駅 虫 を 行 つ た 結果 を か ん た ん に ここ 
に 報告 する こと に する 。 

部 落 は 埼玉 田 市 持田 区 部 落 32 約 200 
名 余り の 主として 農 を 京 業 ( 約 80 2) と する 地区 で あ 
る 。 こ の 部 落 は , は じ め の 保有 を 知 ろ うと し て 
庁 和 26 年 1 月 に 18 Xx 18 mm デッキ ・ グ ゲ グラス 同時 3 枚 
直接 塗 抹 法 で その 全員 (当時 202 名 ) に 検便 を 行 つ た の 
で ある が , その 結果 第 1 表 に 示す ょ うに 釣 虫 感染 者 が 意 
外 に 多い こと が 分 つた の で , 部 落 民 と 相談 し て , その 協 
力 を 得 て 以 後 引 きつ ヾ き 導 務 集 園 朗 虫 を 行う こと と し た 
の で ある 。 

1) 昭和 26 年 の 集 画 駆虫 の 実施 

昭和 26 年 度 の 虫 は 種々 の 都合 上 時 期 が 和 * ず れ て , 
5 月 1~5 日 の 聞 に 行 つ た 。 な 意味 で は 既に 多 
期 集 園原 虫 と は 云え を さ な い の で ある が , 上 農 貞 期 等 の 都合 で 
止む を 得 な か つた 。 こ の 時 使用 し た 工 品 は テト レン 及び 
アス キス を 用 い , 主として その 併用 を 行 つ て 幼年 者 を 除 
いた 110 名 た に 1 回 だ け 廊 虫 を 行 つ た 。 約 3 週間 後 飽和 食 
塩水 法 後 検便 を 全員 た に つい て 行 つ た と ころ , 
前 202 名 中 疹 抹 標 本 (3 枚 ) で の 陽性 者 136 名 (67.5 22) 
が 103 名 (51.0 2 入 ) に 減少 し た 。 この 場合 一 見 感染 話 
は 著しい 減少 を 示し て いな いよ うに 見 うけ られ る が , 第 
1 回 の 検便 が 抹 3 枚 で , 後 の 検便 が 比較 的 検出 
力 の 良い 飽和 食塩 水 浮 海 法 で あぁ つた こと を 考え 合せ れ 
ば , 必ず し も 感染 放 の 減少 が 閉 し く な いと も 云え な い 。 

こ の に お いて , 剤 投 後 時 間 内 の 
排便 に つい て し て を 探 取 を た も の 101 名 に つ 
いて , その 政 種 及び 虫 体 数 を 見 る と 第 2 表 の ご と く で あ 
る 。 即 ち 総 虫 数 約 3, 200 克 が この 時 間 内 に 排出 され て い 
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第 1 表 部 落 に ける 寄生 虫 卵 保 ( 抹 3 枚 法 ) 男女 合計 (昭和 26 年 2 月 ) 
1~5 19 6 31.622 8 42.12 4 21.12% 4 21.1% 0 1 5.6% 
6 ~10 16 2 12.5% 6 37,5% 12 75.0% 5 31.3% 0 0 
11~15 29 6 20.7% 11 38.0% 18 62.0% 16 55.1% 1 3.4% 
16~20 23 3 13.0% 0 0 
21~30 41 5 12.2% 15 31.6% 29 70.8% 2 51.12% 6 14.62¢ 0 i 
31~40 4 17.42% 4 17.4% 714.0% 11 47.8% 0 
41~50 18 0 2 11.5% 17 94.5% 12 66.8% 0 
51~60 20 0 8 40.0%% 90.0% 10 50.02% 2 10.0% 0 
61 以上 | 13 3 23.12% 3 23.1% 6 46.22% 6 46.2% 0 
計 202 29 14.4% 62 30.7% 136 67.5% 96 47.5% 12 5.9% 0 
キス を 用 いて 前 後 3 回 の を 実施 し , 陽性 者 
人 は に サン ト = ン て その 原虫 を 行 つた 。 ; 
数 数 その 結果 , 27 年 3 月 飽和 食塩 水 で 便 し た と こ 
8 49 61 269 96.1 818 102.2 少 を 示し た 。 洋 毛 様 線 保有 者 も 前 は 111 名 
計 101 517 5.2 2695 26.9 3212 32.1 (51.922) で あつ た も の が , 原虫 後 は 51 名 23.82%) と 2 
減少 し て いる の は , の が 同時 に その 虫 に 役 立 
る の で , 全 排 虫 数 は その 約 1.5 倍 と 見 れ ば (小宮 等 , つた も の で あろ うか 。 ’ 
1952), 約 6,0000 匹 近く の 貝 体 が 全員 か ら 康 除 さ れ た こ そこ で 今回 は , その 後 の 多 虫 の 感 泉 駄 況 を 知 ろ うと し 
と な る 。 て , 以後 2 ヵ月 お き に 同 地 区 全員 の 検便 を , 飼 和 食塩 水 2 
2) 昭和 27 年 の 集 園 葉虫 の 実施 浮 洲 法 で 行う 5 計画 を 立て た の で あつ た が , 丁度 11 月 は » 
27 年 1 月, 全員 の 検便 を 和食 塩水 法 で 行 農繁期 に 当 つ た の で 検便 を す る こと が 出来 ず , 5, 
つて みた 結果 は 第 3 表 第 1 列 の ご と く で ある 。 今回 は 人 7, 9, 12 月 の 4 回 の 検便 し か 行い え ず , 叉 各回 の 松 k 
員 に 異動 が ぁ つ て 若干 名 増 し て いる が , _ 釣 虫 卵 保有 者 便 る 袖 松 者 た ちの 病気 , 事故 等 で 完全 に 全員 を 行う こと 
は , 総 検査 人 員 214 名 (前 年 度 に 比 し て 人 員 の 増加 が あ が 出来 ず , 常に 多少 の 松 便 不能 者 を 出さ ざ る を 得 な か つ E 
つた ) 中 103 名 (48.122) と , 26 年 5 月 の と 大差 た 。 
は な か つた 。 以上 の 検便 の 結果 の 成績 の 詳細 は 第 3 表 第 3 6 列 に 
そこ で 同年 , 1, 2 月 中 に 主として テト レン 及び アス 示す と ころ で ある が , を 特に 銘 虫 に 関し て の 陽性 者 を ( 
第 3 表 部 落 に ける 寄生 卵 保 有 食塩 水 法 ) ? 
27 年 1 月 (駆虫 前 ) 214 52 24.32% 103 43.12%% 111 51.9% 8 "3.7% 3 1.42% 
27 年 3 月 後 ) 10 47% 51 23:8% 5 2.42% 0 
27 年 5 月 U3% 45.- 3 1.5% 0 
年? 191 3I 16.2% 66 35.6% 42.4% 5 2:62% 0 
27 年 9 月 202 16 7.6% 81 40.1% 126 92.4% 6 3.0% 2 1.0% 人 
27 年 12 月 ( 前 ) 203 9 4.4% 81 40.0%% 114 56.2% 5 
28 年 4 月 後 ) 4.1% 31.62% 97 50.32% 4 0 
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拉 鉄 すれ ば , 次 の 如く な る 。 


3 月 検便 陽性 42/214 = 16.7 
5 月 下旬 々 45/203 = 22.2 2% 
66/161 = 34.6 2% 
9 月 81/202 = 40.1 % 
12 月 々 ァ 81/203 = 40.0 2 


すなわち , 大 体 に お いて 5 月 まで は あま り 新 感染 者 は 
認め られ な い が , 7 月 た は 検査 人 員 が 5 月 た と 比 し て や や 
減少 し て いる に も か ょ わら ず , 釣 貝 保 卵 は 11 名 増加 し , 
保 卵 者 比率 も 22.2 祈 か ら 34.6 2 に 増加 し , 6 月 検査 時 
に は 15 名 増加 し , 40.1 祈 と な つて いる 。 し か る に 12 月 
検査 時 に は 感染 者 の 増加 は 認め られ な か つた 。 こ の 成績 
か ら 見 る に , この 地方 に あぁ つて は 多 虫 の 再 感 染 は 主 と し 
て 6 月 より 9 月 た に いた る 時 季 に お いて 生じ , 10 月 以降 
多 季 に か け て は , 殆 ん ど 再 感染 は 認め られ な いこ と が 分 
る 。 

こ の 間 東 洋 毛 の 保 者 は , 直後 23.8 
で あぁ あつ た の が , 27 年 5 月 下旬 に は 殆 ん ど 変 りな く (23.6 
22), 7 月 下旬 に いた つて 42.4 2, 9 月 下旬 に 62.4 
と や ょ いち ヾ る し く 増 加 し て いる が , 同 12 月 に は 59.2 
2 と 却って 減少 の 傾向 を 示し て いる 。 即 ち 大 体 に お いて 
その 再 感 の 和 は , 多 の 場合 と 季節 的 に 一 致し 
て いる 。 

一 方 興 虫 卵 保有 者 は 27 年 1 月 検査 時 に は 52 名 (24.3 
2) で ぁ つ た が , の 人 員 た に つい て は 多 の と は 
箇 に 27 年 2 月 中 に サン ト = ン を 用 いて 再三 
除 を 行 つ た 結果 , 同年 3 月 に は 保 卵 者 は 10 名 (4.72) 
に 減少 し た 。 と ころ が 5 月 松 便 の 結果 32 名 (11.3 22) 

7 月 検便 の 結果 31 名 (16.2 2) と 増加 し た の で , 8 月 
下旬 マク = ン S (5 新 ネ マト ー (3 を 以 て 
2 回 その 虫 を 行 つ た 。 そ の 結果 6 月 に は 店 虫 卵 保 有 者 
は 16 名 (7.9 2%) と な つた 。 そ こ で 直ちに 又 マ クタ = ン S 
(5 を 保 有 者 に 投 し , 投 者 の 再 便 を 10 月 に 
行 つ た と ころ , 9 名 の 陰 輔 を 見 陽性 者 は 7 名 と な つた 
が , 同年 12 月 検便 の 結果 は 更に 2 名 の 再 感 染 者 を 見 て 
9 名 (4.422) と な り , 同年 3 月 の 保 卵 者 百分比 (4.722) 
の 水準 を ほ ゞ 維持 し えた の で あぁ つた 。 (第 1 図 ) 

3) 昭和 28 年 の 集 園 駆虫 の 実施 

前 記し た よう に , 27 年 末 に お いて 飽和 食塩 
水 浮 海 検便 を 行 つ た と ころ 員 203 名 中 多 
保有 者 は 81 名 (40.0 22) (備考 . 東洋 毛 様 線 虫 卵 保 有 者 
56.2 卵 保 有 者 14.4 ) で ぁ つ て , 同年 度 初 め 
再三 の 虫 に よ つ て 19.7 まで 減少 し た 卵 保 
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が , 慌 虫 前 の 水準 近く まで また 増加 し て いる こと が 認め 
られ , 昭和 26 年 1 月 の 最初 の 検便 時 の 成績 67.5 に 比 
し て 一 見 約 40 族 の 減少 し か 示し て いな いよ うに 見 えた 。 
し か し 昭和 26 年 1 月 の 検便 は 冷 抹 3 枚 法 に ょ つて 行 つ 
た も の で あり , その 後 の 検 便 は 飽和 食塩 水 郊 海 法 で 行 つ 
て いる の で , 後者 の 釣 虫 卵 松 出 力 が 前 者 に 比 し て 着 し く 
大 で ある 以上 ,・ この 2 つの 保有 その ゝ 比較 する こ 
と は で き な い 。 そ こ で 昭和 28 年 1 月 , 多 虫 卵 陽性 者 を 
疹 抹 3 枚 法 で 再び 検査 し て みた と ころ , 多 虫 卵 陽性 者 
21 名 (10.6 2) を 見 出し を た に 過ぎ な か つた 。 即ち 多 
季 ひ きつ き 2 回 の 集 園 虫 を 行 つ た こと に より , 

3 枚 法 に ょ る 検便 に つい て 云え ば , その 保 卵 者 率 は 約 6 
分 の 1 以下 に 減少 し た こと な る 。 

鍋 虫 選 虫 は , 昭和 28 年 1 月 下旬 に 四 塩 化 テ チレ ン と 
へ ノボ ポジ 油 合 剤 を 用 いて 行わ れ た が , 今回 は 全 釣 虫 卵 保 
有 者 81 名 中 訴 虫 に 座 じ た も の は 51 名 だ け で , あと の 
30 名 , 即ち 虫 卵 保有 者 の 約 38 は た な か つ 
た わけ で ある 。 そ こ で 引き つ ゞ いて 3 月 上 旬 に も うぅ 1 回 
テト レン を 用 いて 慌 虫 を 施行 し た の で ある が , この 場合 
に は 23 名 が 尺 虫 た に 座 じ た が , その 大 部 分 は 今回 の 第 1 
で 陰 な か つた 人 た ち で , 新規 に に じ た 
も の は 5 名 し か な か つた 。 か くし て 結局 昭和 28 年 度 に 
お いて は 原虫 を 行 つ た も の は 計 56 名 , 即ち 25 名 (3122 
が 叉 貝 か ら 漏 れ て し まつ た わけ で ある 。 が , いづ れ に も 
せよ 今回 の 両 度 の で 卵 陰 18 名 ( ) 
を を た の で , _ 多 虫 卵 保 有 者 数 は , 28 年 4 月 上 旬 の 浮 導 
潜 で の 検査 で は , 袖 栓 人 員 193 名 中 63 名 (32.6 2%), 
3 枚 で の 検査 で は 26 名 (13.5 22) と な り , 
法 で の 検査 で は 訴 虫 前 た に 比 し て 保 卵 者 許 が 若干 減少 し て 


20 
lj 
{ 
* 
月 
. 
| 
: 


160 


いる が , 准 森 法 の それ で は 少し る 減少 し て お ら ず , むし 
ろ つて や 増大 し て いる と いう 結果 に な つた 。 は 
虫 に な か つた も の うぅ うち に 陽 性 者 が 多く 見 出 
され た 関係 か ら で も あろ う 。 

言 昭和 28 年 度 に お ける 排 貝 数 を 見 る と , 第 1 回 の 廊 
時 排 を 検査 し えた 50 名 に つき , 後 8 
10 時 間 以 内 の 排便 に つい て 探 取 し を た 貝 数 は 総計 アメ 
リカ 9 ダビ 17 , 1 人 当り の 排 数 は 
1.1 あり , 1 人 の 最多 排 貝 数 6 ( ビ = 5 
アメ リカ 多 1) で あつ た 。 ま た 第 2 回 の 時 に あつ 
て は , 投 後 24 時 間 内 の 排便 に つい て 体 を 
査 し えた も の 21 名 の 総 排 由 は , アメ リカ ヵ 多 
ヅ ビ ー= 16 , 計 21 克 1 人 当り の 排 数 は 1.0 
1 人 の 最多 排 由 は 6 (ダビ = の み ) で あぁ つた 。 

4) 次 別 の 年 別 多 率 

私 た ち は 以 上 の よう に 3 ヵ年 に わた つて 園 
を くり 返し て 来 た の で ある が , 年 初 駆 貝 を 行う こと に ょ よ 
り , その 年 末 に は 年 齢 別に 見 て , この 期間 に お ける 再 感 
業 を も 含め て どう ぅ 変化 し て 来 た か を 見 よう と の 目的 で , 
過去 3 ヵ年 間 の 直前 の 年 別 虫 感染 ( 百 
分 比 ) を 作図 し て みた 。 第 2 図 が それ で ある 。 


第 2 図 毎 虫 の 年 別 感染 
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いま を この 図 を 見 る に , 年 齢 別 虫 感染 各 年 と る 
に , 少年 期 に は 少く , 青年 期 に いた る に つれ て 
大 し , 年 期 に お いて 概ね 最高 に , 老年 に お いて 
再び 減少 し て いる 。 こ の 現象 と と も に 注目 すべ き は , 近 
年 の 直前 の 感染 減少 度 が , 少年 及 び 老 
年 者 お いて て 高く , 年 あぁ つて は 一 般 に 低 
く , 特に 30 ~40 年 齢 悦 は いち ヾ る し く 低い ( 例 を ば 
27 年 度 に お いて は 30~ 40 年 齢 層 の も の に お いて は , か 
えつ て 前 年 度 の 感染 牽 を 上 まわ つて さぁ を いる ) と いう ぅ うこ 
と で ある 。 (第 4 表 参 照 ) 


[寄生 学 雑誌 ・ 第 2 第 2 号 


第 4 表 虫 感染 度 の 減少 


昭和 27 年 1 月 昭和 27 年 駆虫 昭和 28 年 1 月 
前 年 同時 期 感 直後 駆虫 前 感 前 年 同時 期 感 
染 百分比 染 百分比 百 分 比 
0 ~ 10 7322 6622 
11 ~ 20 6122 
21 ~ 30 242% 
31 ~ 40 2 182% 
41 ~ 50 
51 ~ 60 412% 2 512% 
61 ~ 2 502% 


年 


同じ 第 4 表 に 見 られ る よ ょ うに, 直後 の 感 
の 減少 度合 は 年 に お いて 必ず し 他 の も の り 
低 話 と は 云え な い 。 換言 すれ ば 邊 年 者 に あつ て は , 原虫 
に よ ょ つて ある 程度 まで その 感染 き 下 て を も , 年 間 
に お ける 再 感 染 の 頻度 が 他 の 年 齢 訂 の も の に 比 し て いち 
ぢ る し く 高 いた め に , その 錠 年 の 康 虫 直前 の 感染 度 が 高 
放 と な つて 現れ て 来る も の で ある こと が , この 表 に ょ つ 
て 祭 知 で きる 。 皿 うに 農業 労働 力 の 主要 供給 者 た る 牡 年 
層 は , 他 の 年 齢 層 の も の に 上 比 し て , 畑 園 に 立入 る 機会 が 
いち ジ ぢ る し く 多 いと いう こと が , その 高 府 の 再 感 染 と い 
5 結果 と な つて 現れ て 来る の で あろ 5 。 

以上 の 現象 は , また , 就学 年 齢 と 成年 と の 多 感 
染 度 の 比 率 の 上 に も 影響 を 及ぼ し て き て いる 。 第 5 表 は 
主として 学齢 層 を 含む 6 の も の 年 の 多 感 
と , 成年 る 21 60 歳計 も の それ の の 
比率 を 示し た も の で ある 。 即ち 26 年度 に あぁ つて は 学 秀 
居 の 感染 者 に 対す る 成年 者 の 比 放 は 約 1.2 で ちあ る が , 27 
度 年 に は 約 1.6 と な り , 28 年 度 に ちあ つて は 2.3 と 増大 
し て いる 。 か よう な 現象 は , 一 方 に お いて 冬季 集 園 虫 
に よる 同 地 域 の 一 般 的 な 感染 源 の と , 他方 学 
の も の と 成年 層 の も の と の 聞 に お ける 「 感 染 の 場 」 た る 
畑 画 へ の 立入 り の 頻度 の 差異 と の 関係 に お いて , 充分 説 
有明 し ゃ られ る と ころ で ある が , 同様 な 葉 係 は , 同時 に , 
虫 感染 の 濃厚 地区 と 地区 と の 間 に も 的 に 
当て は まる も の で は な か ろう ぅ か 。 即 ち 前 者 に あつ て は 感 


第 5 表 学齢 層 と 成年 層 と の 虫 感染 比 


26 年 度 27 年 度 28 年 度 


6 ~ 15 3522 2426 
21 ~ 60 歳 5522 
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昭和 28 年 12 月 (1953)] 


が 一 般 に 濃厚 に , 後者 に あつ て は に 存在 する と 
共に , 他 面 両 年 齢 辱 の 感染 の 場 に 対す る 関係 は 私 た ちの 
試験 事例 の 場合 と 全く 同様 で あろ うぅ から 。 換言 すれ ば , 
感染 地区 た お ける 学 層 の 多 感染 度 に 対す る 成年 
その 比 , 感染 地区 の それ より る も 著しく 小 で 
あろ うと いう こと が 推定 し 得 ら れる 。 も つと も この 点 に 
つい て は , 各所 の , 感染 地 に つい て か くる 
を 実際 に 調査 し て 見 た 結果 で な けれ ば 確 言 は 出来 な いわ 
け で ある が , 何れ に し て も , 例え ば 学童 の 釣 虫 感染 牽 か 
ら 成 年 の それ を 推定 せん と する が 如き 場合 に は , 一 座 考 
を 要 す べ さ 問 題 と な る で あろ 5 。 


結果 に つい て の 考察 


この 試験 を 施行 し て , 私 た ち が 第 一 に 感じ た こと は , 
繰返し て の 交 園 虫 の 実施 は , 次 第 に 容易 に は 行わ 
れ 上 難く な る と いう こと で ある 。 私 た ちの 場合 に あつ て 
も , 第 2 年 目 ま を では, 釣 貝 卵 保 有 者 の 殆 ん ど 全 部 が 叉 虫 
に 参加 し た の で あつ た が , 第 3 年 目 に は , 再度 の 勧誘 に 
も か まわ ら ず 原虫 参加 者 が 保 卵 者 の 70 2 に 満た な か つ 
た 事実 が 乏 を 示 中 し て いる 。 し か も 前 後 3 ヵ年 を 通し て 
の 硫 虫 は 全く 無料 で 乏 を 施行 し た の で ある 。 こ と これ は 一 つ 
に は , すでに 3 年 目 と も な る と 住民 の 方 が 潤 く 多 虫 予防 
と いう こと に 飽き て 来 た 点 た に ある と 思わ れる が , 一 つた に 
は 叉 2 ヵ年 間 の 原虫 で , 何等 か の 自覚 的 な 臨床 症 秩 を 有 
する 程度 の 釣 虫 卵 保 有 者 は 既に 存在 し な く な り , し た が 
つて た と ぇ 保 卵 者 で あつ て も 原虫 は 行わ な く と も を 日 営 
の 健康 と 生活 に は 一 礎 支 障 が な く な つて いる と いう 事情 
も , 見 逃す こと は 出来 な い 。 こ の 見 解 を 支持 する 他 の 事 
実 と し て , 昭和 25 年 以前 に は 履 * そ の 存在 が 住民 に ょ よ 
つて 確認 され て いた と ころ の 夏期 畑 に 立入 っ て 生じ た 皮 
膚 炎 ( 釣 虫 性 の も の と 考え られ る ) が , 26 年 以降 は 全く 
見 られ な く な つた と いう こと で ある 。 

この 点 に 関し て は , 多 虫 の 経 皮 感 染 の 機会 が 閉 し く 減 
少し た まめ に 皮 座 炎 が 見 られ な く な つた と 解す る の が 笑 
当 で ある と 考え られ る 。 ち 園 の 実行 こと ょ つ 

既 記 の ご と く 昭 和 26 年 初頭 に 3 : 67 22 
の 染 , 27 年 月 に は 飽和 食塩 水 淫 法 で 48 
と な り , 同年 12 月 に は 再度 の 虫 で 40 3 枚 
法 で は 約 10 に 低下 し た こと を 以 て も 明 で ある が , 一 
方 全 人 員 の 釣 貝 感染 総量 を 見 る と き は , この 関係 が 一 庁 
上 明 と な つて くる 。 
即ち , 昭和 26 年 の 第 1 回 の 時 に お いて , 
投 県 後 約 8 10 時 間 内 の 排便 中 の 総 虫 数 は , 3212 欧 , 
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当り 平 な の に 比べ て , 昭和 年 
1 月 第 1 回 時 の 同時 間 内 の 排 総数 56 1 人 
当り 平均 排 数 は 約 1 , 同 第 2 回目 の 虫 に あつ て 
は , 24 時 間 内 の 排便 に つい て の 排 数 を 
調べ て 人 千 1 人 当り 平均 排 由 数 は 1 匹 に 過ぎ な か つた 。 私 
た ちの つ て つた 試験 (小宮 等 , 1952) に よれ ば , 
投 後 7~8 時 間 内 排便 中 に 排 され る 数 は , 
四 塩 化 テ チレ ン 及 び へ ノボ ポジ 油 製 剤 の 場合 に は 大 約 40 
ー~ 90 の 間 を 上 下 し , 24 時 間 以 内 の 排便 中 の それ は 
90 ある 事 を 考慮 し て , 上 の を 比較 
すれ ば , 虹 年 : の 総 
の それ に 比 し て 約 30 分 の 1 以下 に 減少 し こい ぃ る 。 (第 6 
表 参 照 )。 若 し 各 年 に お ける 使用 薬剤 の 叉 虫 効果 に し て 


第 6 表 第 1 回 及び 第 3 回 冬季 集 園 駆虫 時 の 排 虫 数 


昭和 26 年 度 4 る る 32.1 Wi 
昭和 28 年 度 39 56 6 
2) 16 5 21 1.0 6 


大 差 な いと すれ ば , 継 年 2 回 の 廊 虫 に た よ つ て , 釣 貝 の 感 
それ ほど 著しく 減少 し て いな い が , その 感 
量 た に お いて は 大 約 30 分 の 1 以下 に 減少 し て いる の で あ 
る と 見 て も , で ある と 老 を られ る 。 

上 の 両 度 の 排 と ついて, ビ と アメ リカ 
虫 と の 比 見 る に , 昭和 26 年 原虫 時 に あつ て 
は 両者 の 比 が 1: 5.2 で あぁ つ た の が , 27 年 度 の 第 1 回 原 
虫 時 に お いて は 1: 4.4, 第 2 回 の を それに あつ て は 1:0.3 
と アメ リカ 虫 の 比率 減少 し て いる か の 如く で あ 
る が , これ が は た し て 如何 な る 原因 と ょ る も の で ある か 
に つい て は 不明 で ある 。 


の その 総 感 染 量 は 


いち ぢ る し くさく る も の で あと ちる と と で ああ で 
の こと は , 地域 的 な 集 園 販 貝 の 予防 効果 の 見 地 か ら す れ 
ば 重要 な 事柄 で ある 。 

次 に 注目 すべ きこ と は , この 試験 に と ょ つて , 釣 虫 の 再 
感染 の 時 期 が 概ね 5 月 上 旬 よ ょ より 9 月 上 旬 に ある こと が 示 
され て いる こと で ある 。 (第 3 図 参 照 )。 いま 重 感 染 は 別 
と し て , 右 の 期 に お ける 新た な 再 感染 を 生じ た る 百分比 
を 詳細 に 見 る と き は 次 の ご と く な る 。 


= 
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第 3 図 冬季 集 に ょ る 多 感染 変化 
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3 月 15 日 より 5 月 10 日 に 至る 新た な 再 感染 者 2.522 
5 月 10 日 より 7 月 5 日 ” 11.6% 
7 月 5 日 より 9 月 5 日 / 5.1% 
9 月 5 日 より 12 月 5 日 4 = 


即ち 当地 区 た に あぁ つて は 釣 虫 の 新た な 再 感 染 は 主として 
5 月 上 旬 よ り 7 月 上 旬 に 生じ , 特に 9 月 初旬 以降 は 之 れ 
全く 認め られ て いな い 。 若 し 9 月 初旬 以降 に お いて 一 
般 に 再 感 染 が 認め られ な いと いう こと が , ある 程度 まで 
一 般 的 な 現象 で ある と 仮定 する な ら ば , 釣 貝 感 予 防 の 
目的 を 以 て する 集 園 民 虫 を , 単に 冬季 と の み 限 ら ず , 更 
に もう 一 度 9 月 中 旬 に 施行 する と いう やり方 が 考え 
られ る 。 け だ し 釣 虫 の 再 感 染 は この 時 期 以 降 は 殆ど 起 
ら ず , 丁度 この 時 期 は 冬期 次ぐ 的 な 期 に 
あぁ た つて いる か ら で あ る 。 ! 

最後 に の 集 園 虫 に る 感染 低下 に つい て 一 
言 す る 。 こ の 点 に 関し て は , すでに 松林 等 (1952), 松 
崎 (1953) 等 の 成績 が ある が , 私 た ちの 事例 に あつ て も を も 
年 間 を 数 回 くり 返す こと に より, 25 の 
感 染 5 以下 に 低下 せしめ えた 。 感染 は 
の それ と 媒 つ て , 時 季 的 と その 高低 は ちる けれ ども る も , 年 
間 を 通じ て 恒 に 行わ れ て お り , また その 貝 卵 の 抵抗 力も 
きわ め て 高い の で , 特に 如何 な る 時 期 た 原虫 を 行う か と 
いう こと の 感染 予防 上 た に お ける 意義 は , 多 虫 の を そ を れ ほど 
で は な い 。 た ヾ 年 間 く り 返 し 数 回 地域 的 に を 行う こと 
に よ つて , 当 方 の 感染 源 の を らし め , 
に より 再 感 染 の 機会 を 稀 少な らし め る と 云う その 予防 効 
の 期待 に 関し て は , 的 に は 多 の 集 園 の 場合 
と 同様 に 云い 得る 。 

総 括 


1) 私 た ち は 和 26 年 初頭 か ら , 上 田 市 
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部 落 約 200 名 を 対象 と し て , 名 季 集 園 貝 を くり 返し 行 
うこ と に よる 撲 関す る 野外 モデ 試験 を 行い つ 
あ る 。 昭和 28 年 春 で 3 回 の 名 園 の 結果 に 
よれ ば , 同 地 区 の 多 貝 感染 放 を 塗 抹 3 枚 法 で の 検査 の 結 
果 で は 67 ら そ の 約 5 分 の 1 (13.5 に , ( 
で の 検査 の 結果 に ょ れ ば 最初 の 疹 抹 枚 法 と 比較 し て 約 2 
分 の 1 (32.6 22)) に 低下 せしめ えた 。 し か し ーー 方 その 総 
感染 量 は , 昭和 25 年 末 か ら 28 年 3 月 まで に 約 30 分 の 

1 以上 に 減少 し て いる 。 こ の こと は 集 園 尺 虫 の 予防 効果 
を する 場合 に は , その 感染 か り で な く , そ 
の 感染 量 に する 必要 が ある こと を る 。 
・2) 季 集 園 駆虫 に ょ り 感 低下 は , 年 者 , 
及び 老年 者 に 著しく 現われ て 来る が , 牡 年 者 に お いて は 
それ ほど 著 明 で な い 。 そ の 原因 は 牡 年 者 に お いて は , 前 
者 に 比 し て 集 園 朗 虫 に と ょ る 感染 源 の 稀 薄 化 , し た が つて 
その 感染 機会 の 減少 以上 た , その 「 感 染 の 場 」 た る 畑 園 
へ の 立入 り が 頻繁 で ある と いう こと に ある と 考え られ 
る 。 

3) 感染 の 減少 と と も な つて , 学齢 の も の 
成年 それ と の 比 増大 する 。 こ の 事項 
は 一 般 に 感染 濃度 の 濃厚 な 地区 と 稀 潤 な 地区 と の 右 年 齢 
感染 の 比 も 当て は まる も の で は な いか と 想像 
され る が , この 点 に 関し て は 人 欠 検 証 を 要する 。 

4) 集 虫 ょ る 多 に 関し て は , 多 季 集 
園 度 虫 ば か り で な く , その 再 感 染 の 時 期 及 び 農 業 労 働 作 
業 の 貸 義 を 考 應 し て , 更に 9 月 中 下旬 に 之 を 行う こと に 
より , その 予防 効果 を 高め る 試み が 老 え られ る 。 

5) 欠 園 虫 を くり 返し て 行う こと は , る 
貝 感 染 者 の 一 般 自 覚 症 和 然 の 消 退 及び 袖 駆 虫 者 の 原虫 へ の 
意 歓 の 減少 と た と ょ つて , その 後期 た に いた る に し た が つて 
その 完遂 が 潤 次 困難 化し て くる 。 し か し か よう な 場合 に 
も , 叉 虫 を 濃厚 感染 者 に 重点 的 た 行う こと に よ つ て , そ 
の 予防 効果 を あぁ る 程度 まで 期待 し 5 る と 考え られ る 。 
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赤痢 アメ ー 増殖 に 及ぼ す ウ ェ ル シ の 影 に て 


速 水 


慶應 義 大 学 医学 部 生 学 教室 


言 
除く 事 は 極め て 困難 で ある ば か り で な く , 細菌 は アメ ー 
べ の 食物 と な な る も の で あぁ つて, 之 を 除い て は , アメ ー バ 
の 増殖 は 不可 能 と 考え られ て いる 。 障 伴 す る 細菌 の 種類 


' は , アメ ー バ の 増殖 に 重大 な る 関係 が ある 。 畑 上 其 


(1938), は 田辺 ・ 千 葉 ・ に た , 25 株 の 
痢 アメ ー バ に 随伴 する 細菌 を 検査 し て , それ 等 は , グラ 
ム 陽 性 の 球菌 で あり , グラ ム 陽 性 の 球菌 は , 腸 
球菌 に 相当 し , グラ 陽性 の 菌 は デフ テリ ー に 
似 す る こと を 明らか に し た 。 西 し て ダラ ム 誰 性 杏 貢 は 総 
て の 株 に 随伴 し , 随伴 苗 の 大 部 分 を 占め あめ る も の で 等 は 
乱 く Coli-group 並 に 同類 似 菌 に 属し て いる 逃 べ て いる 。 
近年 2, 3 の 研究 者 が 嫌気 性 が 赤痢 アメ ー メ 有 
殖 に 好 影 響 を 興 え る と 共に , その 病原 性 を も 高め あて, 紺 
織 へ の 侵入 を 容易 に する と 報じ て いる 。 突 藤 氏 は 赤痢 ア 
メー バ の 随伴 細菌 で preconditioned medium を 調製 し , 
細菌 の 増殖 を 阻止 し た 赤痢 アメ ー バ の 結 養 に 成功 し て い 
る 。 其 の 場合 Clostridium welchii を 用 いる と 初代 及び 
代 に て も , アメ ー の は 良好 で ある と つ 
て いる 。 液 中 に 元 剤 を 入れ る か , 素 ガス を 
ずる か 又 酸 素 を 吸 履 する 物質 を 入れ る と , 細菌 な し で 
し た 。 し て 等 は 総 て , 義 内 の 酸素 の 分 圧 
を 下げ る 事 で あり , この 事 は 細菌 を 加え る と 同様 の 結果 
を も た ら す も の と 思わ れる 。 私 は 最近 赤痢 アメ ー バ の 培 
際 に , CZ. welchii を 共 し め た 場合 に 
の 殖 に 好 影 響 を 及ぼ し た 事 を 経 た の で , 報告 
する 。 
実験 材料 と 方 法 

使用 し た 基 は 5 種類 で ある 。 
1) K- 培 : Ringer 液 た 寒天 を 1 割合 に と 


Hayami Yamakawa: On the influence of Clostri- 
dium welchii upon the growth of Entamoeba his- 
tolytica. (Department of Parasitology, School of 
Medicine, Keio University, Tokyo, Japan) 
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か し て , この 500cc に 対 し て 鑑 卵 2 個 を 混和 し て , 分 注 
80°C 1 時 間 湯 て 面 に せしめ , 液体 部 は 
Ringer 氏 液 500 cc に 対し て 折 2 個 分 を 混和 し た も の 
で , 直前 に 減 米 1 白金 耳 を た も の 。 

2) : Ringer 液 50 cc に 全 4 
個 を 混和 し て , 80°C 1 時 間 加 熱し て , 導 面 に 凝固 せ し 
め た ゃ ので, 直前 に 減 米 加え る 。 液体 部 は 
Ringer 氏 液 の み で ある 。 (Ringer 氏 液 は 減 菌 に 極め て 
好都合 で あみ か ら 特 に 用 いた )。 

3) R-S-R 基 : 馬 血 7 を Ringer 兵 液 3 た 
, 80°C.1 時 間 加 , を 2 ~3 回 繰返し て 血清 
凝固 喘 で 用 面 と な し た も の で 液体 部 は Ringer 氏 液 の み 
に て , 前 と 同様 江 菌 米粉 を 加え る 。 

4) 肝 肝 ブイ オン : 液体 培地 と な し て 上 記 の 如く に 米 
を 加え る 。 

5) バラ ム ス 液 体 

CI. welch は 肝 プイ オン, 高 地 zeiss- 
ler の 糖 平板 に 培 て 保存 し た 。 

予備 実 

記 各 種 の 基 に アメーバ を する 際 , Cl. wel- 
ch を 同時 に 共存 せしめ る 事 た に たよ つて, アメ ー バ の 増殖 
が 如何 に 影響 され る か を 槍 す る こと が , 本 実験 の 目的 で 
ある が , それ に は 予め 等 赤痢 メー 用 の 基 に 
し て , CZ. welch が 増殖 し 得る か 否 か を 知る 事 が 必要 
で ある 。 こ の 点 を 明らか に する た め に 予備 実験 を 行 つ 
た 。 予備 実験 と し て は 先ず R-S-R 培地 を 用 いた 。 之 の 
液体 部 に 居 元 剤 と し て , 塩酸 Cystein を 0.1 2 0.01 
2 割合 に 加え , 且つ の 指示 と し て 1 2 me- 
thylenblau 液 を 1 滴 の 割合 に 加え た 。 この 様 に 準備 し 
た 培地 に , 肝 肝 ブイ オォ オン 中 の CZ. welch 加 i の 1 白金 耳 を 
加え , その 表面 を 流動 パラ フイ ィ イン で 封じ た も の と , 封じ 
な いも の と で , C7. welch の 増殖 の 有無 を し た 。 
し て 24 ~ 48 時 間 の , 色素 が され , 液体 部 が 
沿 濁 し , ガス の 発生 が 題 著 な る 場合 に は , Cl. welchii 


が 増殖 し た も の と し た 。 俳 し 更に 基 の 液体 部 の 1 白金 耳 


R-S. 
Mehty 
(吉村 4 
流動 パ 
と し 
の 
blau を 
成績 
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を , 高層 嫌気 性 培 義 に 移し て , ガス え の 発 生 並 に ガス に ょ よ 
つて , 高 培地 に 生ずる か か を た 。 成 績 は 
第 1 表 に 示し た 。 ペ ラフ 』 ン を 雷 虎 し た 場合 も , し な い 
場合 も , 液体 部 は 滞 濁 し て , 色素 は 脱色 し , ガス は 発生 
も ただ 4 

即ち C7. welchii は よく 増殖 し た 。 比 較 の た め に 従来 
か ら 保 存 し て いた アメ ー バ ( 吉 科 株 ) を 同様 な R-S-R 
培地 に 移 た 所 (第 1 表 3 ) 色 は ら ず , ガス 
の 発生 も 見 られ な か つた 。 

この 株 に は CZ. welchiit は 含ま れ て いな い あぁ る 。 


第 1 表 R-S-R medium に C7. welchii の 移植 


+ + + + + 


同様 な 実験 を KK- 培地 , 卵 培地 , 肝 肝 ブイ オン , バラ 
ム ス 堪 地 た に つい て 行 つ た が , その 結果 は 上 記 の R-S-R 
培地 と 同様 の 成績 と な り , いづ れ の 培地 に 於 て も CZ. 
welch は うる こと が 明らか に な つた 。 

本 

1) R-S-R medium を 用 いた 実験 

R-S-R medium に 前 逃し た と 同様 に 閣 酸 Cystein と 
Mehtylenbljau を , に CI. welchi と , アメーバ 
(吉村 株 ) を 同時 に 移 殖 し た 。 4 本 の 培養 基 中 , 1 本 に は 
流動 パラ フォ ン を 重ね , 他 の 3 本 に は 重ね な か つた 。 対 
照 と し て は 同じ 培地 た に アメ ぇ メー バ だ け を 移 殖 し た 。 併 し 対 
照 の 2 本 の うち 1 本 に は 塩酸 Cystein 及び Methylen- 
blau を 加え な か つた 。 

成績 は 第 2 表 の 如く で ある 。CZ. welchi を 入れ た 培地 

第 2 表 R-S-R medium に CI. welchii 
アメ ー べ 同時 培養 (吉村 株 ) 


24 48 72 96 高 


( 41 ) 


で は , 24 時 間 後 か ら , 洞 濁 と ガス え の 発 生 が 見 られ , 96 
時 間 後 嫌気 性 高 訂 培地 に 移 殖 し た 所 , ガス の 発生 と 培地 
の 魚 列 が 見 られ , CZ. welch が 96 時 間 まで 人 千 増 殖 し て 
いた 事 が 明らか で あつ た 。 対 膨 で は 24 時 間 後 か ら 沿 温 
が 起 つ た が , ガス の 発生 は な く , 96 時間 後 高 礎 培 地 に 
移 殖 し て も , 嫌気 性 菌 の 増殖 は 認め られ な か つた 。 アメ 
ー の 発 痛 は 対 比 し て 著しい 差 は 見 られ な か つ 

次 に R-S-R medium に 先 ジ アァ メー バ (吉村 株 ) を 移 
, 24 時間 に Cl.welch を 添加 し て , それ が アメ 
ー バ べ の 増殖 に 如何 に 影響 する か を 観察 し た 。 こ の 場合 塩 
酸 Cystein は 影 少 い の で を な か つた welchii 
を 添加 し な いも の を 対 膨 と し た 。 アメ ー ぶ 株 移植 後 24 
時 間 で 培地 の 脳 色 が お こつ た が , ガス の 発生 は 認め られ 
な か つた 。 いで CZ. welch を する 事 に ょ つて , 
その 後 は アメ ぇ メー バ は 対 妥 に 比較 し て 可 成 よく 増殖 し た 。 
成績 は 第 3 表 に 示 し た 。 


第 3 表 R-S-R medium た アメ ー ペ 24 時 間 培 養 後 
CI-welch を 加え る 


種 24 48 72 96 
1 アメ ー 十 ウ 


R-S-R medium を 用 いた 第 3 の 実 葵 と し て , 先 づ Cl 
welchki を 24 時 間 増 殖 せ しめ , 次 いで アメ ー バ を 移 殖 す 
る 実験 を 行 つ た 。 対照 と し て は 初め か ら ア メー ベ を 移植 
し て CZ. welch を 加え な か つた 。 成 績 は 第 4 表 た 示し 
た 。 即ち C7. welc を 加え た 培地 で は 対 も の に 比 
し て アメ ー バ の 増殖 は 常に 良好 で あつ た 。 

次 に 小田 株 を 用 いて , 前 の 実験 と 同様 に Ci. welchii 
を 先 づ 24 時 間 培養 後に アメ ー メ ベ を 移 殖 し た も の は , CZ. 
elch を し な い た 比 し て し く で あつ た 。 
成績 は 第 5 表 に 示し た 。 

2) K-medium 並 に 卵 培地 を 用 いた 実験 

此 の 実験 に 於 て , 塩酸 Cystein は 用 い ず Methylen- 
blau の み 指 示 薬 と し て 用 いた 。 成績 は 第 6 表 に 未 し た 


第 4 表 R-S-R medium に ウェ ル シ 攻 
48 時 間 倍 養 後 アメ ー べ 移植 
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第 6 表 KK-medium, 卵 medium に W 時 間 
後 アメ ー 移植 (吉村 株 ) 


24 48 72 96 種 別 24 48 72 96 高層 分 

W. パラ フォ ン 重 大 で + + + 
4 

第 7 表 ペラ ム ス 地 た に た ウェルシュ アメ ー 


第 5 表 R-S- Rmedium に た ウェル シ 苗 24 時 間 
培養 後 ア メー 移植 (小田 株 ) 


時 間 24 48 72 96 120 144 168 192 


條 件 


24 ア 7 


| キナ + トト ++ 
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様 に R-S-R medium を 用 いた 実験 と 殆 ん ど 同 様 な 結果 
で あつ た 。 即 も CL. welchii を 24 時 間 アメ ー 
を 移 殖 し た も の は CZ. welch を 加え な い 対 照 た に 比 し て 
常に アメ ー バ の 増殖 は 良好 で あぁ つた 。 

ァ ぇ メー 120 時 間 後 性 高 培地 に 移 殖 し た 
所 CZ. welch を 活 加 し た 培地 の も の は すべ て ガス の 発 
生 と の 強い 分 示し た 。 

3) バラ ム ス を 用 いた 実験 

Cystein を 用 い ず Methylenblau を 指示 と し 
て , ウェ ル シ 菌 , アメ ー ベ を 同時 に 移 殖 し た 。 即 ち 培地 
の 元 は 強く , ガス の 発生 極め て 盛ん で あり 
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同時 培養 (吉村 株 ) 


24 48 72 96 
WA + よ 


アテ アメーバ の 増殖 は 良好 で ある 。 そ の 成績 は 第 7 表 に 示し 
た 。 

4) 肝 肝 プイ ィ イオ ォ オン を 用 いた 実験 

肝 肝 ブイ オン の 液体 を 以 て CZ. welch 加 と アメ ー ベ を 
同時 に 培 義 を 行 つ た 。 指 示 と し て , 前 と 同様 に Methy- 
lenblau を 加え た 。 対照 は アメ ー バ の み で ある 。 こ の 
場合 アメ ー バ の 増殖 は 全般 的 に 余り 良好 で は な か つた が 
welc を し た も の は た 比較 する と 生 
好 な 増殖 を 示し て いる 。96 時 間 に し て アメ ー バ は 全く 
死 減 し て いた が 前 逃 の 如く 嫌気 性 培地 に 移 殖 し た 所 が 
CI. welchi を 漂 加 し し た も の は , ガス の 発生 と 培地 の 高 
度 の 分 裂 を 示し て いる 。 上 成績 は 第 8 表 に 示し た 。 


8 表 ブイ ォ ン 液 た ウェ ル シ , アメ ー ペ 同時 


WA + ー ( 

+ + ー ( 

(=} 


166 
他 
の 
80° 

, 体 
に 1 
な い 

や 
得 た 
2 代 
し 1 
で あ 
体 部 
2 
0.03 
表 に 
を 示 
welcl 
め て 
好 で 3 


昭和 28 年 12 月 (1953)] 


5) R-S-R medium を 用 いて 計数 的 に と アメーバ の 載 
を 観察 し た 

次 に と に これ まで 記 有 逃し た 実験 た に 於 いて アメ ー バ の 増殖 が 
他 の 培地 に 比 し て 最も 確 央 た し て 安定 し , 且つ 生存 期間 
も よく 長期 に 豆 る と 思わ れる 双 R-S-R medium を 使用 し 
て , 個々 * の 培地 の 條 件 を すべ て 一 定 に し て , これ に アメ 
ー ぶ 小田 株 , 吉村 株 を 移 殖 し て , 其 の 増殖 放 を Thoma 
Zeiss の 計算 宏 を 用 いて 精査 を 行 つ た 。 

実 険 と し て は 試験 管 は , すべ て 小 試験 管 を 用 いて , 黄 
の を 1 も の に 一 定 し た 。 

先 づ 前 記 の Ringer-serum 稀釈 液 1.5cc を ピペット 
に し て 試験 管内 と 注入 し , 消 用 いて , 
80°C 1 時 間 , を 3 回 に つて 減 を 作 つ た 。 液 
体 部 は Ringer 液 0.3 cc と し て 減 の 1 白金 
を を た 。 赤痢 ー 殖 の 方 法 と し て は 前 如く 
に Ringer-serum 培地 に 24 時 間 先 づ CZ. welch を 
て ガス の 発生 を 証し た に , 赤痢 ー バ の 
型 を 含む 一 定量 0.1cc を 移 殖 し て , 24 時 間 48 時間 
~ 72 時 間 ア メー の 増殖 数 値 を , 上 記 の 計算 を 
使用 し て 測定 し た 。 一 方 対 照 と し て CZ. welch を 加え 
な い 普 通 の 堪 状 を 行 つ た 。 用 いた 株 は 共に Cyste より 
得 た 2 つの 株 , 即ち 前 逃 の 吉村 株 と 小田 株 で , 吉村 株 は 
初め 卵 に ょ り 後に R-S-R 培地 に 移 殖 し て , 
継 代 し た も の で あり , 小田 株 は 初め か ら R-S-R に 継 代 
し 100 代 以 上 る 続い た も の で 両者 共に 極め て 安定 し た 株 
で ある 。 計 算 守 に 表 わ れ た 栄養 型 の 数 は 3 回 の 計算 た に よ 
つて 其 の 平均 値 を 求め た 。 て 予 液 は , 増殖 液 
体 部 を ピペット に て 10 回 吸 出 を 繰返し て 米粉 も ょ よく 混 
和 し て , 平等 の 油 湯 と な し て , 速 か に 其 の 液体 部 の 中 心 
部 ょ り 取 得 し て 松 査 を 行 つ た 。 

先 づ 吉村 株 を 用 いて , 肝 肝 ブイ オン の CZ. welck 液 
0.03cc を R-S-R medium に て 24 時 間 培 養 し 後 ア メー 
液 0.1cc を , 対 し は て elc を 
し な い ア メー ぶ 堪 状 液 0.1 cc を 移 殖 し た 。 又 全 く 同 様 
な 実験 を 小田 株 に つい て も 行い , その 成績 は 第 9 , 第 10 
表 に 示し た 。 即 ち C7. welch を 旅 加 し た 場合 , その 装 

に 比 し て 明らか に , アメ ー の 増殖 良好 で ある 事 
を 示し て いる 。 又 同 様 の 実験 を 繰返し て いる 間 に CI. 
welch を し な い 対 の も の に は , 体 の 増殖 が 極 
め て 不 活 滞 で , 時 と し て 全然 増殖 の 傾向 を 示さ きず 絶滅 を 
ん と する 場合 に も 遭遇 する が , CZ.: welchii を 随伴 し て 
いる もの に 於 て は 毎 常 ア メー バ の 増殖 は 確実 で , 且つ 厩 
好 で ある 。 一 般 に 液体 部 の 泌 濁 程度 は 対照 と 差異 は 認め 
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られ ず 且 ァ アメーバ の 生存 期間 も 対 * 同様 と 思わ 
れる 。 
第 9 表 ウェ ル シ 24 時 間 後 アメ ー 移植 


(吉村 株 ) 
24 48 72 96 
3 0 
i 10 45 2 0 
の 6 18 0 0 
16 2 1 
29 16 4 
30 1 
47 10 0 
対照 A 5 29 3 0 
/ 4 31 2 0 
2 0 0 
1 1 0 
ケ 3 12 4 
0 0 
5 0 0 


ウェ ル シ 0.03 cc 


アメ ー を 用 うる 


第 10 表 ウェ ル シ 時 間 後 
アメ ー ゲ ペ を 移植 する (小田 株 ) 


時 間 24 48 72 96 120 144 168 192 


條 件 
許 9 表 に 準ずる 
考 
C1. welch 加 は 土壌 の 中 に 広く 分 布 し て , 動物 及び 人 


の 腸 内 に も 常 在 し 得る こと が 多く , 本 菌 は 尋 気 性 の 度合 
は 弱い と され て いる 。 天 基 ブイ オン 等 に も 
発育 し 得る と 云わ れ て いる 。 本 実験 に 用 いた アメ ー ぶ 培 
基 ち の (R-S-R) 培地 に 於 て も , 卵 
培地 に 於 て も , 液体 部 は Ringer 氏 液 の み に て , アメ ー 
バ は な 増殖 を 示し て , 液体 部 に 蛋白質 の を 必要 
と し な か つた 。 液体 部 に 蛋白 質 を 含む 場合 に は 減 菌 が 極 
め て 困難 で ある た め 雑 菌 が 混入 する 恐れ が 多く , その 点 
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Ringer 氏 液 は に 用 いる 都度 減 が 出来 て 入 
を 防ぐ 上 に 於 いて 極め て 好都合 で ある 。 R-S-R me- 
dium, 卵 妊 面 培地 , バラ ム ス 液 体 培地 等 に は アメ ー バ と 
C1. welch は 共に ょ く 共 得る の で ある 。 て 了 
メー 増殖 に 必要 な 細菌 の 作用 と いう も の は , 既に 論じ 
られ て いる 如く に , 

1) 細菌 の 代謝 物質 , 又は 細菌 に ょ つて 生ずる 塔 地 の 
分 解 産物 の 影響 。 2) 細菌 が それ 自体 アメ ー バ の 栄養 物 
と な る こと 。 3) 細菌 が アメ ー バ の 増殖 に 適当 な る 物理 
化学 的 其 態 を 絶え ず 維 持 す る 事 等 に て , 特に 第 3 の 條 件 
に 関し て は , Snyder, Meleney, Balamuth, Chang, 率 
藤 , 沢田 , 等 の 逃 べ た 嫌気 性 環境 と 密接 な 関連 に ある 培地 
の 低い 酸化 呈 元 電位 と 考え られ て いる 。 又 Chinn は 1 
種類 の 細菌 伴 よ も 嫌気 を 伴 つ た 2 種 以 上 の 
の 随伴 し た 場合 の 方 が アテ メー バ の 増殖 が 良好 で ある と 双 
い , 且つ 最も よく 増殖 せしめ た も の は Leptotrichia bu- 
calis と CI. welch で あぁ つた と て いる 。 そ し て 
の 増殖 の 和 は ), アメ ー が 初め て 現われ る 時 か ら 
が 見 られ Leptotrichia bucalis と . CI. welchi を 人 れ た 
も の で は 他 を 入れ た 場合 より も 初め か ら 多 く の ア メー バ 
が 見 られ る と 有 云 つ て いる 。 上 且つ CZ. elch を 随伴 せ し 
め た 場合 に は , 常に 規則 正しく Cyste の 形成 が あぁ つた 
と 云 つ て いる 。 こ れ に 関し て 私 も 既 光 の 各種 培地 に , 
C1. welch を せしめ て を た の で あ 
る が Cyste の 規則 正しい 形成 を 経験 する 事 は 出来 な か 
つた 。 こ と れ は 他 の 随伴 細菌 の 種類 , 使用 し た アメ ぇ メー ぶ 株 
の 性 質 の 差異 た 基づく も の と 考え る 。 又 Chang は 培地 
の 酸化 還元 電位 に 注目 し て 嫌気 性 の 條 件 の 下 に て (Cl. 
elch 使用 ) 醸成 され た 條 件 を 溢 存 し て , 細菌 の 増殖 
を 阻止 し た 培地 に て アァ アメーバ の 培養 た 成功 し て いる 。 又 
を 満 す 細菌 で ある こと を 示す と 同時 に , アメ ー バ それ 
自体 が 嫌気 性 環境 に 順 應 し た も の で ある 事 を 示し て い 
る 。 他 の 観点 か ら ア メー 伴 の 中 で 性 
以上 に 嫌気 性 菌 の 機能 的 作用 に 注目 する 必要 が 生じ て 来 
る 。 

Bradin and Hansen (1950) は 隊 伴 菌 と 抗生 物質 並 
に 抗 ア メー ババ 剤 の 試験 管内 の 実験 た に 於 いて , アメ ー ベ の 
増殖 と 酸化 還元 電位 と の 関係 を 論じ て いる 。 即ち アメ ー 
べ バ 生 存 に 対す る 随伴 細菌 の 組成 の 意義 は 完全 に は 分 つて 
居 ら ず , 併 し その 一 つの 要素 と し て 培養 基 の 速やか な 烈 
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し い 居 元 が 考え られ る と 報じ て いる 。 士 し て 細菌 の 発育 
が 阻止 され る な ら ば , 培養 基 は の 接触 と アメ メー の 
死に たよ つて 酸化 され て 来る と 報じ , 酸化 は 電位 測定 に ょ 
つて 決定 され る 事 が 出来 て 以来 アメ ー バ の 死 は 酸化 還元 
電位 が 陰性 か ら 陽 性 に 変化 する 事 に 関係 し て いる と 云っ 
て いる 。 
結 論 

1) 赤痢 アメ ー バ の 2 種 の 株 . 吉 村 株 , 小田 株 は 輝 れ 
に CZ. welch を 随伴 せしめ て 培 姜 し た 場合 , 良好 な る 
増 殆 駄 態 を 示し た 。 

2) CZ. welchii は 赤痢 アメ ー ベ の 増殖 を 確 実 と し て 
増 常に 好 影 響 を えて いる 。 

3) CZ. welchii は アメ メー の 増殖 開始 の 時 と アメ 
ー バ べ の 生存 期間 に 対し て 大 な る 影響 を 示し て いな い 。 
4) CL. welchii の 影響 に ょ つて 規則 正しい Cyste の 


形成 は 認め られ な か つた 。 
稿 を 終る た に 臨 み 御 指導 御 校 義 下 され た 松林 教授 に 深 
〈 感謝 の 意 を 表す る 。 
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地 方 部 会 演 目 


第 13 回 関東 部 会 演説 目 鉄 


期 日 昭和 28 年 10 月 17 日 
会 場 東京 農工 大 学 農 学部 講堂 
米 清 治 


林 普 ・ 後 千 代 ( 大 寄生 ) 


2. 赤痢 ー 義 (久里 浜 病院 ) 
3. 一 新 赤 痢 ー 治療 剤 に つい て … … 岡 常 ・ 沢 田 利 鈴 木 ( 大 衛生 ) 
4. …‥ 鈴 木 ・ 沢 田 利 ( 群 大 衛生 ) 
6. トリ ュ モ ナス の 増殖 と 内 好 性 の 関係 に て 
デア ル デ デア リス の 地 内 に 於 ける 生存 勝 (久里 浜 病院 ) 
8. ( 大 寄生 ) 
腸 内 原虫 た に ける Phosphatase の 分 布 に つい て  ( 大 寄生 ) 


スル ホン , デフ ェ ニ ニール 化合 物 , フラ ン 体 の 


11. コタ シ ジウ ム に 対す る 殺虫 効果 の 細胞 化学 究 ・…・ 角 田 市 川 収 ・ 屋 治 ( 家 試 ) 


13. 日 本 住 血 吸 た 依る 生 に 関す る 実験 ・… (日本 住 血 研 ) 

16. 山 に 於 ける 肝 の つい 大越 伸 ・ 板 垣 (東大 ) 
17. 肺 メ タ セ ルカ リ 生 院 虫 ) 
タク ヨ オガ エル Rana catesbiana に お ける 


19. ミキ サー 下 に お ける 卵 の 態度 に つい て 原 石 三 (東生 病院 ) 


銅 虫 卵 の 低 源 に 対す る 抵抗 力 に 関す る 研究 
特に に 対す る に つい ・ 山崎 ・ 田 ・ 山 下 六 郎 (日 本 冷 究 所 ) 


21. の Ca 代謝 に て 文太 郎 (三笠 町 立 病 院 ) 
23. 液 の ペー パー クロ マト グラ フ ・ 沢 利 ( 過 寄生 虫 ) 
24. …………・ 石 崎 ・ 久 見 晴 ( 予 研 ) 
25. 装置 に よる 海 人 , サン ト = ン の に 対す る 作用 の 観 ・………………・: 口 富士 ( 大 寄生 虫 ) 
人 の 免疫 学 的 研究 ( 患 者 の 沢 延 郎 ・ 橋 本 
26. 石橋 正男 ・ 山 病理 ) 
27.。 体 液 に よる 及 腸 Arthus 現象 に つい て ( 大 寄生 虫 ) 
28.。 虫 アレ ルギー の 研究 (予報 ) ・ 由 上 修三 ・ ( 大 小 科 
29. 本 上 従 感染 に関する 
(主として 性 に つい て ……・ 直 多 四郎 ・ 田 島 治 郎 (群馬 教 育 委員 会 学校 保健 課 ) 
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・ 学校 環境 に 於 ける の 

分 布 と 感染 経路 に 関す る 考察 ・ … 武 光 多 四郎 ・ 田 島 治 郎 (群馬 上 雅 数 育 委員 会 学校 保健 課 ) 
31. 原 準 助 (足利 赤 十 病 院 ) 
32.。 上 虫 卵 持 続 的 陰性 者 の 検討 ・ 富雄 ・ 手 島 ( 大 石川 内 科 ) 
33。 の サン = ン フ ェ ス ト に 関す る 研究 鳥 田 ・ 田 中 (新潟 島田 病院 ) 
34。 新 虫 , 2~3 の 成績 ・ 一 郎 ・ 
35. … 和 泉 精 一 ( 予 研 貝 ) 
37. に 関す る 移動 に つい て 

38.。 の 内 (第 三 報 ) ・ 佐 野 基 人 ( 大 衛生 ) 
39. 内 に ける 多 卵 の 分 布 に て ( 予 研 生 ) 
40. 初島 た 於 ける 多 作業 の 経過 第 2 報 特に 治療 法 に 就 て …・ ………… 元 ( 北 研 寄生 ) 
42。 1・ ブ ロム , 2・ ナ フト ー ル の 集 除 -…………・ 美 負 義男 (日 医大 赤木 内 科 ) 
田川 に ける 多 感染 太郎 (日 医大 酒田 病院 ) 
46. 内 焼 虫 に 有無 ょ る 症 の 病理 的 変化 行 一 (日 医大 酒田 病院 ) 
48. 青森 地方 の フォ ラリ ヤ 症 に 就 て … 学 ・ 石 井 省 ・ 田 中 寛 (人 生 虫 ) 
50. 東京 都内 住家 性 ネズ ミ の 寄生 虫 の 統計 的 観 見 利 (日 寄生 ) 
52。 飛島 の 寄生 感 染 (続報 ) ・ 小 松 作 (日医 大 酒田 病院 ) 
53. 小 ・ 佐 子 ( 予 研 寄生 ) 
54.。 新 パン バタ トー ル に つい て 進 ・ 石 若 大 三 (東生 病院 ) 
55。 マダ = 類 の 生理 生態 学 的 研究 第 11I 報 ウマ シオ マダ = の 寄生 期間 ・……・ 島 導 北 岡 男 ( 家 試 ) 


第 8 回 近畿 部 会 演説 目 鉄 
期 日 昭和 28 年 7 月 19 日 
会 場 西京 大 学 幅 学 部 講堂 
会 長 雅明 


虫 卵 保有 (第 票 田 市 ・ 三 浦 光生 ・ 井 尾 金 一 (中 部 日 本 寄生 虫 ) 


追加 1 京都 府下 一 農村 に ける 和 虫 問題 (第 報 ) 
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4.。 條 虫 の 中 宿 主体 内 於 ける 発育 に つい て (奈良 学 大 生物 ) 


2) Protein fraction 
7. 日 本 住 血 吸 , 肺 吸 虫 及び 横川 吸虫 の 免疫 に つい て …………………・ 森 下 夫 ・ 小 林 穂 (岐阜 大 生 ) 
追加 2 宮入 の 生物 学 的 研究 川 本 二 ( 京 府 大 医 動 物 ) 
犬 と アイ ソト ー プ Psg 下 ・ 小 林 穂 (岐阜 ) 
9. 症 等 に お ける 管 統 の 立体 病理 学 的 研究 江 ・ 大 東 康 (岐阜 大 病理 ) 


10. 京都 療 病 院 師 Heinrich Botho Scheube の 寄生 貝 研究 
(1) 本 最 初 の 十二指腸 発見 横田 京 府 大 川井 内 科 ) 


11. 内 一 工場 従業 者 の 虫 調査 (第 2 報 ) 導 ( 京 府 大 医 動物 ) 


3 多 流行 地 報 告 (第 10 報 ) ( 基 6 ) 
淳 夫 ・ 川 本 二 ・ ・ 吉 田 幸 ・ 部 昭 ( 京 府 大 医 動物 ) 


12.。 土壌 内 仔 虫 の 一 別 法 に 就 て … ( 阪 大 微 研 ) 


13。 1 一 プロ ムー 2 ナフトール に 依る 症 の 治療 ・ (大 阪 医 大 内 ) 


14。 ブロム, ナフトール の 作用 に 関す る 研究 (第 2 報 ) 
1. 仔 に 及ぼす 影 響 2. 多 , , 條 試験 ・…………・ 中 村 三 浦 (大 阪 医 大 内 科 


15. 線 虫 の 発生 学 的 研究 II. 卵 各層 形式 機構 に い て …・ 正志 ・ 野 (岐阜 大 学 生理 ) 


追放 4 卵 白 に 関す る 研究 (その 一 ) 
濾紙 分 配 ク ロマ トグラフ に よる 豚 虫 卵 膜 の ァ の 定性 分 析 ・……・ 吉 幸雄 ( 京 府 大 医 動物 ) 


16. 諸 種 に よる 卵 変化 の 事変 位相 題 微 鏡 見 石 川 道雄 (名 大 解剖 
17. 豚 の ダラ 管内 の 挙動 に い て ( 其 の 一 ) ・ 見 純一 ・ 大 勝 也 ( 阪 大 研 ) 
園 と し て の サン ト = ン の 用 つい で ・ 橋 ・ 丸 山 修 三 ( 阪 大 学 ) 
サン ト = ン 機 に 関す る 研究 (第 1 報 ) ・ 大 阪 務 所 ) 


サン トニ = ニン 除 に 関す る 性 と 能 ・ ・ 長 岡 央 ・ 河 合 高 2 内科 ) 
高田 久 ( 阪 大 研 ) 


・ シゲ = ン 酸 に ょ る 虫 除 実験 成績 ・……………・ 村 上 信 三 ・ 竹 本 常松 ・ 水 然 ・ ( 阪 大 薬学 ) 
・ 農村 に 於 ける の 用 に つい て (予報 ) 平 ( 大 衛生 ) 
追加 5 発生 する 住 血 虫 皮膚 (第 2 報 )・………… 田 ・ 小 田 ・ 字 野 ( 岡 大 病理 ) 
追加 6 際 に た 産 す る 病原 性 住 血 虫 の 研究 (第 2 報 ( 岡 大 病理 ) 


レゾ ヒン ( キン ) に 依る 日 本 三 日 テラ リヤ の 実験 ・………・ 森 下 西 村 阪 大 微 研 ) 


ラン プリ ア 症 の 1 例 ( ) ラン プル 毛虫 の 位相 題 鏡 的 … 森 山 貞 (中 液 済 会 ) 


・ 培養 法 に ょ る 口腔 内 原虫 の 検出 成績 ( 基 の 一 ) 検査 成績 ・…・ 猪 木 正三 ・ 中 林 敏 夫 ・ 田 島 巧 ( 阪 大 微 研 ) 
培 内 の 検出 成績 ( 片岡 ( 大 ) 


同上 ( 基 の 二 ) 培養 た つい て ・… ・ 猪木 正三 ・ 中 林 敏 夫 ・ 田 島 巧 ( 阪 大 微 研 ) 片岡 猛 ( 阪 大 歯 ) 
7richomonas hominis の 培養 た つい て ・ eee 猪木 正三 ・ 中 林 敏 夫 ( 阪 大 微 研 ) 


rybanosoma gambiense の 免疫 学 に 関す る 研究 
screening method に つい 、 て の 知見 補遺 ・ ・ 訪 喜多 重光 ・ 尾 崎 文 雄 ・ 消 水 宏 ・ 猪 木 正 三 ( 阪 大 微 研 ) 


原虫 の と その 運動 校 (Kinetoplast) と の 関 ・ 正三 ( 阪 大 研 
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第 9 回 近畿 部 会 演説 目 勿 
期 日 昭和 28 年 12 月 12 日 
会 場 井 大 学 
長 竹内 松 次 
頭 竜 水系 の 人 体 寄 生 の 疫学 的 研究 ・… 小 前 田 衛門 ・ 辻 川 利 ・ 多 田 
西島 良雄 ( 井 ) 


・ 事業 所 に 於 ける 寄生 保育 に つい て ( , 岐阜 , 三重 )… … 加 俊 一 生 ・ 井 尾 金 一 
村 (中 部 日 本 寄生 協 ) 


・ 井 下 の 飲食 業者 生 調査 成績 つい て ・ …… 小 原 前 田 衛門 ・ 堀 ( ) 
・ フォ ラリ ア ・ (鳥取 大 医 公 衛生 ) 


尾崎 権 一 郎 (新宮 保健 所 )' 


・ 海 部 郡市 江村 の 肝 デ スト 保有 た て ・… 加 俊 一 才 子 ・ 早 川 な つ 子 (中 部 日 本 予 ) 
. 小原 前 田 衛門 ・ 西 島 雄 ( 研 ) 
市 内 一 工場 の 虫 調査 (その 三 )… (京都 府 医大 医 動 ) 
・ 多 流行 地 に 於 ける 土壌 内 多 仔 虫 の 季節 消 長 和合 (京都 府 医 大 医 動 ) 
犬 多 の と つい て ・ 野田 高岡 秀和 大 医 ) 


光 物 形 成 に つい て (第 2 報 )…・ 光 ( 阪 大 微 研 寄 ) 


カプ レ 2 例 正 (京都 府 医 大 医 動 ) 
・ の 集 園 実 つい て … 岩田 ・ 中 村 ・ 三 浦 楼 (大 阪 医大 内 科 ) 
. 1-Brom-2 -Naphthol に よる 多 成績 ・……・ … 戸 谷 ・ 加 藤 俊 一 (名 古屋 市 医大 医 ) 
。 1-Bromo-2-Naphthol 及び 4-Bromo-1- Naphthol を 経 に 投 し た に マウ ス に 於 ける 諸 

臓器 の 病理 組織 学 的 松 索 ・・ eevee er ・‥ 前 田 芳行 ・ 梅 原 松 水 ・ 辻 守 康 (金沢 大 医 病理 ) 
・ 叉 虫 剤 に 関す る 基礎 研究 (第 7 報 )Naphthol の 諸 種 プロ ム 誘 導体 の ダマ 線 虫 原 除 作 用 , 特に 化学 構造 と 

作用 と の 関係 に 就 い て …・ …… … 三 浦 孝 次 ・ 大 橘 富 次 ・ 青 木 正 一 ・ 内 田 哲雄 (金沢 大 業 物 ) 


同上 (第 9 : ラ ス 線 除 作 用 た に つい て 


… 三 浦 政男 ・ 岩 城 大 ) 
康 (金沢 大 医 病理 


. Oncomelania quadrasi の 介 及 に つい て (京都 府 医 大 医 動 ) 


別 講 演 (例会 合同 ) 
ける マラ リア 患者 減少 の 原因 的 ……・ 水 木 英 夫 ( 江 保 健 所 ) 
赤痢 ー の に 関す る 研究 (第 4 報 ) 1 赤痢 ー 株 の 各種 培地 

に 対す る 態度 に 就 い て …・ …・ tars ais ( 阪 大 微 研 寄 ) 

・ 喜多 重光 ・ 猪 木 正 三 ( 阪 大 微 研 ) 
. Trichomonas の amylolytic activity に 就 い て ・……………・ 中 林 敏 夫 ( 阪 大 徴 研 寄 ) 片岡 鑑 ( 阪 大 歯 ) 
. 抗原 虫 性 抗生 物質 (2 ) Eurocidin の 抗 Trichomonas 性 につい て ………・ 浜 田 義 雄 (武田 華 工 ・ 酸 酵 研 ) 
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犬 及び 猫 に 於 ける Coccidium 症 に 関す る 実験 的 研究 III, Coccidium 症 流 行 其 況 実態 調査 。 

(1) 内 (1) Coccidium オー シュ スト 保有 ………………・ 村 保 ・ 松 村 一 (浪速 大 農 医 ) 
同上 IV, sospora felis の オー シス ト の 形態 , スポ ロロ デニ = 並び た に 同 虫 の 猫 

へ の 感染 試験 に つい て 保 大 農 ) 

… 月 ・ 富 村 保 ・ 岡 武 

條 の 代謝 に 関す る 研究 (第 2 報 )・ ……………・ 屋 (大 阪 市 医大 生 ) 
條 感 経 路 に 就 て の 一 考察 (予報 )・ 宮田 ( 市 衛 研 ) 
原 條 虫 の 感染 試験 及び て ・…… 田 学 大 生物 ) 
人 体 症 の 虫 体 クア クタ チノ イド に より を 奏 さ る 一 例 ……・ 富夫 (有馬 研 ) 


ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 メタ セル カリ 
保 ・ 山 本 博之 (浪速 大 農 医 ) 


・ 症 の 内 反 に 関す る 研究 (1) 和 ( 属 和牛 つい て ( 2) 小動物 に つい て ・…・ 東 大 医 ) 
・ 京都 地方 に ける の 横田 内 覚 ・ 尾 上 信 一 (京都 府 医 大 川井 内 科 ) 
・ 京都 府下 一 農村 に 於 ける 寄生 虫 問題 (第 3 報 ) 土 壌 中 映 虫 卵 の 消長 に つい て ……・ 於 井 満 (京都 府 医大 医 動 ) 


・ 13 号 台 風 の 水 害 に ょ る 土壌 内 映 虫 卵 の 一 観察 川本 紀 一 ・ 川 本 俺 二 (京都 府 医大 医 動 ) 


・ 豚 の ガ が ラス 管内 の 挙動 に つい て ( 其 の 2) 伏見 純一 ・ 大 ( 阪 大 研 寄 ) 


可変 位相 鏡 た に ょ る 卵 発育 所 見 石川 (名 古屋 大 医 解 ) 


・ に 関す る 研究 山本 好 明 ( 阪 大 研 ) 


サン トニ = ン 続投 県 に ょ る (EE.P.D) の 変動 と 
杉本 幸雄 ・ 朝 日 昭 ( 京 大 医 小 兄 ) 


京都 市 内 一 園 た に ける の 反復 治療 と 感染 況 ・……………………・ ト 部 ・ 井 (京都 医大 医 動 ) 
・ 除 作業 に ける 卵 陰 向 上 研究 (第 5 報 ) テ ント = ン 及 び デ = ン 


の 併用 に 就 い て (その 2) 竹本 常松 ・ 水 然 ・ 醒 二 ・ 英 ( 阪 大 医薬 学 ) 


OR30 の 治療 効果 に つい て 森下 伏 見 純一 高田 久 ( 阪 大 研 ) 
一 硫化 炭素 処理 に よる 一 生 下 夫 小 林 ( 医 大 寄生 ) 


石川 ける 生 の 一 断面 に つい て …・ 伊 藤 利 一 (石川 ) 


・ 金沢 市 域内 の 生 調査 成績 つい て 加藤 二郎 孝一 北陸 公 保健 ) 
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第 6 回 九州 部 会 演説 目 伯 


期 互 昭和 28 年 10 月 22 日 
会 場 鹿 大 学 医 学部 , 化 経 済 ホ ー ル 


る そ タク ズ ガ = 寄生 肺 セ し カリ ア の 節 的 


3。 河中 に する 一 種 の 尾 ケル カリ ア の 発育 古賀 造 (久留 米 大 ) 


。 モク ズ ニ = ガニ = か ら 見 た 九州 に 於 ける ウェル ステ ルマン 肺 吸虫 分 布 … ・‥ 軍 見 正大 ( 九 大 寄 ) 
肺 内 容 物 の 化学 ( 九 大 ) 


8. Phyllodistomum macrobrachicola Yamaguti の 第 二 中 間 宿 主 追 加 ・……………・ 江 大 寄 ) 
・ 有 虫 の 分 布 ……・ ……・ 崎 一 郎 ・ 加 茂 ・ 菊 正 ( 九 大 寄 ) 
て ・ … 部 親 則 ( 九 大 寄 ) 
野鳥 に 寄生 し た 有 を 猫 に 当 を た 成績 長 尾 正 業 ( 九 大 寄 ) 
に 依る 肝臓 機能 障 と 血液 像 の 変化 水 喜 一 郎 .( 九 大 寄 ) 
・ 有 3 の 微細 構造 に 関す る 研究 (第 2 報 ) ( 九 大 寄 ) 


・ 屋久 島 に 於 ける フィ イラ リア 症 の 調査 報告 ・ 材 屋 富 一 ( 鹿 大 一 内 )・ 西 尾 一 男 ( 鹿 大 衛生 ) 
前 ( 鹿 大 産婦 )・ ( 鹿 大 一 内 )・ 山 下 ( 鹿 大 ) 


永 部 宝島 の ミク ロフ イラ リ 末 ( 産婦 
・ 種子 島 の … 価 ・ 米 沢 ( 鹿 大 二 内 )・ 北 原 経 太 ( 大 衛 ) 
・ 西彼杵 の フィラ リア 調査 成績 大 南 三郎 ・ 大 島 正 治 (長大 風 研 ) 


フラ イラ リア 虫 の 末 に 於 ける 月 別 出現 に 就 い て 麻 生 卓 郎 (長大 風 研 ) 
フラ イラ リア の 病理 学 的 研究 知 ・ 梅 本 元 ( 熊 大 寄 ) 
日 本 に 於 ける 豚 腸 結節 虫 の 種類 に 就 い て 河 野 郎 ( 鹿 大 農 
. 島 十 鳥 の 寄生 学 的 研究 一 郎 ・ 松 下 文雄 ( 熊 大 寄 ) 


和 十 年 月 の 大 水 災 に 依る 熊本 市 土 の 寄生 学 的 
守 ・ 原 誠 一 ・ 村 上 知 ・ 松下 ・ 野 邦 和 ・ 一 ( 熊 大 ) 


官 崎 一 純 部 落 の 調査 宮 崎 健 保 ) 
硫酸 マグネ シウム を いた 集 法 ・ 利明 (宮崎 研 ) 

感光 色素 用 し た 染色 (第 二 ) 一 郎 ・ 丸 田 ( 大 寄 ) 
知生 虫 の 電子 学 的 研究 ・ 勝 治 岡村 一 郎 ( 大 寄 ) 

34. 実験 山 虫 定 に 依る 血液 の アミ ノ 酸 量 の 変動 梶原 誠一 ・ 三 浦 守 ( 熊 大 寄 ) 


・ 科 域 に 於 ける 定 の 臨床 的 実験 的 研究 吉 ・ 辺 桂 ( 熊 大 寄 ) 
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36.。 野 物 類 の を 大 し た 場合 の の 予防 効果 沢 田 藤 一 郎 ( 九 大 三 内 ) 
37. Anisakis dussumierii 寄生 に イル ヵ の 場 元 ( 岡市 ) 
38. 実際 に 即 し た 虫 卵 集 園 法 の 下 迫田 郎 ・ 則 ・ 平 山 武 ( 大 ) 
段 ・ ・ 宮 之 原 学 
39。 自然 感染 の 多 多数 寄生 例 の (感染 経路 の 問題 ーー………………・ 康 (宮崎 病院 ) 
40. 自然 感染 の 多数 例 の 考察 (多数 寄生 の 限界 ) 永 吉 (宮崎 病院 ) 
鹿 市 に ける 多 卵 松 出 実態 阿 部 康男 ・ 山 下 若 松 道 ( 鹿 大 ) 
42. 実験 的 症 の 組織 アレ ルギー 的 研究 市 村 平 ・ 英 明 ・ 岡 山 ( 大 ) 
43. 保有 者 の に 就 い て ・ … 大 (三井 産 研 ) 
44。 1 一 ブロム 2 一 ナ フ ト Sie . 池田 稔 正 ・ 麻 生 卓 郎 (長大 風 研 ) 


45.。 へ ノボ ポ 油 製 剤 と 四 塩 化 エ チレ ン の 用 に 依る 多 の 成績 ・・ 大 場 一 兵衛 ・ 甲 斐 ( 九 大 三 内 ) 
46. 四 塩 化 そ テ チ レン の 主 な る 一 作用 殊 に の 多 除 成績 た 及ぼ す 影 響 に 就 い て ・…・ 財 津 吉 (門司 市 ) 


47. Entamoeba gingivalis び Trichomonas elongata 郎 ・ 長 岡 (長大 風 研 ) 


48。 トリ コマ イシ ン に 依る 膝 ト リュ モナ ス 炎 の 治療 た に 就 いて ・………………・ 森 一郎 ・ 戸 越 和 典 ( 鹿 大 産婦 ) 
将 記 な きも の は , 目 鉄 作成 の 関係 上 特に 明記 下さ る 様 願い ま 
す 。 


訂正 一 前 号 に 於 て 編集 委員 に 江口 務 雄 , 宮崎 一 郎 , 森 
下 先生 の 御 氏 名 を まし た の で 訂正 致し ます 。 
会 記 1. 一 - 此 の 度 編集 委員 会 の 申 合 せ に より 寄生 貝 学 
に 関す る 各位 の 業績 目 鉄 を 九 次 速報 する 事 に た なり まし 
た 。 就き まし て は 各位 の 原著 報 文 等 1 部 当 学会 事務 所 宛 
御 寄進 上 し て その 目 到着 順に 作成 し , 本 誌 各 号 
に 掲載 し た いと 存じ ます 。 し た 原 報 永く 
学会 事務 所 に 保管 し て 各位 の 終 覧 の 便 に 供し た いと 存じ 
ます 。 昭 和 28 年 (1953) の 分 か ら 始 め る 予定 で あり ます 
が , 上 記 の 主 お 取り の 上 御 力 下 さる 様 願い ま 
す 。 知 その 際 掲 載 誌 名 , 巻 号 真 発行 年 月 等 が 別冊 に 明記 


会 記 2. 一 学会 事務 所 に 於 て 下記 の バッ クタ ナン バー を 
販 実 致し ます の で 希望 者 は お 申込 み 下 さい 。 
日 本 寄 生 躍 学会 記事 1 年 ~21 年 
但し 1~9 年 は 各 冊 100 円 , 10~21 年 は 各 和 冊 200 
円 。 4 年 は 欠 本 , 6, 8, 15 の 各 年 は 残部 僅少 , 16, 
17, 18 は 合 本 で 目 鉄 だ けた に な つて 居り ます 。 
日 本 寄生 虫 学 雑誌 第 1 巻 ・ 第 1 号 (昭和 26 年 10 月 
発行 ) 1 部 150 円 。 
日 本 寄生 学 文献 集 (山口 左 博士 編 , 昭和 
15 年 1 月 発行 ) 1 部 200 円 。 
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投稿 は 原著, 投稿 者 は 会 員 に 限る 。 著 者 及び 題名 は 
日 本 文 の 下 に 欧文 訳 を 附 す る 事 。 
原稿 は 新 か な づか い に よ る 回 語 常 体 (で あぁ ある, あつ 
た ・…・ 式 ) の 横 組 み ょ し , 当 用 漢字 を 用 いる の を 原 
則 と する 。 促 音 ・ 手 音 は 「 あ っ た , ハン ショ ツ 」 の 
よう に 小さ く 記 す , 動植物 の 和 名 や か な 書 を 普通 と 
する 化合 物 , 工 品 名 は か た か な で 書く 。 
旬 読 点 に は ュ コンマ と 丸 ( 。 ) を 主として 用 い , その 
他 必 要 に 雇 じ て コロ ン , セミコロン, ダッ シュ を 使 
つて も いい 。 
数 字 , 文字 , 名 詞 な ど を 並 記す る に は コン マ ま た は 
時 丸 (・) を 適当 に 用 いる 。 例 : 第 5,8 図 4s- 
canis, Filaria へ マト キシ リン , アセ ミン, ボ 
ンプ ・ コ ッ ク , 用 語 ・ 文 体 
数 字 , 利 位 
4) 25cm 5.3 kg 23.5°C pH6.0 

(日 位 に は 点 を 打 た ぬ ) 
) 5 個 9 人 第 5 表 昭和 28 年 7 月 
へ) 一 見 し て 二 硫 化 十 人 
ィ ) 図 , 図版 , 表 に は 必ず 番号 , 説明 を 付け る 。 
ョ ) 図 , 図版 , 表 の 番号 に は アラ ビア 数 字 (1, 2, 
3, ………) を 用 いる 。 図版 は 赤 ィ ン キ で 縮小 牽 を 
指定 する こと 。 
へ へ) 1 つの 番号 は 原則 と し て a. b. c。 な ど と こま 
か く 分 け ぬ こと 。 
=) 図版 中 の 図 の 番号 は 本 充 内 の 図 か ら の 続き 番 
号 に する こと 。 
脚 は 通し 番号 を で ある 。 2 3」 の よう に 
付け る 。 
本 文中 の 文献 閉 者 名 に は 必ず 年 号 を 括弧 に 入れ て 人 附 
記す る こと , 引用 文献 は 著者 , (年 号 ): 標題 雑誌, 


( 号 ), 頁 一 真 . の 順序 に に まとめ て ABC 順 


に 並べ , 各 広 献 に は 必ず 表題 を も 附 記 する こと 。 
小 活字 や 特殊 活 学 (ゴシック, イタ リッ ク な ど ) を 
使う べき 所 は 忘れ ず に 赤 ィ ン キ で 明記 する こと , 文 
中 お よび 文献 表題 中 の 学名 は イタ リッ ク で 組む か 
ら , 原稿 に は その 語 の 下 に 横線 を 1 本 ・ 赤 ィ ン キ で 
引い て お く , た だ し , 各種 の 見 出し の 体 玉 ・ 活 字 に 
関す る こと は 編集 係 に 一 任 の こと 。 

原稿 の 本 交 ・ 図 ・ 図 説明 ・ 表 ・ 脚 許 は それ ぞ れ 別々 


に まとめ , 図 ・ 脚 入れ る べき 本 文中 の 場所 
に は 左側 欄外 に 赤 ィ ン キ で 第 :3 図 , 脚 諸 5 の ょ うに 
示し , また 図 ・ 表 ・ 脚 許 の それ ぞ れ に は 「p: 25 に 
入れ る 」 の よう に する 。 


10.。 表 の 形式 は 原則 と し て 下 表 の 如く する こと 。 


第 5 表 抹 標 本 枚数 に ょ る 検 出 


検査 枚数 陰性 陽性 陽性 率 同 信頼 限 5 


70.7 76.4>m>64.2 
85.0 89.0>m>78.4 
89.7 93.1>m>83.6 


・ 原稿 は 400 用 紙 20 枚 以内 と し , 掲載 料 1000 


円 と する 。 但し, 素 は 5 枚 以 内 と し て 右 の 制限 内 に 
含ま せる こと 。 図版 及び 超過 分 は 閉 者 貸 担 と する 。 
(超過 頁 は 1 真 印刷 概算 時 偵 ) 

同一 号 に 同一 人 が 2 篇 を 同時 に 掲載 する 場合 に は 1 
を 除い て 他 は 超過 頁 と 見 。 


。 は 100 部 を 位 と し て 別に 実 を 申 受け る 。 


原稿 は 原則 と し て 到着 順に 掲載 する も , その 探 否 掲 
載 順 序 , 体裁 等 は 編集 者 に 一 任 さ れ た い 。 


・ 原稿 の 和 り 先 は 東京 都 区 芝 白 金 台 町 予防 衛生 


研究 所 内 日 本 寄生 貝 学会 事務 所 と する こと 。 


。 な お 論文 の 書き 方 に つい て は 寸 田 軍 二 閉 (朝倉 書店 ) 


「 科 学 論 の まとめ 方 と 書き 方 」 を 参照 の こと 。 


昭和 28 年 11 月 25 日 印刷 
昭和 28 年 12 月 1 日 発行 


人 


向 
東京 都 品川 大 崎 3 丁目 300 番地 


印刷 所 一 橋 印 式 会 
東京 都 品川 大 崎 3 丁目 300 


発行 所 日 本 寄生 躍 学会 


東京 都 区 芝 折 金 台 町 
( 國 立 予防 究 所 肉 ) 
電話 大 崎 (49) 8111-8118 
振替 口座 東京 1451 
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